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᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠖ⛉┠のᴫせ㸧ࠕ㸦ࡵࡌࡣ.�

日本語表現㸯ࠖは初ᖺḟをᑐ㇟とした全学必修⛉目ࠕ

である。2022 ᖺ度は 2,11� 名のᒚ修者にᑐし、82 クラス

の授業を 14 名のᩍ員でᢸ当している。授業内容に⤫一

性をもたせるため、オリジナルのテキストを使用し、解

説ࢽ࣐ュアルにἢって授業㐠Ⴀにあたっている。本◊✲

では、筆者ら 3 名がᢸ当している 20 クラスを◊✲ᑐ㇟

(注 1)とした。授業の฿㐩目標は、ࠕ大学の学修にḞかせな

い㸰つの文章ຊ（ձ事実を正確にかつ分かりやすく説明

するຊ、ղ論理的に自分の意見を述べるຊ）を身につけ

ることࠖである。その実践として、授業内では 3 回のᑠ

論文作成を行うが、本稿では最初に作成する所ᒓキャン

パスの⤂ᑠ論文をㄪᰝᑐ㇟とした。所ᒓキャンパスの

長所と▷所を説明し、最後に学生自身が行っている長所

のά用方法、▷所の回避࣭ඞ᭹方法を⤂するという内

容である。ᑠ論文のタイトルと本論内容のഴྥを分ᯒし、

問題点を確認したうえで、その問題点をᨵၿするための

指導案の一例を示すことが本稿の目的である。 

�.ඛ⾜◊✲ࡧࡼ࠾ᮏ◊✲のព⩏

もとより、タイトルに㛵する学修のᩍ⫱ຠ果に╔目し、

その指導方法に重きを⨨いたඛ行◊✲は少ない。だが例

えば、ケイト࣭/࣭トラࣅアン（2012）が 1�3� ᖺに⦅

⧩した、学⾡的文章の執筆者のための࢞イドラインがも

とになった、通⛠、ࠕシࢽ࣐࣭ࢦ࢝ュアルࠖには、ᩍ⫱ຠ

果に㛵する記述はないものの、タイトルをつけるための

要点が以ୗに示す 4 点にまとめられている。 

࣭タイトルは本文のトピックおよびࠕ概念的㦵組みࠖを

示すものであること。 

࣭よく練られた学⾡的文章には、タイトルに本文のキー

࣡ードが組み㎸まれているということ。 

࣭序論から結論までに共通するキー࣡ードをタイトルに

組み㎸むことで、書き手においても文章の一㈏性の確

認がとれるということ。 

࣭サࣈタイトルを用いると、本文の内容がよりヲ⣽にఏ

わるということ。 

これらの要点から㏫説的に、学生から提出されたㄢ題

のタイトルは、その学生の本⛉目にᑐする理解度の指標

となり、その指導方法を見┤すことは、本⛉目の授業目

標㐩成の㏆㐨にもなると考えられる。ḟ章より、まずは

現≧を分ᯒし、学生の成長を促すためのᨵၿ点を探る。 

3.ㄪᰝ方ἲ 

ㄪᰝにおける分㢮の観点はࠕ場のタ定ࠖとࠕヰ題のタ

定ࠖの 2 点である。ࠕ場のタ定ࠖでは、タイトルにࠕキャ

ンパス名࣭大学名の୧方をྵむもの キャンパス名のࠕࠖ、

みをྵむもの 大学名のみをྵむものࠕࠖ、 いずれもྵࠕࠖ、

まないものࠖの 4 分㢮をした。ࠕヰ題のタ定ࠖでは、ト

ピックの⤠り㎸み方を確認するために、本論で取り上げ

られるトピックがࠕୗ語で示されているもの 上ࠕࠖ、

語で示されているもの ヰ題のタ定がされていないもࠕࠖ、

のࠖの 3 分㢮をした。ᑐ㇟作ရの㢖出語ᙡで例を挙げ

ると、ࠕタ タഛࠕࠖ 、ᘓ≀ࠖなどが上語に分㢮されࠕࠖ

㣗ᇽࠕ ᅗ書㤋ࠕࠖ ーターࣞ࢝ス࢚ࠕࠖ ᵓ内のΎ₩さࠖࠕࠖ、

などがୗ語に分㢮される。これらの分㢮は、ㄢ題の᮲

件や本文の一㈏性を学生がよく意㆑できているかを見る

上での指標になりᚓると考え、タ定している。以上の分

㢮基‽にἢって、ᑐ㇟作ရをり分け、最終ホ点との㛵

ಀを表したものをḟ章に示す。 

4.ศᯒ結ᯝ 

4.� ศᯒ結ᯝ㸦�㸧ሙのタᐃ 

 本⠇では、ࠕ場のタ定 とࠖ最終ホ点との㛵ಀを分ᯒする。

⾲ � ሙのタᐃᖹᆒⅬの㛵ಀ 

表 1（注 2）より、場のタ定が最も正確にできているࠕキ

ャンパス名࣭大学名の୧方をྵむものࠖの平ᆒ点が高い

ことが分かる。一方、% で示されているࠕ大学名のみを

ྵむもの はࠖ、ࠕキャンパスの≉ᚩ をࠖ記述するというㄢ

題内容を意㆑できていないものがከく、その分、点数が

ఙびᝎんでいた。 

A・B ̘ B なし その他 合計
作品数 45 32 11 67 6 161
平均点 5.44 5.21 4.82 5.1 4.5 5.17

日本語表現初ᖺḟにおけるᑠ論文タイトルの分ᯒと考ᐹ

㸫2022 ᖺ度前期ࠕキャンパス⤂文ࠖをᑐ㇟に㸫

㏆⸨ さやか、原  ⨾⠏、中ᮧ భ⾰ 

K21'2 6ayaNa, +A5A 0i]uNi, 1AKA085A <ui 
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⾲ � ሙのタᐃྛᚓⅬ⩌の㛵ಀ 

高ᚓ点ᒙ࣭ 中間ᒙ࣭ పᚓ点ᒙをẚ㍑した表 2 を見ると、

高ᚓ点ᒙは場のタ定が正確にできているものがከい一方

で、中間ᒙやపᚓ点ᒙは場のタ定ができていない作ရの

合が 4 以上と高いことが分かる。 

ここから、ࠕ場 をࠖ意㆑することが、本文の成度にᙳ

㡪をえることが❚える。 

  

4.� ศᯒ結ᯝ㸦�㸧ヰ㢟のタᐃ 

本⠇では、ࠕヰ題のタ定 とࠖ最終ホ点との㛵ಀを分ᯒす

る。 

⾲ 3 ヰ㢟のタᐃᖹᆒⅬの㛵ಀ 

表 3 より、ヰ題のタ定がࠕないࠖものは、平ᆒ点が大

きくୗがることが分かる。一方、ࠕୗ語 上語ࠖにࠕࠖ

よる分㢮においては、平ᆒ点に᭷意なᕪは認められない。

これは、ᢸ当ᩍ員の指導内容および᥇点基‽がᙳ㡪して

いる。当ヱクラスのᢸ当ᩍ員は、例えばヰ題の⤠り㎸み

をࠕタࠖなど大きく取ったうえで、長所としてࠕᅗ書

㤋 、ࠖ▷所としてࠕ㣗ᇽ をࠖ取り上げるといった作ရにつ

いて、ࠕ一㈏性 のࠖ項目でῶ点していない。上語でまと

められていれば、本論で取り上げているトピックのୗ

語が␗なっていてもⰋしとする見方である。ただし、ᩍ

員によっては、これをῶ点ᑐ㇟と指導しているので、そ

の場合は表 3 におけるࠕୗ語 上語ࠕࠖ のࠖ平ᆒ点の数

್にも変が見られることがண想される。 

 表 3 においては、ࠕୗ語 上語ࠕࠖ、 にࠖよる平ᆒ点の

ᕪは見られないが、これをᚓ点⩌ごとに分㢮すると興味

深いࢹータがᚓられた。 

⾲ 4 ヰ㢟のタᐃྛᚓⅬ⩌の㛵ಀ 

表 4 から、高ᚓ点ᒙではࠕୗ語ࠖでヰ題のタ定をし

ている作ရが � を㉸える一方、中間ᒙでは半数程度、

పᚓ点ᒙでは 4 ᙉであることが分かる。పᚓ点ᒙでは、

ヰ題のタ定がない作ရの合が高いことも≉ᚩ的である。

ここから、平ᆒ点だけを見ると、ࠕୗ語 上語ࠖࠕࠖ

によるᕪは見られにくいが、ホ౯の高い作ရはヰ題を⊃

く⤠りこめているものがከいということが分かる。また、

タイトルにヰ題のタ定がなされていないものは、ホ౯が

పくなるഴྥも明らかである。 

 ただし、以上の分ᯒには、実際の学習⎔ቃなどの学生

側の事情は考៖にධっていない。学生の主体的な学修に

重きを⨨く以上は、その点も考え合わせるべきである。

そこで、ḟ章では、第 5 回から第 � 回授業のཷࠕ講時点

での学生をめࡄる⎔ቃࠖの注意点を示す。 

�.ཷㅮⅬ࡛のᏛ⏕ࡿࡄࡵࢆ⎔ቃ 

 本章では、実際の学習⎔ቃを考៖にධれ、実情に༶し

たᨵၿをᅗるために、第 5 回から第 � 回授業をཷ講する

学生をめࡄる⎔ቃについて述べる。 

第 1 に、学生はパラࢢラフライティンࢢをྵむ、パラ

ラフ概念の学修前（注3）である。この時点での学生は文ࢢ

章全体の一㈏性まで意㆑がᒆきにくく、サ࣏ートを必要

としている可能性が高い。 

 第 2 に、学生は自ຊで結論の重要性にẼ࡙き、その内

容を考える必要がある。なࡐなら、学生は第 � 回授業ま

でに、結論をྵめたアウトラインを考え、草稿の執筆‽

ഛをᩚえる必要があるからだ。だが授業時間中には、結

論に㛵して者と検討する機会や学⾡的文章において結

論が重要であると学習する機会が、タけられていない。 

 第 3 に、タイトルをつける具体的な方法や指導のタイ

ミンࢢなどはᢸ当ᩍ員の㔞にጤࡡられている。そのた

め、ᒚ修するクラスにより学生をめࡄる⎔ቃも␗なると

いえる。本⛉目はᢸ当ᩍ員ごとに、指導内容のᕤኵが可

能である一方で、ᩍ員間でࠕ授業解説ࠖが共᭷されてい

る。その解説には、ࠕ文章の面ⓑさࠖをఏえること 自ࠕ࣭

分の最も言いたいことを➃的に表現ࠖすることのみが要

A・B A B なし その他 合計
8 6 1 6 0

38.1% 28.6% 4.8% 28.6% 0.0%
29 16 5 42 3

30.5% 16.8% 5.3% 44.2% 3.2%
8 10 5 19 3

17.8% 22.2% 11.1% 42.2% 6.7%

合計

⾼得点層
(7点以上)

中間層
（5・6点）

低得点層
（4点以下）

667321145

21

95

45

161

下位語 上位語 なし 合計
作品数 86 47 28 161
平均点 5.29 5.32 4.54 5.17

下位語 上位語 なし 合計
15 5 1

71.4% 23.8% 4.8%
51 31 13

53.7% 32.6% 13.7%
20 11 14

44.4% 24.4% 31.1%

21

95

45

16186 47 28

⾼得点層
(7点以上)

中間層
（5・6点）

低得点層
（4点以下）

合計
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件として記されている。 

 以上の 3 点をࡩまえて、ḟ章ではそこからᾋかび上が

るᨵၿ点を述べる。 

�.ᣦᑟのᨵၿⅬ

 本稿では、以ୗの 2点を重どする。 

࣭᪩くから結論の重要性を意㆑させるということ。 

࣭ヰ題のタ定方法を明░にするために、ヰ題を示す単語

のみに↔点を⤠るのではなく、ヰ題の㐺切な⤠り方を

重どするということ。 

後者について補足すると、4 章の分ᯒでは、ヰ題のタ

定は⊃ければ⊃いほどホ点が高くなるഴྥにあるとの結

果が出たが、ಶูの例を見ると必ずしもそうとはいいき

れない。なࡐなら、2 章で説明したとおり、タイトルと

は本文のトピックのに、ࠕ概念的な㦵組み をࠖも示すか

らである。そのため、ヰ題を示す単語のみに↔点を合わ

せるのではなく、ヰ題の㐺切な⤠り方も合わせて学生に

ఏえる必要があるだろう。 

以上、ࠕ結論ࠖとࠕヰ題の㐺切な⤠り方ࠖの 2 点を重ど

したᨵၿ案をḟ章、提示する。 

ただし、ඛ述のとおり、本⛉目はᢸ当ᩍ員ごとに指導

内容のᕤኵが可能だ。ࡺえに本稿の指導案も、筆者らが

ᢸ当したクラスの現≧を分ᯒして明らかとなった不足㒊

分をᨵၿするための一案である。本◊✲がテキストやᚑ

᮶の指導案をྰ定するためのものではないことを、ᨵめ

て᩿っておく。 

7.ᣦᑟ

7.� ➨ 4 ᅇᤵᴗのᨵၿ 

まず、学生が自ら学修する行ືがとれるように、‽ഛ

の段階から指導を変᭦する必要がある。授業の第 2 回か

ら第 4 回までは学⾡的文章の表現について学修する講⩏

を行っている。ᚑ᮶は第 4 回の授業でࠕḟ回からキャン

パス⤂のᑠ論文を執筆する‽ഛを行うࠖとఏえる程度

であるが、今回の指導案では加えて高ᰯ生を読者に想定

することをఏえる。実際にᑠ論文を読むのは同⣭生やᩍ

員であるが、大学のキャンパスにヲしくない者に説明

することを意㆑させることができる。つまり、者意㆑

を高めることで間᥋的にࠕ場所ࠖの⊃いタ定の理解に⧅

がるというࡡらいである。 

 また、一㈏した文章を書くためには、結論まで見通し

たアウトラインが必要になる。このᑠ論文での結論では、

長所のά用、▷所の回避࣭ඞ᭹として学生自身が何を行

っているかの 2 点が必要となる。ᚑ᮶の指導では、この

ᑠ論文の結論については、第 4 回授業後から第 5 回まで

のᐟ題であるアウトラインで考えるὶれであった。その

ため、アウトラインを書く段階になって第 5 回で行った

の内容では結論に฿㐩できず、最ࢢーンストーミンࣞࣈ

初から組み❧て┤す学生が少なくない。アウトラインに

άかせるࣞࣈーンストーミンࢢを行うことが≺いである。

そのためにも、心ᵓえとして長所と長所をά用するため

にとる行ື、▷所と▷所を࢝ࠕバーࠖするための行ືを

意㆑した 1 㐌間を過ごすように指示する。ただし、ࣞࣈ

ーンストーミンࢢの意味合いをなさない程の‽ഛをさせ

ないよう、クラスによってᑐᛂを変える必要がある。

7.� ➨ � ᅇᤵᴗのᨵၿ 

本⠇では、第 5 回授業の指導案を、ᚑ᮶の指導方法と

ẚ㍑しながら 4 つのὶれに分けて説明する。 

ձ4 名ほどの学生を 1 ループとし、ᶍ㐀⣬を半分にࢢ

したサイࢬの⣬の中ኸにࠕឡ知ῄᚨ大学所ᒓキャンパス

名ࠖを書くように指示していた点を、⣬の上㒊に記ධす

るよう変᭦する。これにより、アウトラインや草稿を考

える際のタイトルにもࠕ場のタ定ࠖが必要になる可能性

を持たせるຠ果をࡡらう。 

 ղ⟢をᶓྥきにし、ピンクに長所を、イ࢚ローには

▷所を書きアイࢹィアを挙げるよう指示する。ᚑ᮶は

⟢を上ୗ 2 段に分け、長所࣭▷所のୗにࠕ具体的事実ࠖ

を書くように指示していたが、この段階で的確に意見と

事実を༊ูできる学生はごくわずかである。ᨵめて説明

する時間をタけるためにも、ここでは長所と▷所のみを

記ධする。 

 ճ結論にヱ当する㒊分である、長所用の行ືと▷所用

の行ືを挙げる。同じⰍの⟢を使用し、⟢を㈞るྥ

きを⦪に変えて、ピンクの⟢には長所をά用するため

の行ື、イ࢚ローの⟢には▷所を࢝バーするための行

ືを記ධする。学⾡的文章は本᮶結論にྥけての説明を

本論で行うものであるが、ᚑ᮶のࣞࣈーンストーミンࢢ

では本論の内容のみをヰし合っていた。本指導案では結

論までアプローチしたࣞࣈーンストーミンࢢとして結論

㒊分の意見をྵめてヰし合うことを目的とする。ࣞࣈー

ンストーミンࢢの段階で長所▷所とあわせ、それらのた

めにどのような行ືをとっているかということをヰし合

い、アイࢹィアを出しあうことでアウトライン作成に┤

結した作業が可能となる。 

 մ書き出した⟢に共通する࣡ードを探し、まとめる

作業を行う。ճでࠕ長所用の行ື 所用の行ືࠖ（注 4）▷ࠕࠖ

についてࢭットにしているため、ࠕ概念的な㦵組み とࠖし

ての結論まで一㈏したヰ題をྵめたᵓ成にẼ࡙きやすく

なる。例として、ᅗ㸯のようにࠕ␃学プロࢢラムがከいࠖ

という長所とࠕ&&& で࣎ランティアできるࠖという長所

につけられたࠕ␃学‽ഛできる とࠖいう行ືの⟢から、

学␃ࠕ とࠖいう共通したヰ題にẼくことが可能となる。

ᚑ᮶、これらはࠕタࠖとࠕ␃学ࠖというูࢢループに

まとめられ、ูのヰ題としてᢅわれていた。授業中の作 
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ᅗ㸯 ᮏᣦᑟのࢢ࣑࣮ࣥࢺࢫ࣮ࣥࣞࣈ 

業の様Ꮚでも上語でまとめたࢢループにධれることで、

リーが重なるヰ題があることを見㏨す例がከく見ࢦテ࢝

られた。一方、重複するヰ題があることにẼ࡙いた学生

が、⟢に記ྕをつけたり、べんᅗ方式を使用したりす

る例もあった。そうした前例を説明しᩍ員から࢝テࢦリ

ーが重なるものがある場合を示၀する方法も考えられる。

 このように本指導案では、結論までアプローチしたࣈ

ࣞーンストーミンࢢとࠕ学習面 ではࠖ≀ࠕὶࠖなどࠕࠖ

ないࠕヰ題ࠖをタ定するࠕ概念的な㦵組みࠖの指導がし

やすくなると考えられる。 

7.3 ➨ � ᅇᤵᴗ௨ᚋのᨵၿ 

最後に、前⠇の指導後のᨵၿ案を述べる。まず、第 5

回授業時のその後の作業として、ᚑ᮶と同じく、長所࣭

▷所のࠕ事実ࠖやࠕ࡙けࠖについてࠕㄪᰝが必要なㄢ

題ࠖのあたりをつけさせる。そして、第 � 回授業までに

ㄪᰝをするよう指示し、成果をテキストᒓの提出用⣬

մの表面に書き出させる。面にはࠕ結論 ḍࠖがあるが、

ᚑ᮶はその記ධが学生任せになっていた。本指導案では、

結論についても者との検討をࡩまえた記ධ‽ഛがᩚえ

られる。 

 ḟに、第 � 回授業では、テキストに記載されているᑠ

論文のㄢ題᮲件を確認した上で、草稿の執筆に⛣る。そ

の際に、アウトライン中のキー࣡ードをྵめたࠕ仮のタ

イトル をࠖタ定するよう指示する。ࠕ本文内容のキー࣡ー

ドをྵめたタイトルをつけるようにࠖとの指示は、ᚑ᮶

の指導案でも実践していたことだが、前⠇のᨵၿ案で示

した作業を経ることで、学生がつけるタイトルは、自然

と、結論をྵめた上でのキー࣡ードを用いたものと㏆

࡙くと考えられる。最終的にサࣈタイトルがつけられる

ように指示することも᭷ຠであろう（注5）。 

そして、成果がάかしやすくなるからこそ、వຊをṧ

した≧ែの学生は、第 � 回の᥎ᩙの授業で、ࠕ仮⨨きした

タイトルを、さらに質の高いものと書き┤しなさいࠖ

とᩍ員から指導されたとしても、ࣔチ࣋ーションを⥔持

して、タイトルの修正に前ྥきに取り組めるのである。 

 これら一㐃の作業࣭指導によって、学生は学⾡的文章

にࡩさわしいタイトルのつけ方を学修することができる

と考える。 

8.ணࡿࢀࡉᩍ⫱ຠᯝ

本稿はタイトル指導のᨵၿを目指すものだが、ࠕよりⰋ

いタイトルがつけられるࠖという主なຠ果に加え、3 つ

のḟ的ຠ果があるとண想される。 

 第 1 に、タイトルは本文よりも単⣧であるため、者

を意㆑した文章表現の実践が学生目⥺で容᫆になる。第

2 に、第 8 回以㝆のㄢ題におけるࣞࣈーンストーミンࢢ

と同様に、1 つ目のᑠ論文ㄢ題でも、結論までのᛮ考の

ᯟ組みを意㆑したࣞࣈーンストーミンࢢをすることで、

作業の一㈏性がಖたれることになり、1 つ目のㄢ題の学

修内容がḟにもάかしやすくなる。そして最後に、ࢢル

ーピンࢢの方法を変᭦したことで、上語࣭ୗ語の単

語単ではなく、概念的な㦵組みについての࢝テࢦライ

 。が容᫆になり、より自由なⓎ想が可能になるࢬ

 本稿では提示した指導案を実行に⛣し、ຠ果を確認す

ることができなかった。ここまでの成果をアクションリ

サーチの一⎔としてとらえ、今後の実践を経て、さらな

るᨵၿを目指していきたい。 

ὀ 

1 それࡒれがᢸ当クラスの結果を分ᯒしたが、4 章では

同一ᩍ員がᢸ当する同一学⛉として最ከであったὶ

観ග学⛉ � クラスを提示した。 

2 表 1࣭表 2 では、౽ᐅ上、キャンパス名を A、大学名を

% と示している。 

3 パラࢢラフ、およびパラࢢラフライティンࢢは、ࠕ日本

語表現㸯ࠖの第 � 回授業において学修する。 

4 結論㒊分にはࠕ自分ごとࠖとしてとらえた内容を記す

ことがồめられるが、使用法の提案や大学のᨵၿ要

ㄳを書く学生もᩓ見される。ࠕ長所用の行ື 所用▷ࠕࠖ

の行ືࠖと表現することで、自分がどのように行ືし

ているのかを意㆑させることがࡡらいである。 

5 2022 ᖺ度初ᖺḟᩍ⫱㒊門 ᩍ⫱実践࣭◊✲Ⓨ表会でⓎ

表に際して㈗重なごᩍ示を㈷った。深く感ㅰ⏦し上げ

る。 

ཧ⪃文献 

ឡ知ῄᚨ大学初ᖺḟᩍ⫱㒊門（2022）ࠗ 日本語表現 1 第

14 ∧ 㸪࠘ឡ知ῄᚨ大学. 

ケイト࣭/࣭トラࣅアン(2012)ࠗ シ࣭ࢦ࢝スタイル ◊

✲論文執筆ࢽ࣐ュアル࠘ウ࢙イン࣭&࣭ࣈースᨵゞ,

ཱྀ㝯ཱྀ࣭ዲ㞝ヂ,᠕⩏ሿ大学出∧会,p.152. 

スーࢨン࣭ウ࢛ࣞス（2020）ࠗ ᩍ師がまとめる◊✲論文̿

㔞的◊✲࣭質的◊✲࣭アクションリサーチ̿࠘୕㍯

二ヂ,㬅書ᡣ. 
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めࡌࡣ.1

愛知淑徳大学では初年次学生をᑐ㇟として「日本語表

現 2」（学科ᑓᨷによって必修または選択／以下、「本科

目」とする）を後期に㛤ㅮしている。本科目では

PowerPoint を使用したグループでの口頭発表（15 分）

を行い、その後、これを個人でレポート（4000 Ꮠ）にま

とめるのがな取り組みである。

本科目では「授業の概要」において、「大学における学

修に不可欠な日本語の「読む・書く・話す・聞く」技術

の総合的な養成」を授業の目的としてᥖࡆている（注㸯）。

いずれの技術にかんしても口頭発表やレポートᇳ筆にお

いては不可欠であるために、場面にᛂじた指導を行って

いる。しかしこのなかで、学修成果を把握し࡙らいのが

「読む」技術である。

授業ではఱにつけ「読む」行Ⅽをకうが、ࣜーデ

ングにかんして、現時点で十分な学⩦効果を上ࡆている

のかを把握するのは難しい。

「読む」という行Ⅽ⮬体、「ఱが㉳きているか」が見え

るものではないために、各学生の⬟力把握も容᫆ではな

い。「読む」授業について、あらためて考えてみたい。

全 15 回の授業（表 1）のうち、「読む」ことを㍈とし

た回として、第 3 回「資料を使って概要をつかむ」や、

第 7 回「文⊩をᢈุ的に読む」などをᣲࡆることができ

る。

年の学生のᵝᏊをみると、資料の要点把握や、資料

内容のṇ確な理ゎに関して不安を覚える学生は少なくな

いように思われる。これをふまえ本論では、学生⮬㌟の

手で収集した資料を初めて読むこととなる第 3 回授業

（以下、「本時」とする）について取り上ࡆる。

本時では「今回のࡡらい」として、次の 2 点をᥖࡆて

いる。

㸯㸬発表テーマの概要が分かる資料を読んで、㡯目ࡈと

に情報を分㢮・ᩚ理する。

㸰㸬発表テーマで注目されていることがらや関心をもっ

た話題に絞り、本᱁的にඛ行研究を調査する。

ここから、資料精読後におけるグループでの情報共有

や、その情報の分㢮・ᩚ理に㔜点が⨨かれていることが

わかる。この取り組みによって、グループで等しくテー

マの概要把握ができるため、資料精読後の情報共有は㔜

要といえよう。しかし同時に、資料精読前における情報

共有が個人の「読み」のᢇけとなることにも目をྥけて

みたい。

そこで今回は、筆者が担当するクラスにおいて、精読

後の情報共有を㔜視する従来ᆺの授業を行うグループと、

精読前の情報共有を㔜視する既有知識の共有を行うグル

ープとに分け、資料を読む⬟力についてどの程度㐪いが

みられたかアンケート（⮬ᕫ評価）による調査を行った。

2.➨ 3ᅇᤵᴗࡿࡅ࠾Ꮫಟάືのὶࢀ

2.1 ᤵᴗࡿࡅ࠾ࡳ⤌ࡾྲྀ࡞

まずは、本時のな取り組みについて、順を追って説

明する。本時は「資料を使って概要をつかむ」とある通

り、入手した資料を精読し、発表テーマの概要を把握す

るのがな取り組みである。第 2 回授業をふまえて収集

した資料を持参する（注㸰）のだが、その資料数はỴして少

なくないため、まずは授業時間内に読むべき本数を絞っ

ている。その㝿、発表テーマの把握にᙺ立つものを中心

に、資料のඃඛ順࡙けをおこなっている。

⾲ 1 㢠ඹ㏻ᒚಟ⛉┠ࠕ᪥ᮏㄒ⾲⌧ 2ࠖ
ᤵᴗィ⏬㸦2022 ᖺᗘ㸧

授業ィ⏬

グ
ル
䤀
プ
䥹
㸲
名
程
度
䥺

第㸯回 ンࣙࢩンテー࢚ࣜ࢜

第㸰回 資料を収集する

第㸱回 資料を使って概要をつかむ

第㸲回 ア࢘トラインを考える

第㸳回 中間報࿌をする

第㸴回 発表資料を作成する

第㸵回 文⊩をᢈุ的に読む

第㸶回 グループ発表をする（㸯）

第㸷回 グループ発表をする（㸰）

第 10 回 グループ発表をする（㸱）

第 11 回 グループ発表をする（㸲）

個
人

第 12 回 レポートの書き方を学ࡪ（㸯）

第 13 回 レポートの書き方を学ࡪ（㸰）

第 14 回 レポートを᥎ᩙする

第 15 回 授業のまとめ

既有知識の共有がࣜーデングにཬࡰす

学⩦効果についての調査
̿̿初年次学生をᑐ㇟として̿̿

ᯇཎ ஂᏊ

MATSUBARA Hisako
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資料を読むにあたっては、ᶍ㐀紙と付箋（4 色）をそ

れぞれ㓄付している。付箋は、「基本概念は青」、「議論の

背景は緑」のように内容ࡈとに色を分け（注㸱）、各色付箋

の担当者をグループ内で分担している。青の付箋担当者

は基本概念を᥈しながら読むこととなり、緑の付箋担当

者は議論の背景や経緯について᥈しながら読むこととな

る。資料全体に目は通すが、方法としては「ス࢟ャࢽン

グ（᳨⣴）」を中心とした読みと捉えることもできよう。

精読後、作成した付箋をᶍ㐀紙に㈞りながらグループ

で情報を共有する。情報共有後はఝた内容の付箋をまと

め、分㢮や図式化をすることで、発表テーマの情報を把

握し、全体ീをᩚ理するというὶれである。従来の授業

で行ってきたこれらの基本的なάື内容について、以下

これを「従来」とする。

2.2 ᪤᭷▱㆑のඹ᭷ࢆ㋃まࡳ⤌ࡾྲྀࡓ࠼

つࡂに、既有知識の共有を㋃まえた取り組み（以下、

「共有」とする）ついて説明する。「共有」においても基

本は「従来」同ᵝの手順を㋃むが、資料の精読に入る前

に異なる取り組みを追ຍしている。

「共有」では、読むべき資料を絞ったのち、資料の内

容に目を通す前に資料のタイトル・目次・❶立て・見ฟ

しなどに個ูに目を通している。これをふまえ、発表テ

ーマにかんしてどんな立場や意見があるかについて、学

生は各⮬で予想を立てる。なお、この予想は外れていて

も問題ないことを伝えている。その後、各⮬の予想をグ

ループ内で共有する。

タイトルや見ฟし等から目を通すという手法は、「ス࢟

ングの技術として知ング（大意取り）」というࣜーデ࣑

られている。学生は発表テーマについて、タイトルや見

ฟしなどから得られた情報を参考にしつつ、予想を立て

たうえで内容に目を通すこととなる。さらにこれを共有

することで、グループ࣓ンࣂーから得た情報も参考とす

るために、発表テーマについてよりᗈく予想を立てなが

ら精読することができる。

実として、「㧗㱋ࢻライࣂー」をテーマとしたグルー

プの資料名とそこから予想された内容を⤂したい（表

2）。これは学生 A～D からなる 4 名のグループ࣓ンࣂー

それぞれによる資料の内容予想である。えば学生 A は

「㐠㌿をやめるᘢᐖと「㐠㌿ᑑ」」という資料名から㧗

㱋者による㐠㌿にはఱらかの問題が想定されることや、

㐠㌿をやめる場合にもデ࣓ࣜットがあることなどが資料

に含まれているだろうと予想を立てている。これら予想

のṇㄗはᥐくとしても、発表テーマにおいて┒んに取り

上ࡆられている要な議論について、この段階でおおよ

そ予想できていることがわかる。学生はここにᣲࡆた予

想を共有し、これらの意見を念頭に⨨いたうえで実㝿の

資料本文に目を通すこととなる。

2.3 ࠸ࡽࡡのࡑの≉ᚩとࡳ⤌ࡾのྲྀࢀࡒࢀࡑ

ここまで⤂した「従来」と「共有」それぞれの取り

組みについて、いま一度ᩚ理したい。

まず、読ゎ㐣程の✀㢮として࣎ト࣒アップとトップࢲ

ストの文࢟アップはテ࣒ト࣎。ンという考え方がある࢘

Ꮠ、単語、文といった文❶のᵓ成要⣲の✚み上ࡆによっ

て内容を理ゎしていくという㐣程を持つ。一方のトップ

❶ンはすでに知っている知識を念頭に⨨きながら文࢘ࢲ

を読む、確認をకった読ゎ㐣程といえよう。

付箋࡙くりのための࢟ー࣡ーࢻ᥈し（ス࢟ャࢽング）

を㍈とした「従来」の取り組みは、文❶の✚み上ࡆに

よる内容把握という点で࣎ト࣒アップのᛶ᱁を持つ。そ

の一方で、資料名からテーマの概要をすくい取る（ス࢟

ンを≺ったものと࢘ࢲング）「共有」の読み方はトップ࣑

言いえることもできよう。

ただし「従来」においても、学生はス࣑࢟ングやトッ

プ࢘ࢲン処理をふまえたࣜーデングを↓意識に行って

いるはずである。資料収集にあたり、入手すべき資料を

そのタイトルから取ᤞ選択しているはずであり、また、

読むべき資料のඃඛ順付けにおいても、資料名を参考

にしていると考えられる。

それでもなお資料名に注目させ、かつ共有させること

によって、普段は↓意識下で行っているトップ࢘ࢲン処

理を意識させることが「共有」のࡡらいである。学生は

資料の要点把握をⱞ手としながらも、資料名や見ฟし、

目次などにほとんど見ྥきもしない。概要把握にᙺ立つ

要⣲には目もくれず、本文ෑ頭から読みጞめるという、

そんなග景を授業でもしばしば目にしてきた。

「共有」の取り組みによって資料の概要把握に意識的

になることで、読む技術のྥ上につなࡆたい。さらにこ

の取り組みの効果をはかるため、アンケートによって学

⩦効果をᐈほ的に確認することとした。

⾲ 2 ㈨ᩱྡとᏛ⏕ࡓ࡚❧ࡀෆᐜண

㸦࣐࣮ࢸ㸸㧗㱋࣮ࣂࣛࢻ㸧

学

生
1.資料タイトル

2.資料のタイトル・目次・見ฟし

などをふまえ、どんな立場や意

見があると予想できるか

A
㐠㌿をやめる

ᘢᐖと
「㐠㌿ᑑ」

・㐠㌿を㧗㱋者がするとよくない

・㐠㌿をやめたときのデ࣓ࣜット

・㐠㌿がいつまでできるか㸽

B 認知と㐠㌿

・認知の方にචチを㏉⣡して

もらうようにするᨻ⟇

・認知の方の㐠㌿の༴㝤さ

C
㧗㱋ࢻライࣂ
ーによる通
ᨾᑐ⟇

㧗㱋ࢻライࣂーによるᨾをῶ

らすためのᑐ⟇（㌴の㐠㌿ᶵ⬟）

D
㧗㱋ࢻライࣂ
ーにとっての

㐠㌿

㧗㱋者が生άしていくうえで、

㌴の㐠㌿はなくてはならないも

のになっている
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3.㈨ᩱࢆㄞࡴ⬟ຊ࡚࠸ࡘのㄪᰝ᪉ἲ

3.1 ᪉ἲ

3.1.1㸧ᑐ㇟

筆者が 2022 度に本科目で担当した 5 クラスにおい

て調査を実した。選択 3 クラス・必修 2 クラスをそ

れぞれ 2 グループに分けた。従来ᆺの授業を行うグル

ープ（選択 1 クラス㸩必修 1 クラス）。回答者は 38 名

（⏨ᛶ 9 名、ዪᛶ 29 名）であった。既有知識の共有

を行うグループ（選択 2 クラス㸩必修 1 クラス）。回

答者は 51 名（⏨ᛶ 21 名、ዪᛶ 30 名）であった（注㸲）。

調査は 2022 年 10 ᭶に実した。

3.1.2㸧ㄪᰝ㡯┠

調査は本時の授業後に実した。㉁問用紙を㓄付し、

以下の（㹟）「普段」と（㹠）「今回」の 2 㡯目につい

て同じ用紙に同時に回答するようồめた（注㸳）。

（㹟）「普段」に関する調査 「普段資料を読むにあた

り、以下の内容はどれくらいできていると思うか」を

イࡡた。その㝿、「①資料の内容を予想して読むこと」

「②資料の内容をṇ確に理ゎして読むこと」「③資料の

㔜要な⟠ᡤを見つけฟすこと」「④資料を㏿く読むこと」

の 4 㡯目について、「1.全くできない」「2.あまりでき

ない」「3.少しできない」「4.まあまあできている」「5.
よくできている」「6.十分できている」の 6 ௳法でそれ

ぞれ回答するようồめた。

（㹠）「今回」に関する調査 「今回の授業をふまえ、

以下の内容はどれくらいできたと思うか」をイࡡた。

（㹟）と同ᵝに、「①資料の内容を予想して読むこと」

をはじめとする 4 㡯目について、「1.全くできなかっ

た」「2.あまりできなかった」「3.少しできなかった」「4.
まあまあできた」「5.よくできた」「6.十分できた」の 6
௳法でそれぞれ回答するようồめた。

3.2 ⤖ᯝ

3.2.1㸧ࠕᬑẁ とࠖࠕ今ᅇ ຊのኚ⬟ࡴㄞࢆ㈨ᩱࡿࡅ࠾ࠖ

従来グループと共有グループの「普段」と「今回」

についてᖹᆒ್を⟬ฟして t ᳨定を行い、その結果を

表 3 に示した（注㸴）。なお、表 3 の①～④はそれぞれ、

資料を読むことに関する 4 㡯目の㉁問とᑐᛂしている。

分析の結果、「従来」においては、4 㡯目すべてにお

いて有意差がみられないという結果が得られた。ここ

から、「従来」と「普段」それぞれの取り組みの効果に

ついて、学生はほとんど㐪いを感じていないというこ

とがわかった。

一方の「共有」においては、「普段」に比べ、「今回」

で得られた回答の得点が 4 㡯目すべてで有意に㧗かっ

た。ここから、既有知識の共有をふまえた取り組みは、

資料を読むにあたって一定の効果があったと学生は感

じているという結果が得られた。

3.2.2㸧ࠕᚑ᮶ࠖとࠕඹ᭷ࠖࠕࡿࡅ࠾ᬑẁࠖの᭷ព☜⋡

次いで、「従来」と「共有」それぞれのサンプルに偏

りがないかを確認したい。「従来」と「共有」というᑐ

ᛂのない 2 ⩌における「普段」のデータを t ᳨定にか

けたところ、有意差はみられなかった（表 4）。2 ⩌の

差はㄗ差のᇦをฟておらず、これにより、調査をした

ᑐ㇟の㐪いによって結果がわかれたわけではないこと

がわかる。

⾲ 4 ࢫࣛࢡ㉁ၥࠖのᚑ᮶ࡿࡍ㛵とࡇࡴㄞࢆ㈨ᩱࠕ

とඹ᭷ࠕࡿࡅ࠾ࢫࣛࢡᬑẁࠖの᭷ព☜⋡

N M SD t ್ df p
従来

クラス
38 3.58 1.05

1.43 87 ns
共有

クラス
51 3.85 1.21

のࢀࡒࢀࡑࢫࣛࢡとඹ᭷ࢫࣛࢡ㉁ၥࠖのᚑ᮶ࡿࡍ㛵とࡇࡴㄞࢆ㈨ᩱࠕࠉ�⾲
⋠☜᭷ពࠊᗘ⏤⮬ࠊt್ࠊᶆ‽೫ᕪࠊ౯್のᖹᆒ್ࡿࡅ࠾今ᅇࠖࠕᬑẁࠖとࠕࠉࠉࠉࠉ

従来 共有

n =38 n =51
普段 今回 普段 今回

M SD M SD t df p M SD M SD t df p
① 3.34 0.93 3.53 1.04 1.48 37 ns 3.65 1.27 4.22 1.03 3.42 50 .001
② 3.87 0.73 3.97 0.93 0.94 37 ns 3.98 0.94 4.37 0.95 4.41 50 <.001
③ 3.84 1.09 3.76 1.27 0.57 37 ns 4.06 1.06 4.47 0.82 4.21 50 <.001
④ 3.26 1.23 3.21 1.24 0.53 37 ns 3.71 1.47 3.96 1.34 2.64 50 .01
ィ 3.58 1.05 3.62 1.16 0.47 37 ns 3.85 1.21 4.25 1.07 6.00 50 <.001

「ィ」は①～④のᖹᆒ್をとったもの。
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4.まとめと今後の課題

アンケート調査により、精読前における既有知識の共

有は、普段資料を読むときと比べて効果があったと学生

は感じているという結果が得られた。そして同時に、「従

来」の指導手順では「普段」と「今回」にあまり差がみ

られなかったことから、単に資料を読む時間を確保し、

作業手順を示すだけでなく、「読む技術」養成につながる

新たな指導方法について考えることが今後も必要だとい

える。

ただし、授業には時間的な制約があるため、精読前に

おける既有知識の共有を行った場合は、精読後の情報共

有のための十分な時間確保が困難となる。精読後の情報

共有によってグループ内の学生たちが等しくテーマの概

要把握をできるという効果があるが、こちらがおろそか

になるのも望ましくない。それぞれの取り組みによって

得られる効果は異なるため、妥協点を見定める必要があ

る。また、本来であれば、授業時間内にもう少し多くの

資料に目を通させたいが、教員側から働きかける指示が

多ければ多いほど、資料の本数を絞ることになるという

点も今後の課題である。

なお、「共有」においては、⑴資料名から内容を予測し

たうえで、⑵予測した内容をグループで共有する、とい

う 2 段階の取り組みを行っているのだが、この⑴と⑵そ

れぞれによって得られる効果はいま一度切り分けて考え

る必要がありそうだ。まず、⑴において予想を立てるこ

とができた学生と、うまく予想を立てられない学生とが

いることが想定できる。その後それぞれの学生は⑵にお

いて、他の学生に伝えるために予想を言語化する必要が

生じることもあれば、他の学生が立てた予想によって刺

激をうけ、新たなアイデアに思い至ることも想定される。

⑵のやりとりは、単に情報共有によって予想のアイデア

を増やすだけではない、それ以上の効果が期待できるも

のである。⑴と⑵それぞれの効果を捉えなおすためにも、

より詳細な調査を試みたい。

さらに、今回は精読後の情報共有によるテーマ概要の

把握がもたらす効果についての調査は行っていないため、

授業を通しての成果把握とまではいえないことが心残り

となった。今後は、精読後の情報共有によって得られる

効果も含め、本時の取り組み全体を視野に入れて引き続

き調査を行う必要がある。

注

1 本科目における「授業の概要」全文は以下の通り（愛

知淑徳大学初年次教育部門編『日本語表現 2 第 12 版』

愛知淑徳大学、2022 年）。

レポートの書き方と口頭発表の仕方を中心とした、

大学における学修に不可欠な日本語の「読む・書く・

話す・聞く」技術の総合的な養成を目的とする。具

体的には、①テーマ設定、②資料収集とその分析、

③発表資料の作成、④グループ発表、⑤レポート作

成、というそれぞれの作業に、順を追って実践的に

取り組むことによって、論文や資料を集めて読む力、

形式やルールにしたがってレポートを書く力、聞き

手を意識した発表をする力、発表を聞いて要点をつ

かむ力をつける。

2 第 2 回授業をふまえて収集する資料は、本学図書館指

定図書コーナー、本学図書館 OPAC、ジャパンナレッ

ジ、新聞データベース（朝日、読売ほか）などによる。

学生はグループにおいて上記のいずれかを担当し、入

手した資料の現物を第 3 回に持参する。入手できる資

料数はテーマやデータベースによって異なるが、1 人

につき 1～6 本程度が目安となっている。

3 付箋の色はそれぞれ青・緑・黄・ピンクの 4 色となる。

各色の内容は以下の通りである。

青：基本用語や概念に相当する内容

緑：議論にはどんな背景・経緯があるか

黄：誰がどんな意見を述べているか

ピンク：どんな問題点や課題があるか

4 筆者は言語聴覚クラス（必修／2 コマ）と学科混成ク

ラス（選択／3 コマ）をそれぞれ担当している。サン

プルの偏りを小さくするため、これを組み合わせ、そ

れぞれのグループとした。

5 調査にあたっては、以下の注意点を紙面上にて提示し、

併せて口頭でも説明を行った。率直な感想を回答する

こと、回答内容が本科目の評価に関わらないこと、回

答は個人が特定されないように処理すること、研究以

外の目的には使用しないことなどである。そのうえで、

以上の注意点を確認し、了承を得られた回答のみを用

いた。

6 データの分析ソフトとして Excel を用いた。
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初ᖺḟ日本人大学生が自由記述で挙げる

ート執筆時の困難点࣏ࣞ

㎷本  ᱜᏊ 

T68-,02T2 6aNuraNo 

ࡵࡌࡣ.�

筆者がົするឡ知ῄᚨ大学では、初ᖺḟ㛤講⛉目と

してࠕ日本語表現ࠖという⛉目がタ⨨されている。この

⛉目は大学での学修に必要なライティンࢢスキル修ᚓを

目的とした⛉目で、1 ᖺ生前期に㛤講されるࠕ日本語表

現 1 （ࠖ以ୗ、11）と、1 ᖺ生後期に㛤講されるࠕ日本語

表現 2 （ࠖ以ୗ、12）の 2 ⛉目がある（注1）。11ࠖࠕは 全学

㒊全学⛉全専ᨷの 1 ᖺ生の必修⛉目となっており、12ࠖࠕ

は、1 ᖺ生後期に㛤講される⛉目で、こちらは学⛉専ᨷ

ごとに必修または㑅ᢥ⛉目となっている。 

ここで11ࠖࠕのシラバスの概␎を述べると、第 1 回目

の授業はオリ࢚ンテーションで、第 2 回目から第 4 回目

で学⾡的文章執筆時に㐺切な文章表現や文法について学

修する。そして 5 回目から �回目で 1 本、8 回目から 10

回目で 1 本、11 回目から 13 回目で 1 本のᑠ論文の執筆

‽ഛをさせ、合計 3 本のᑠ論文を提出させる。 

ḟに12ࠖࠕのシラバスについて概␎を述べる。第 1 回

目の授業でάືࢢループをỴ定し、ࢢループごとにⓎ表

テー࣐をỴめ、以後すべての回でࢢループ࣡ークを行う。

2 回目の授業でⓎ表テー࣐に基࡙いた㈨ᩱの㞟を㛤ጞ

し、3 回目で㞟した㈨ᩱをࢢループで検討し、4 回目で

アウトラインを考え、5 回目で中間Ⓨ表を行う。そして 8

回目から 11 回目でࢢループⓎ表を行い、その後、Ⓨ表が

終了したࢢループから࣏ࣞートの執筆‽ഛをጞめる。Ⓨ

表はࢢループで行うが、࣏ࣞートはಶࠎに執筆させ、最

後に最終ㄢ題として 3,500 Ꮠ以上 4,000 Ꮠ以内の࣏ࣞー

トを提出させる。 

このようにࠕ日本語表現 でࠖは、前後期で合計 30 回の

授業を行っており、筆者は前後期ともに必修⛉目となっ

ているクラスのᢸ当をしている。そして、ライティンࢢ

スキルのどの項目にຊをධれて指導するべきか、指導順

序はこれでいいのかと、ᖖに自問自答しながら授業を行

っている。 

ところで、ヰ題は変わるが、本授業では学期終了時に

⛉目⊂自のアンケートを行っている。以ୗは11ࠖࠕの学

期ᮎに実している授業アンケートの質問例である。 

1. 文章作成前にアイࢹアをᗈげたり深めたりすること  

2. 自説の主張に導く文章ᒎ㛤（アウトライン）を考える 

こと 

3. 自説の主張に㐺した᰿ᣐを探し提示すること  

4. 事実と意見（分ᯒや主張）を分けて考えること  

5. パラࢢラフのᙺを生かして文章を書くこと 

�. 意味の通りやすい簡₩な文をᕤኵすること 

�. 学⾡的文章に㐺した言葉や文体をᕤኵすること 

上記はཷ講前後の学修スキルの定╔に㛵する質問例で

あり、自ᕫホ౯をさせている。回答方法はࠕ༑分できるࠖ

からࠕ全くできないࠖまでの � 件法である。2021 ᖺ度の

ཷ講アンケートの㞟計結果を見ると、学生の自ᕫホ౯は

上記質問 1 から � まで、すべてཷ講前よりもཷ講後に上

᪼していることが分かる（ᯇ本 2022）。このようにアン

ケートの回答ではすべての項目でཷ講前後に自ᕫホ౯が

上᪼したところで前期授業を終えるが、同じཷ講生が後

期になってもまだ学⾡的文章を書くのを苦手そうにして

いることがある。アンケートの回答はすべての項目で自

ᕫホ౯が上᪼しているのに、それはなࡐか。その要因と

して、アンケートの学修スキルに㛵する質問項目に₃れ

がある可能性が考えられる。質問項目は授業ᢸ当者が考

案したものであるが、学生自身が感じている困難点を見

落としている（項目にྵまれていない）可能性があるの

ではないか。筆者をྵむ本授業のᢸ当者は、学生が執筆

した成果≀を定期的にホ౯する機会があり、困難点は把

握しているつもりである。しかしそれは㢧ᅾした困難

点である。学生自身が感じている困難点とは┦違がある

のではないか。このように考え、本◊✲では、今後ࠕ日

本語表現ࠖのシラバスとアンケート項目のᨵゞを行う際

に参考にするため、ཷ講生に࣏ࣞート執筆時の困難点に

ついて自由記述式ㄪᰝを行いᗈく問うことにした。 

 ところで、ㄪᰝの時期とㄪᰝ回数を考えるにあたりඛ

行◊✲をㄪべたところ、୕ほか（2020）ではㄪᰝは前

期の計14回授業のうち第�回目に実されていた。なお、

そこでᚓられた学生の困難点は、参考文献をά用して᰿

ᣐを示し論ᣐによってけのある文章を書くことが挙

げられていた。୕ほか（2020）では同じ学期の途中で

ㄪᰝは一度だけ行われていたが、本◊✲では後期授業㛤

ጞ時（つまり初ᖺḟ前期の終了時とも言える）と、後期

授業終了時（つまり初ᖺḟ後期の終了時）の 2 回ㄪᰝを

行うことにした。2 回のㄪᰝ時点で困難点にᕪが見られ

るかについてもẚ㍑を行いたい。 
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�.ㄪᰝのᴫせ 

�.� ㄪᰝのᮇ 

ㄪᰝの時期は、2021 ᖺ度後期の12ࠕ 㛤ࠖጞ時の � ᭶と、

後期終了時の 2022 ᖺ 1 ᭶である。 

�.� ㄪᰝのᑐ㇟⪅ 

ㄪᰝのᑐ㇟者は、前期㛤講⛉目11ࠖཷࠕ講後、後期㛤

講⛉目12ࠖࠕをཷ講したឡ知ῄᚨ大学の初ᖺḟ学生であ

る。ㄪᰝᑐ㇟者は、後期㛤ጞ時の � ᭶は 82 名、後期終了

時の 2022 ᖺ 1 ᭶はḞᖍ者が 3 名いたため、�� 名であっ

た（注2）。 

�.3 ㄪᰝの方ἲ 

 ㄪᰝの方法は、࣏ࣞート執筆時に感じた困難点に㛵す

る質問⣬ㄪᰝを行った。質問項目は 1 問のみで回答は自

由記述とした。以ୗが後期㛤ጞ時に行った 1 回目のㄪᰝ

の質問項目である。 

質問㸸大学ධ学後に作成した࣏ࣞートをࡩりかえって、

作成中困ったことやスキル不足を感じたことはなかった

か。その内容をできるだけヲしく説明した上で、今後ど

んなスキルを身につけたいか説明してください。 

後期終了時に行った 2 回目のㄪᰝでは、上記質問中の

ୗ⥺㒊ࠕ大学ධ学後ࠖをࠕ後期ࠖに変えて同様の質問を

した。 

3.ㄪᰝの結ᯝ 

 以ୗは質問にᑐする学生の記述例である。 

㸺学生の記述例㸼 

自分で書いた文章を見┤す際に、ከくの時間がかかっ

てしまうにもかかわらず、どこかに見落としがありῶ点

されてしまっていた。後期は、見┤しᢏ⾡のྥ上とຠ⋡

ᙉをしていきたい。 

 また、参考文献の探し方も不័れで、なかなか目的にあ

った㈨ᩱを探し出せないことがከくあるため、探し方を

ᕤኵして学習を進めていきたい。 

記述結果の分㢮に当たっては、上記の例のように、同

一の回答者が複数の困難点を挙げていることがあったが、

ୗ⥺㒊をそれࡒれ࢝ウントすることにした。上記の例で

はୗ⥺㒊ࠕ見┤しᢏ⾡のྥ上とຠ⋡ᙉをしていきたいࠖ

をࠕ᥎ᩙࠖに㛵わる困難点、点⥺㒊ࠕ参考文献の探し方

も不័れで、なかなか目的にあった㈨ᩱを探し出せない

ことがከくあるࠖをࠕ参考文献の検⣴ࠖに㛵わる困難点

に分㢮した。このようにして、後期㛤ጞ時の 82 名分、終

了時の �� 名分の記述の分㢮を行った。 

3.� ᚋᮇ㛤ጞのㄪᰝ結ᯝ 

表 1 は後期㛤ጞ時のㄪᰝ結果である。学生がㄪᰝの回

答で挙げた困難点は全 20 項目確認されたが、⣬∦の㒔合

により、表 1 にはそのうち上 10 項目を挙げた。分㢮名

は学生の回答のキー࣡ードからけた。 

   ⾲� ᚋᮇ㛤ጞのᅔ㞴Ⅼ     (1 82) 㸨複数回答あり

主な学修時期 困難点 人数 合 

前期 後期  （人） （㸣） 

 参考文献の読解 1� 1�.2 ࠐ 

 参考文献の検⣴ 1� 1�.2 ࠐ 

 文章表現 12 12.1 ࠐ ࠐ

 ᵓ成 10 10.1 ࠐ ࠐ

 説ᚓຊのある᰿ᣐ  �  �.1 ࠐ ࠐ

 語ᙡຊ（語、₎語）  5  5.1  ࠐ

 4  4.0  （言葉ࡂつな）᥋⥆語  ࠐ

 参考文献の要⣙  4  4.0 ࠐ 

 参考文献の引用  4  4.0 ࠐ 

 内容、Ⓨ想  4  4.0 ࠐ ࠐ

表 1 に示したように、困難点の 1 はࠕ参考文献の読

解 （ࠖ1�.2�）で、2 はࠕ参考文献の検⣴ （ࠖ1�.2�）、3

はࠕ文章表現 （ࠖ12.1�）、4はࠕᵓ成 （ࠖ10.1�）、5

はࠕ説ᚓຊのある᰿ᣐ （ࠖ�.1�）であった。 

以ୗに困難点 1 のࠕ参考文献の読解ࠖについての学

生の記述例を示す。 

㸺学生の記述例㸼 

について考ᐹせよࠖというㄢ題࣐自分でỴめたテーࠕ

が出た際に、テー࣐とそれに合う参考文献は見つけるこ

とができたが、その参考文献から（必要箇所を探して）

自分の考ᐹに上手く⧅げることができなかった。参考文

献から自分の考ᐹに上手く⧅げる方法を身につけたい。 

上記のほかにも、参考となりそうな文献を見つけたも

のの、必要箇所の見ᴟめができず引用箇所に㏞う、事実

と意見を༊ูして読み取ることができない等の意見が見

られた。 

ḟに困難点 2 のࠕ参考文献の検⣴ࠖについての学生

の記述例を示す。 

㸺学生の記述例㸼 

ートの㈨ᩱ㑅びに苦ᡓをしました。ᫎീ⣔の授業࣏ࣞ

の際の、ࠐࠐについて考ᐹせよ。という࣏ࣞートㄢ題で、

㈨ᩱを見つけることができませんでした。ᅗ書㤋にྥか

ったのですが、┦ᛂしいものを見つけられなかったです。

今後の学習で、参考文献の見つけ方を理解したいです。 
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㸺学生の記述例㸼 

ートㄢ題が࣏についてどう考えるかࠖというࣞࠐࠐࠕ

出たときに、いろんな人の意見が書かれているサイトを

いくつか見たが意見がバラバラすࡂてどれを参↷すれば

Ⰻいかわからなかった。結ᒁ、検⣴して一番上にでてき

たサイトを参↷した。ネット以外でⰋい参考文献を見つ

ける方法を知りたい。 

このように、ࠕ参考文献の検⣴ࠖが困難という意見が 2

であった。実際に学生の様Ꮚを観ᐹしていても、前期

中、㈨ᩱを探す時には、とりあえずス࣐ートフ࢛ンを取

り出しインターネットで検⣴をする。そして検⣴結果を

ୗまでスクロールして見ないで最上に表示された㈨ᩱ

を参↷するという学生が見られた。 

困難点の 3 はࠕ文章表現ࠖであった。以ୗに学生の

記述例を示す。 

㸺学生の記述例㸼 

前期の日本語表現 T㸯の授業では、࣏ࣞートの書き方

でࠕです࣭ますࠖではなくࠕだ࣭であるࠖを使って書く

などの基本を学ぶことができたが、見落としなどがከく

全に正しい書き方で提出することができなかった。 

後期は、前期よりも間違いが少ない≧ែで࣏ࣞートㄢ

題を提出できるようにしたい。 

上記のように、文体の㑅ᢥや主観的表現を使用しない

こと等、表現についての困難さを挙げる回答が見られた。

困難点の 4 は、ࠕᵓ成 でࠖあった。学生の記述例は以

ୗの通りである。 

㸺学生の記述例㸼 

ートを書く際に、（␎）、どのように文を組み❧て࣏ࣞ

ればⰋいか等のᵓ成の㒊分が分からなかった。うまく自

分の主張をఏえられるࠕᵓ成ࠖの仕方を身につけたい。 

困難点の 5 は、ࠕ説ᚓຊのある᰿ᣐ でࠖあった。以ୗ

に学生の記述例を示す。 

㸺学生の記述例㸼 

自分の主張をする際に᰿ᣐがᙅいと感じることがከか

った。参考文献やᐈ観的な意見等を用いて、説ᚓຊのあ

る᰿ᣐがある文章を書けるようにしたい。 

 び表 1 を参↷されたい。表 1 のᕥิに各項目の主要

学修時期について記している。これを見ると、困難点 1

のࠕ参考文献の読解ࠖと 2のࠕ参考文献の検⣴ࠖは

後期の12ࠖࠕの学修項目であり、後期㛤ጞ時に困難に感

じているのは当然と言えるかもしれない。しかし⩻って

見れば、前後期のシラバスを見┤し、これらの項目を前

期の学修項目にྵめるべきと言えるかもしれない。 

  

3.� ᚋᮇ⤊のㄪᰝ結ᯝ  

ḟに表 2 に後期終了時のㄪᰝ結果を示す。学生がㄪᰝ

の回答で挙げた困難点は全 2� 項目確認されたが、⣬∦の

㒔合により、ここでは上 10 項目を掲載する。 

   ⾲ � ᚋᮇ⤊のᅔ㞴Ⅼ    (1 ��) 㸨複数回答あり

主な学修時期 困難点 人数 合 

前期 後期  （人） （㸣） 

 �.参考文献の読解 1� 15 ࠐ 

 参考文献の検⣴ 15 13.8 ࠐ 

�.ᵓ成 13 11 ࠐ ࠐ 

 説ᚓຊのある᰿ᣐ 12 11.0 ࠐ ࠐ

�  参考文献の引用 10 ۑ .2 

� 文章表現 ࠐ ࠐ  8.3 

  主張の明確 �  5.5 

 �.語ᙡຊ（語、₎語） 5  4  ࠐ

 論理的ᛮ考 3  2.8 ࠐ ࠐ

 タイトルのけ方 2  1.8  ࠐ

学生が挙げた困難点の 1 はࠕ参考文献の読解（ࠖ15.��）

で、2 がࠕ参考文献の検⣴ （ࠖ13.8�）、3 がࠕᵓ成ࠖ

（11.��）、4 がࠕ説ᚓຊのある᰿ᣐ （ࠖ11.0�）、5 が

参考文献の引用ࠕ （ࠖ�.2�）であった。

表 2 のᕥิには、各項目の主要学修時期を記している。

これを見ると、上 5項目の主要学修時期は後期である

ことが分かる。ただしࠕᵓ成ࠖとࠕ説ᚓຊのある᰿ᣐࠖ

については前期の学修項目でもあり、前後期を通して学

修の機会があったにもかかわらず、後期終了時にも困難

に感じている学生がいることが分かった。 

4.⪃ᐹ 

 表 1、2 に度目をྥけると、後期㛤ጞと終了時に共通

して、困難点の 1 はࠕ参考文献の読解 （ࠖ㛤ጞ時 1�.2�, 

終了時 15.��）であり、2 はࠕ参考文献の検⣴ （ࠖ㛤ጞ

時 1�.2�, 終了時 13.8�）であった。これらは共に後期の

学修事項であった。後期授業では2回目で、ᅗ書㤋2PA&、

&i1ii 5esearch 等の検⣴サイト、ジャパンナࣞッジ、ᮅ

日新聞等のࢹータ࣋ースの使用方法を、*oogle、<ahoo� 

についてはࠕac.Mpࠖとࠕgo.Mp  ࠖのド࣓イン指定の方法

を学生の前で実₇しながら⤂する。そして、Ⓨ表テー

にᛂじた㈨ᩱの検⣴と㞟をㄢ題にし、結果を記ධし࣐

提出することという指示を出している。ᩍ員は提出され

たㄢ題を通じ、検⣴≧ἣの把握と書誌情報の記載方法の

ホ౯も行っており、授業中の説明にㄢ題のホ౯と、時間
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をけた指導を行っているつもりである。しかし、今回

のㄪᰝでࠕ参考文献の検⣴ࠖが困難点の 2 であること

が分かった。これについては指導時にᨵၿのవᆅがある。

 ḟに困難点 1 のࠕ参考文献の読解ࠖについて注目す

る。後期の第 3 回目の授業で、ධ手した㈨ᩱを持参させ、

㈨ᩱからࠕ基本用語や概念に┦当する内容 ㆟論にはどࠕࠖ

んな⫼ᬒ࣭経⦋があるか ㄡがどんな意見を述べているࠕࠖ

か どんな問題点やㄢ題があるかࠕࠖ をࠖ読み取り、ࢢルー

プで情報共᭷する機会をタけた。しかし、㈨ᩱの⢭読指

導は行っていない。この項目が困難点 1 であるならば、

授業中に読解の練習時間をもう少しタけるべきか。また、

ཷ講生には㈨ᩱの読解テクࢽックの学修をする 2 ᖺḟ以

上㛤講の㑅ᢥ⛉目のཷ講も່めたい。 

 ḟに、後期㛤ጞ時4（10.1�）、後期終了時3（11.��）

のࠕᵓ成ࠖ及び、後期㛤ጞ時 5 （�.1�）、後期終了時 4

（11.0�）のࠕ説ᚓຊのある᰿ᣐ にࠖついて考ᐹを行う。

11ࠖでは、序論࣭本論࣭ࠕᵓ成ࠖについては、前期のࠕ

結論の意㆑と、パラࢢラフ࣭ライティンࢢのᙺと書

き方の指導をしている。後期の12ࠖࠕでは、ࢢループⓎ

表で使用する㈨ᩱと࣏ࣞート執筆時のᵓ成のࣄントを提

示し、執筆時に章❧てを行うよう指導をしている。しか

し、ㄪᰝ結果を見るとまだ不༑分であるようだ。 

説ᚓຊのある᰿ᣐࠖについては、㏆⸨ほか（201�）ࠕ

と㏆⸨（2018）に、初ᖺḟ学生が主張の᰿ᣐに使用した

情報のㄪᰝ結果が掲載されている。それによると、1 

はࠕ自分が当然だと考えていること （ࠖ�8.3�）で、2 

はࠕୡ間で࿘知の事実 （ࠖ�3.��）、3 はࠕ㈨ᩱの使用ࠖ

（58.5�）、4 はࠕ自分の経験 （ࠖ3�.4�）、5 はࠕ新聞

やࢽュース （ࠖ23.5�）であった。そして、初ᖺḟ学生の

主張の᰿ᣐの問題点として、ಶ人の経験等による⚾的な

ど点が取りධれられていること、ㄢ題として、情報のᐈ

観性やಙ㢗性を意㆑させることと述べられていた。こ

の問題点は、ほࡰそのまま本ㄪᰝのᑐ㇟者にも当てはま

る。そのためࠕ日本語表現ࠖの授業では、通ᖺでᐈ観的

でಙ㢗性のある᰿ᣐを用いることを指導しており、ᩍ員

から見ると後期終了時にはⰋくできるようになっている。

しかし、学生の自ᕫホ౯はపいという結果が見られた。 

ḟにࠕ文章表現ࠖについて述べる。後期㛤ጞ時には困

難点3（12.1�）であったが、後期終了時には�（8.3�）

にランクダウンしていた。ࠕ文章表現 にࠖついては前期か

ら繰り返し学修し、後期終了時にはようやく少し自ಙが

持てるようになったようであった。 

最後にࠕ参考文献の引用ࠖについて、後期㛤ጞ時には

4.0�で � だったが、後期終了時には �.2�で 5 になっ

ていた。これは前期の学修項目ではないため、前期は≉

に意㆑せずに引用し、困難にẼ࡙いていなかったためか。

最終࣏ࣞート提出前の最後の 2 回の授業は引用の目的、

引用の書き方の学修に時間を㈝やしたが、知㆑がᮍ定╔

のまま学期ᮎを㏄えたのかもしれない。 

ࡵࡲ.4

本ㄪᰝの結果から、ࠕ参考文献の読解 参考文献の検ࠕࠖ

⣴ ᵓ成ࠕࠖ 説ᚓຊのある᰿ᣐࠕࠖ 、ࠖこの 4 項目は初ᖺḟ後

期㛤ጞ時にも終了時にも、学生が挙げる࣏ࣞート執筆時

の困難点の上であることが分かった。これらの項目に

ついて、指導時に≉に␃意が必要である。このうちࠕᵓ

成ࠖとࠕ説ᚓຊのある᰿ᣐࠖについては前期授業の学修

項目にྵんでいるが、ࠕ参考文献の読解 とࠖࠕ参考文献の

検⣴ࠖは前期には指導していない。後期の学修項目であ

る。しかし、前期中、⛉目で学生に参考文献を使用し

た࣏ࣞートㄢ題をㄢすᩍ員がいるようで、本ㄪᰝで困難

点に挙げる学生がከ数いた。これらの項目については、

前期での指導を考៖するべきかもしれない。本ㄪᰝの結

果を今後のࠕ日本語表現ࠖのシラバスとアンケート項目

のᨵゞの機会にά用したい。 

ὀ

1 ㄪᰝ時の 2021 ᖺ度は⛉目名がࠕ日本語表現 T1 日本ࠕࠖ

語表現 T2ࠖであったが、2022 ᖺ度より、それࡒれࠕ日

本語表現 1 日本語表現ࠕࠖ 2ࠖに変᭦された。 

2 ㄪᰝᑐ㇟者には、本ㄪᰝについて書面とཱྀ㢌にて説明

を行い、ㄪᰝ༠ຊ同意書の⨫名を持って、◊✲用

のチㅙをᚓている。 

ཧ⪃文献

㏆⸨⿱Ꮚ࣭中ᮧかおり࣭ྥ␃実Ꮚ（201�）ࠕ大学初ᖺḟ

のアࢹ࢝ミック࣭ライティンࢢ指導にྥけたࣞࢹィネ 

スㄪᰝࠖࠗ 日本語ᩍ⫱方法◊✲会誌࠘第 24 ᕳ第 1 ྕ, 

pp.102-103. 

㏆⸨⿱Ꮚ（2018）ࠕ大学初ᖺḟにおけるライティンࢢ指導

のㄢ題㸫説ᚓຊのある文章作成にྥけて㸫ࠖࠗ国文学踏

ᰝ࠘第 2� ྕ, pp.1��-1��. 

ᯇ本明日㤶（2022）ࠕࠕ日本語表現 T1 日本語表現ࠕࠖ T2ࠖ

ཷ講アンケート㞟計結果ࠖࠗឡ知ῄᚨ大学初ᖺḟᩍ⫱◊

✲ᖺ報࠘第 � ྕ, pp.23-25. 

୕規⿱࣭時任㞙平࣭⚟ᒣభᶞ࣭すཱྀၨኴ（2020）ࠕ大学

初ᖺḟ生がアࢹ࢝ミック࣭ライティンࢢのどのᢏ⾡を

苦手と感じるかの検討ࠖࠗ 日本ᩍ⫱ᕤ学会◊✲報告㞟࠘

第 20 ᕳ第 4 ྕ, pp.�1-��. 

グ

 本稿は第 28 回大学ᩍ⫱◊✲フ࢛ーラム（2022 ᖺ 3 

᭶ 1� 日,ி㒔大学（オンライン㛤ദ））においてࠕ初

ᖺḟ日本人大学生が自由記述で挙げる࣏ࣞート執筆時

の困難点ࠖと題し行ったⓎ表内容に、加筆࣭修正をし

たものである。 
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初ᖺḟ修了を㏄える大学生は

スをᥥくかࢭートㄢ題にᑐしてどのような作成プロ࣏ࣞ

ஂಖ⏣ 一  

K8%2TA Ka]umitsu 

ࡵࡌࡣ.�

学修の過程で取り組む࣏ࣞࠕートࠖというものは、2
つの観点でᤊえることができる。まず、࣏ࣞートはࠕ文

章ࠖである。これに取り組む際には、語ᙡຊ、ᵓ成ຊ、

論理性などの言語㐠用能ຊが問われる。一方で、࣏ࣞー

トはࠕㄢ題ࠖでもある。これに取り組む際には、ㄢ題理

解ຊ、計画ຊ、情報㞟ຊ、分ᯒຊなどのㄢ題解Ỵ能ຊ

が問われる。࣏ࣞートㄢ題を解Ỵする能ຊは、࣏ࣞート

という文章が出᮶する前提であり、重要度が高い。

だが、言語㐠用能ຊにẚべて、ㄢ題解Ỵ能ຊを把握す

ることはむずかしい。文章の成度は、ᩍ員の手元にあ

る࣏ࣞートというプロダクトから、見える。一方で、ࣞ

。スは、見えない（見えにくい）ࢭート提出に⮳るプロ࣏

文章のなかで言語㐠用能ຊの現れ（例㸸論理性の問題）

とみなしていた㒊分が、実は、ㄢ題解Ỵ能ຊの現れ（例㸸

情報㞟ຊの問題）という可能性もある。

以上のとおり、学生が࣏ࣞートㄢ題を解Ỵする能ຊは、

見えない（見えにくい）ものだが、文章の成度をᕥྑ

する重要な能ຊであり、ᩍ員はこれをㄪᰝ࣭◊✲して、

把握しておく必要がある。筆者の所ᒓする初ᖺḟᩍ⫱㒊

門では、㒊門⊂自のཷ講アンケートをとおして、初ᖺḟ

生の学修成果をㄪᰝしているが（本誌㘓のࠕࠕ日本語表

現㸯ࠖࠕ日本語表現㸰ࠖྲཱྀ 講アンケート㞟計結果 参ࠖ↷）、

そのㄪᰝでは、࣏ࣞート作成プロࢭスを᩿∦的に取り出

して確認しており、学生のᛮ考のなかにある㐃⥆的な作

成プロࢭスの全体ീが見えてこない。

初ᖺḟ修了を㏄える大学生は、࣏ࣞートㄢ題の提示を

ཷけてから提出のࢦールに⮳るまで、どのような㐨のり

を理想としてᥥき、しかし現実にはどう進むのだろうか。

本◊✲は、初ᖺḟ修了を㏄える大学生の࣏ࣞートㄢ題に

ᑐする解Ỵ能ຊを把握する目的で、࣏ࣞート作成のスク

リプト的知㆑をㄪᰝし、また、その知㆑のうち大学ධ学

後に⋓ᚓしたものを≉定することで、初ᖺḟ生の学修฿

㐩点を明らかにする。知㆑面の解明に加えて、スクリプ

トを実現する能ຊも明らかにし（知㆑があり実行もでき

るか、知㆑はあるが実行できないか、知㆑すらないか）、

ㄢ題解Ỵ能ຊのヲ⣽な把握をめࡊす。それらの結果をࡩ

まえて、学生の現≧とㄢ題を共᭷し、2 ᖺḟ以㝆のᩍ⫱

における指㔪を示す。

�.ㄪᰝᴫせ

初ᖺḟ修了を㏄える大学生の࣏ࣞートㄢ題にᑐする解

Ỵ能ຊをㄪᰝするため、ୗ記のとおりにアンケートを実

した。2023 ᖺ 1 ᭶、本学で筆者がᢸ当する 1 ᖺḟ後

期㛤講⛉目ࠕ日本語表現㸰ࠖの授業第 15 㐌（最終㐌）

に、ཷ講生にアンケート用⣬を配し、タ問の回答を

ồめた。用意したタ問のうち、本稿の分ᯒに┤᥋㛵ಀす

るもののみ、以ୗに(1)㹼(6)として引用する。なお、タ問

でタ定した࣏ࣞࠕートㄢ題ࠖはࠕࠕⱝ者ࠖとࠕ㐟びࠖにつ

いて、自由に論じなさい。（Ꮠ数㸸4,000 Ꮠ程度 ⥾切㸸

1 ࣨ᭶後）ࠖ である。

(1) ୗ記の࣏ࣞートㄢ題が提示されたとします。これを

ཷけて、あなたはࠕまずこれをして、ḟにこれをし

て、そして͐͐ とࠖいうような作成プロࢭスとして、

どのようなὶれをᛮいᥥきますか。あなたの࣏ࣞー

ト作成経験をࡩまえて、また、ࠕ本当はこういうこ

ともできるとよかったࠖという┬もࡩまえて、ࣞ

スをできるだけ⣽ࢭート提出までに必要なプロ࣏

かく、ᅗ示してください。

(2) 㹙筆者注㸸(1)のᅗ示において㹛各プロࢭスを実践す

る際に用する具体的な手法や手段（例㸸ᅗ書㤋を

用する）がᛮいつくようであれば、それも明記し

てください。

(3) 㹙筆者注㸸(1)のᅗ示において㹛各プロࢭスについて、

なࡐそれをするのか、その理由をこのḍで説明して

ください。どのプロࢭスにᑐする説明かを明確にす

るために、Ἴ▮༳（   ）を引いて結びつけてく

ださい。

(4) ᕥ記のプロࢭス㹙筆者注㸸(1)でᅗ示したプロࢭス㹛

のうち、ࠕ大学生になってから意㆑するようになっ

たࠖところはありますか。ヱ当する箇所を、㟷Ⰽの

⥺でᅖってください。（複数回答可）

(5) ᕥ記のプロࢭス㹙筆者注㸸(1)でᅗ示したプロࢭス㹛

のうち、これまでの࣏ࣞート作成経験のなかでࠕ（あ

まり）実践できていないࠖところはありますか。ヱ

当する箇所を、㉥Ⰽの⥺でᅖってください。（複数
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回答可）

(6) ートを作成した経࣏㐟びࠖについてࣞࠕⱝ者ࠖとࠕ

験はありますか。または、ࠕⱝ者ࠖとࠕ㐟びࠖに㛵

する講⩏のཷ講経験があるなど、現時点で、このテ

ー࣐で࣏ࣞートを作成するための専門的な知㆑が

ありますか。ୗ記の㑅ᢥ⫥のなかで答えてください。

（複数回答可）

ートを作成した経験がある࣏で࣐ࣞこのテー 

ートを作成するための専門࣏で࣐ࣞこのテー 

的な知㆑がある

どちらもない 

アンケートの回答のうち、分ᯒᑐ㇟としたのは、◊✲

目的での結果බ表のチㅙがᚓられ、かつ、ࠕㄢ題 のࠖテー

ート作成経験も専門的知㆑もない（タ問࣏に㛵する࣐ࣞ

(6)のの回答者）、51 名の回答である。なお、この 51
名は文学㒊国文学⛉の学生である。

3.ㄪᰝ結ᯝ⪃ᐹ

学生がᛮいᥥく࣏ࣞート作成のストーリーと、作成プ

ロࢭスの実情とを報告する。まず前者について、タ問(1)
の回答として学生が記述した࣏ࣞート作成プロࢭスと、

各プロࢭスの記述者の合とをᅗ 1 に示す。

  ᅗ� Ꮫ⏕ࡀグ㏙ࡓࡋసᡂࠊࢫࢭࣟࣉグ㏙⪅のྜ�1 ��� 

結果の分ᯒに⛣る前に、作成プロࢭスの分㢮について

説明しておく。࣏ࣞート作成の一⯡的なプロࢭスである

ア出しࢹアイ（について理解するための࣐テー）ࠕ 文ࠕࠖ

献ㄪᰝࠖࠕテー࣐タ定ࠖࠕ（࣏ࣞート内容の）目標タ定ࠖࠕ（ࣞ

ート内容の）ᵓ想࣏ 草稿作成ࠕࠖ 確（提出にྥけての）ࠕࠖ

認ࠖの 7 ✀㢮に、学生が記述した各プロࢭスをᑐᛂさせ

て㞟計をおこなった（注 1）。学生の記述で、同じ✀㢮のプ

ロࢭスが段階性をもってᒎ㛤されていた場合は、ࠕ文献ㄪ

ᰝ 1 （ࠖ段階 文献ㄪᰝࠕ、（1 2 （ࠖ段階 2）などと⣽分し

て㞟計した。この 7 ✀㢮以外（ᩚࠕ理 読解ࠕࠖ アンケࠕࠖ

ートㄪᰝ 考ᐹࠕࠖ 執筆ࠖなど）は（草稿作成ではない）ࠕࠖ

㞟計ᑐ㇟から㝖外した（注 2）。

ᅗ 1 の結果の分ᯒに⛣る。ᅗ 1 の結果から、大半の学

生の࣏ࣞート作成ストーリーには2ࠕ 段階以上の文献ㄪ

ᰝ タ定࣐テーࠕࠖ ᵓ想ࠕࠖ 確認ࠖがྵまれることが分かࠕࠖ

る。作成プロࢭスのうち最もከᒙ的であるࠕ文献ㄪᰝࠖ

については、8 以上の学生が 2 段階以上のㄪᰝを想定

しており、そのなかで、2 段階のㄪᰝを想定する学生が

最もከい（ᅗ 2）。

ᅗ � 文献ㄪᰝのẁ㝵ᩘࠊグ㏙⪅のྜ�1 ��� 

複数段階の文献ㄪᰝにおいて、学生はどのようなプロ

スを経ているのだろうか。これを探るために、学生のࢭ

記述から、各段階における文献ㄪᰝのᑐ㇟を確認した。

その結果を表 1 に示す。この結果から、複数段階の文献

ㄪᰝは、よりᗈい⠊ᅖからより⊃い⠊ᅖのㄪᰝ、より

一⯡的な情報からより専門的な情報のㄪᰝ、理解する

という目的から論証するという目的のㄪᰝ、というὶ

れが読み取れる。これは例えば、文献ㄪᰝの段階 1 でࠕネ

ットなど をࠖ見Ώしてテー࣐の概要を知り、そのうえで、

段階 2 以㝆ではࠕ論文など のࠖヲ⣽な情報の探⣴、また、

᰿ᣐなどࠖの論証のための探⣴に⛣るということであࠕ

る。学生の知㆑として、ຠ⋡的な文献ㄪᰝのスクリプト

があることが分かる。

⾲ � 文献ㄪᰝのᑐ㇟ྛࠊẁ㝵ࡿࡅ࠾グ㏙⪅のྜ 

ㄪᰝᑐ㇟ ㄪᰝ 1 
(N=51) 

ㄪᰝ 2 
(N=44) 

ㄪᰝ 3 
(N=15) 

ㄪᰝ 4 
(N=3) 

辞書など 15.7% 0.0% 0.0% 0.0% 
ネットなど 56.9% 9.1% 0.0% 0.0% 
新聞など 19.6% 9.1% 6.7% 0.0% 
ᅗ書など 43.1% 40.9% 40.0% 33.3% 
論文など 27.5% 63.6% 60.0% 33.3% 

᰿ᣐなど 0.0% 22.7% 26.7% 100.0% 
ͤ辞書など㸸辞書、辞典、定⩏、意味

ͤネットなど㸸インターネット、Google、Yahoo!、Web 
ͤ新聞など㸸新聞、記事、ࢽュース

ͤᅗ書など㸸ᅗ書、書⡠、本、ᅗ書㤋

ͤ論文など㸸論文、CiNii、◊✲

ͤ᰿ᣐなど㸸᰿ᣐ、証ᣐ、࡙け、論などの論証目的の㈨ᩱ
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文献ㄪᰝのከᒙ性は、ከくの学生にとって大学ධ学後

の学修成果である。ᅗ 3 にタ問(4)の㞟計結果を示す。㞟

計作業では、≉定のプロࢭスを記述した学生の数を母数

として、そのプロࢭスをࠕ大学生になってから意㆑する

ようになったࠖと回答した学生の合を⟬出した。

ᅗ  ࠖࡓࡗ࡞࠺ࡼࡿࡍព㆑ࡽ࡚ࡗ࡞⏕Ꮫࠕ 3

 ᅇ⟅⪅のྜࠊࢫࢭࣟࣉ

ᅗ 3 の結果から、7 ✀㢮のプロࢭスすべてにおいて、一

定数の学生の、大学ධ学後の成長が見てとれる。そのな

かでも≉にࠕ文献ㄪᰝࠖの成長が㢧著であり、大学での

学修の過程で、学生の文献ㄪᰝは（意㆑上は）よりከᒙ

的なものになったということである。この結果を、ඛの

表 1 の結果と↷らし合わせると、大学での学修のなかで

学生がより専門的な情報㞟ࢶール（論文検⣴サイトな

ど）を⋓ᚓし、それとᚑ᮶の一⯡的なࢶール（Google
など）とを単に取り換えるというのでなく、୧ࢶールの

≉性を理解して使い分けを意㆑するようになった、とい

うことだと分ᯒできる。また、ࠕ文献ㄪᰝࠖの成長には、

論証に㛵する意㆑変も㛵ಀするだろう。本稿ෑ㢌で触

れたཷࠕ講アンケートࠖでは、ࠕ日本語表現㸯 （ࠖ1 ᖺḟ

前期㛤講）のཷ講前࣭後で、論証（ࠕ問 3）自説の主張に

㐺した᰿ᣐを探し提示すること ）ࠖに㛵する意㆑のྥ上が

確認できる。ᐈ観的な事実によって主張を࡙けるとい

うጼໃを身につけたことが、ࠕ文献ㄪᰝ のࠖከᒙ性につな

がっていると考えられる。

以上、初ᖺḟ修了を㏄える大学生の、࣏ࣞート作成プ

ロࢭスに㛵するスクリプト的知㆑を確認した。この現≧

は、どうホ౯できるだろうか。࣏ࣞート作成に㛵する著

名な参考書である、ୗ(2019)ࠗᛮ考を㘫える ー࣏ࣞ

ト࣭論文作成法 第 3 ∧࠘を基‽として考えたい（注 3）。

ୗ(2019:43)では、࣏ࣞート作成のプロࢭスとして、表

2 のステップを提示している（一㒊ᨵ変）。

⾲ � ୗ�����సᡂのࢺ࣮࣏ࣞࡿࡼ�  ࣉࢵࢸࢫ�

 �ࣉࢵࢸࢫ

論Ⅼࢆ 

ぢฟࡍ 

提示されたㄢ題を理解する。テー࣐に㛵するキー࣡

ードを使って、ᛮ考をᩚ理し、論点を見出し、ୗㄪ

べにධる

 �ࣉࢵࢸࢫ

ㄪࡿ 

ㄢ題のテー࣐にἢって、ὶື的で新しい情報を㞟

ୗㄪべ㸸論点の概␎的知㆑を検⣴࢚ンジンや事典で

ㄪべる

文献検⣴㸸OPAC、CiNii、新聞などࢹータ࣋ースで

ㄪべる

文献ධ手㸸㈨ᩱを読み㎸み、さらに情報を㞟

 3ࣉࢵࢸࢫ

 ࡳ⤌

 ࡿ࡚❧

論点を定め、問いを❧てる。ɔ 㐀を組み❧てるため、

主題文を書く。アウトラインを作成する。仮の題名

をつける

 4ࣉࢵࢸࢫ

ᇳ➹ 

定ᆺ的な表現を用いたフ࢛ー࣐ットを使って、執

筆。題名を、キー࣡ードとのᩚ合性を考えて、つけ

る

 �ࣉࢵࢸࢫ

Ⅼ᳨ 

自ᕫ点検ホ౯チ࢙ックシートでチ࢙ック。できれば

時間を⨨いて第୕者的ᛮ考で読み返し、᥎ᩙ

この 5 ステップと、学生がᥥく作成プロࢭス（ᅗ 1）と

を見ẚべると、␗なる㒊分もあるが（後述）、どちらも、

テー࣐について知るところからጞめ、ヲ⣽な情報の探⣴

に⛣り、取りᢅう⠊ᅖを定め、文章のᵓ想を練り、文章

を作成し、そして᥎ᩙする、というὶれは同じである。

よって、学生たちは、おおむࡡᶍ⠊的な作成ストーリー

をᥥくことができ、また、大学での学修成果としてこの

ᶍ⠊的ストーリーに㏆࡙くことができた、とホ౯できる。

だが、学生の実情はどうだろうか。以上の現≧は、あ

くまで知㆑≧ែのことである。࣏ࣞート作成プロࢭスの

実情を探るためのタ問(5)の㞟計結果を報告する。ᅗ 4 に、

タ問(1)の回答として記述されたプロࢭス（ᅗ 1 の結果と

同じ。記述者の合は⅊Ⰽのバーで示す。ど認性の問題

で数್ラ࣋ルは非表示）のうち、タ問(5)でࠕ（あまり）

実践できていないࠖと回答のあったプロࢭスを࢝ウント

せずに⟬出した結果（㯮Ⰽのバーで示す）を示す。

ᅗ 4 Ꮫ⏕のసᡂࢫࢭࣟࣉの⌮⌧ᐇ㸦1 ��㸧 
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理想と現実とのࢠャップが大きいのはࠕ文献ㄪᰝ 1ࠖࠕࠖ）
で 13.7 2ࠖでࠕ、イントのᕪ࣏ 25.5 目ࠕ、（イントのᕪ࣏

標タ定 （ࠖ17.7 ᵓ想ࠕ、（イントのᕪ࣏ 1ࠖでࠕࠖ） 25.5 ࣏

イントのᕪ）、ࠕ確認 1ࠖでࠕࠖ） 21.6 イントのᕪ）であ࣏

る。ࠕ文献ㄪᰝࠖについて、ࢠャップは大きいものの、実

情としての合自体は౫然として高いように見える。だ

が、この結果は、大学生の文献ㄪᰝをࠕከᒙ的ࠖである

としたホ౯のጇ当性をᦂるがすものである。ᅗ 5 に、文

献ㄪᰝのከᒙ性に㛵する㞟計結果を示す。この結果は、

ᅗ 2 の結果の㞟計において、ࠕ（あまり）実践できていな

いࠖと回答のあった文献ㄪᰝプロࢭスを࢝ウントせずに

⟬出したものである。意㆑上は 8 以上の学生が 2 段階

以上のㄪᰝを想定していたが（ᅗ 2）、実情は、2 段階以

上のㄪᰝを実する学生は 6 程度、1 段階以ୗのㄪᰝ

が 4 （1ࠕ 段階のㄪᰝࠖとࠕ分なㄪᰝなしࠖの合計）

で、さらにそのなかで 1 段階のㄪᰝもままならない学生

が一定数Ꮡᅾするということがᾋき᙮りになった。

ᅗ � 文献ㄪᰝࢫࢭࣟࣉのᐇ�1 ���

以上の、理想と現実のࢠャップの原因は何であろうか。

ᵓࠕ目標タ定ࠖࠕ文献ㄪᰝࠖࠕスはࢭャップが大きいプロࢠ

想 目標タ定ࠖの問題にのࠕ、であるがࠎ確認ࠖと様ࠕࠖ

プロࢭスの問題も起因すると考えられる。ࠕ目標タ定 のࠖ

成ྰは、のプロࢭスの成ྰ࣭進行にᙳ㡪をえるもの

である。学生のࠕ理想ࠖを見てもࠕ現実ࠖを見ても、ࠕテ

ー࣐タ定ࠖはできるが、ࠕ目標タ定ࠖができていない。こ

れは、考ᐹ⠊ᅖの限定はできるが、問いのタ定ができな

い、という問題として理解することができる。

学生はࠕ問いを❧てるࠖという意㆑にஈしい。問いを

❧てることは、࣏ࣞート作成のプロࢭスのなかで一⯡的

なものであるが（ୗ(2019)による 5 ステップ参↷）、タ

問(1)の回答として、このプロࢭスを記述した学生はほと

んどいなかった。ࠕ問い 問ࠖに言及した学生はおらࠕࠖ

ず、ࠕ仮説 にࠖ言及した学生が 1 名(2.0%)いただけであっ

た。ࠕ問いを❧てる こࠖとにつながる要⣲としてࠕ問題 、ࠖ

ㄢ題ࠖに言及した学生はࠕ（問題ࠖの㢮⩏語としてのࠕ）

8 名(15.7%)いたが、合としてはᑠさい。さらに、問い

にはࠑ探ồᚿྥࠒの問いとࠑ解Ỵᚿྥࠒの問いとがある

が、ࠕ問題 ㄢ題ࠖという࣡ードは後者の問いにつながࠕࠖ

りやすい。つまり、学生は問いにᑐする意㆑にஈしく、

また問いの理解も一面的である可能性がある。

また、キー࣡ードの定⩏に言及した学生も少数であり、

このこともࠑ探ồᚿྥࠒの問いにᑐする意㆑のపさと㛵

ಀすることだとᛮわれる。アンケートのタ問でタ定した

㐟びࠖについてࠖであࠕⱝ者ࠖとࠕࠕートㄢ題ࠖは࣏ࣞࠕ

った。ࠕⱝ者 とࠖはㄡのことか、ࠕ㐟び とࠖは何のことか、

というのは自明のことではなく、定⩏をする（確認する）

プロࢭスが必要である。それにもかかわらず、定⩏に言

及した学生は 8 名(15.7%)のみであった（ヱ当の記述は

当たり前ࠖにᛮえࠕ。（ウントしている࢝文献ㄪᰝࠖでࠕ

る概念に検討を加えるという行Ⅽはࠑ探ồᚿྥࠒの問い

が生まれる原点であるが、これを意㆑している学生は少

ないようである。

4.ᚋのᩍ⫱のᣦ㔪 

本◊✲では、初ᖺḟ修了を㏄える大学生が࣏ࣞートㄢ

題にᑐしてどのような作成プロࢭスをᥥくかについて、

ᩚ理࣭分ᯒをおこなった。初ᖺḟにおける学修の成果と

して、学生たちは、おおむࡡᶍ⠊的な作成ストーリーを

スクリプト的知㆑として᭷していることが確認できた。

しかし、ᛮいᥥくストーリーと、学生が実際にᥥくであ

ろう㌶㊧とのࢠャップは大きいことも分かった。本稿で

は、この理想と現実とのࢠャップの᰿本原因が、ࠕ問いを

❧てるࠖ意㆑のపさにあることを指した。

本学の学生は、2 ᖺḟ以㝆の学修のなかでࠕ問いを❧

てる プࠖロࢭスの修ᚓが必要である。ࠕ㹼はか非かࠖࠕ㹼

というㄢ題をどう解Ỵするかࠖというような論தに目が

ྥきがちな学生のど㔝を、ࠑ探ồᚿྥࠒの問いにまでᗈげ

ることが重要である。文章作成のテクࢽックの 1 つとし

て㏫⟬ᛮ考法（例㸸結論の内容を基‽にして、本論の内

容を取ᤞ㑅ᢥする）が᭷名であるが、よい目標タ定がで

きなければそもそも㏫⟬はできない。㏫⟬ᛮ考法が機能

する前提の能ຊを⋓ᚓすることで、作成プロࢭス全体が

ຠ⋡することが期ᚅできる。

ὀ

1 ᅗのプロࢭスの配ิは、必ずしも時⣔ิ順ではない。

2 理ᩚࠕ 読解ࠕࠖ 考ᐹࠖは、7ࠕࠖ ✀㢮の作業プロࢭスと

はḟ元の␗なるᛮ考プロࢭスであるため、㝖外した。

執筆ࠖの記述の᭷↓は、スクリプト的知㆑を測定すࠕ

る指標にならないため、㝖外した。いずれも回答数と

しては少数であったため、㝖外による分ᯒのᙳ㡪は

ᑠさい。

3 ୗ༓以Ꮚ(2019)ࠗ ᛮ考を㘫える ート࣭論文作成࣏ࣞ

法 第 3 ∧࠘᠕⩏ሿ大学出∧㸬
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 ࡵࡌࡣ.�

 高等学ᰯでのᢸ当授業の中で、Ἀ⦖の作家、目取┿ಇ

の作ရをᢅってきた。そこで本論ではᩍᐊ（3 ᖺ生）と

いう場でἈ⦖の文学を読むことについて考ᐹしたい。 

 目取┿ಇࠕỈࠖ（注 1）はࠕ第 2� 回ᕞⱁ⾡⚍文学㈹ࠖ

をཷ㈹し、ࠗ 文Ꮵ⏺ 1࠘��� ᖺ 4 ᭶ྕに掲載され、第 11� 回

のࠕⰰᕝ㈹ࠖ（注2）をཷけた。 

Ỉࠖは、ど点人≀ᚨ正のྑ足の変␗について語らࠕ

れた作ရである。ࠕභ᭶の半ば、✵ᱵ㞵のᬬい日ᕪしを避

けて、ᗙᩜの簡᫆࣋ッドでᐷをしている時 足ྑࠕࠖ、

に⇕っࡱさをぬえて目がぬ まࠖすと、ࠕ⭸からୗが⭣より

ኴくᑍ⬗に⭾れてい たࠖ。ࠕパチーンというᑠẼ味よい㡢

が㡪くと同時に、⭾らんだ足のぶ指のඛがᑠさく◚れて、

ໃいよくỈがᄇき出した 。ࠖそのるỈをἈ⦖ᡓで≛≅に

なったර㝲がኪ毎に㣧みにやって᮶る。ࠕ一人ṧらず深い

യを㈇っていて、❧っているのがやっとというようなつ

らそうな様Ꮚや、ていࡡいに㢌をୗげてᾘえて行くጼを

見ているうちに、ᚨ正はယれみさえぬえるようになࠖる

中、人であった▼ᕊを見つける。ᡓ時ୗの⥭㏕した≧

ἣの中、同㒓のࢶࢭからΏされた▼ᕊのỈをᚨ正は㣧

みᖸしてしまった。ᡓ後の༑వᖺを、ᚨ正がそのࠕ記

᠈ࠖといかにྥき合い生きてきたのかを問うことが本作

のㄢ題となるだろう。 

本作を読むことの目的のࡦとつは、ᡓதを題ᮦにしな

がらⓏ場人≀の⫼ᬒに注目して㆟論できると考えられる

からである。文学作ရのⓏ場人≀とྥき合うことで者

の内ዟの㊧に触れられる。ඛに言えば、ᩍᐊではⓏ場

人≀ᚨ正のࠕ記᠈ࠖについて㆟論、考ᐹが重ࡡられ、ᡓ

தから生きṧった人間の表ᒙ的明るさと内ዟのᤊえがた

い苦③のடにᛮいをよせることができた。本作を読む

ことは、Ἀ⦖のከ様な文とともに、Ἀ⦖ᡓを通して生

きṧった者のᢪえるࠕ記᠈ࠖとⓎ㟢、それをめࡄる生者

の᠖ᝎに触れる機会となるだろう。ࠕ読む 行ࠖⅭを通して、

テクストにྥき合いながらከ様な㆟論をᒎ㛤できるのが

 。Ỉࠖの㨩ຊであるࠕ

さて、ࠕỈࠖのᩍᮦについてはᖾ⏣国ᗈ（注 3）がす

でにヨみており、授業の導ධと実際の現場のᛂをࠕṚ

者の㜌㸭生者の㜌 ࠒỈ̿ࠑࠕࠖ、 ̿いのちのỈ とࠖいうテ

ー࣐に分け報告している。ᖾ⏣はࠕỈࠖについて、ࠕ第

一に、Ἀ⦖ᡓをᥥきながらもࠕᡓதの記൨ࠖにとどまら

ず、むしろ人間の㨦のḟ元でのᬑ㐢的問題が提起されて

おり、㙾のᑕのように一人の⏨の内面から㏫にἈ⦖ᡓ

が↷ᑕされ ↷第二に、複数のど点から人≀の内面がࠕࠖ、

らし出されそれらが┦に⤡み合いながらᒎ㛤しており、

読み手の中にⴱ⸨を起こさせ᪤Ꮡの౯್観やコード解㔘

による理解をᦂさぶる可能性を持ってࠖおり、ࠕ第୕に、

ウチナンチューの作者によるἈ⦖をめࡄる情ໃの今日的

ㄢ題にᑐする問題意㆑が᰿ᗏにある とࠖ述べている。ࠕᡓ

後༑వᖺࠖの経過をࡩまえ、ࠕࠕᡓத体験を語り⥅ࠖࡄ

ことの重要性 にࠖᛂすることがᖾ⏣の目的でもあった。

ᩍᐊにおいてᑠ説をࠕ読むࠖ中で、ࡦとつの指標とさ

れるのがࠕ第୕項ࠖ論であった。ᒣ中正ᶞはࠕ第୕項ࠖ

論に㛵して以ୗのように述べる（注4）。 

つまり⚾たちࠑ主体ࠒがᤊえていると考えていたࠑᐈ

体ࠒは、じつはࠑᐈ体ࠒの実ീ（ࠑᐈ体そのものࠒ）

とは␗なるものである。それはࠑᐈ体そのものࠒが

⚾たちࠑ主体ࠒの内㒊に結んでいるࠑᐈ体（そのも

の）のᙳࠒなのである。このように、ୡ⏺をࠑ主体ࠒ

とࠑᐈ体ࠒの二項でᤊえるのではなく、ࠑ主体ࠒとࠑᐈ

体（そのもの）のᙳࠒとࠑᐈ体そのものࠒの୕項で

ᤊえる。それが第୕項論である。 

またこの理論において重どされているのは一回性の現

㇟としてのࠕ㑏元不可能な複数性 でࠖあり、ࠕ了解不能の

者ࠖである。⏣中実は以ୗのように論じている（注5）。 

わたしは自分のᤊえるᑐ㇟をࠑわたしのなかの者ࠒ、

その外㒊を了解不能のࠓ者ࠔとんできた。ᤊえ

られるのは了解不能のࠓ者ࠔをまえにした時の、

その手前、ࠑわたしのなかの者ࠒでしかなく、これ

をᑐ㇟してᤊえようとしているのである。 

記᠈ࠖは、ỈといࠕỈࠖにおけるᚨ正がᢪえたࠕ

う了解不能の␗の源Ἠであり、ᡓ後の長い時間を生き

た人≀の㛤くことができなかった≀語であった。その⭾

大な時間と、ᮍⓎの言葉にྥき合うことがࠕỈࠖのᩍ

ᮦのヨみのࡦとつであった。 

 授業ではಶࠎ人の読後の感想と࣓ࣔ書きをもとに数名

のࢢループを作り、テクストとྥき合うことを㍈に、ㄢ

者のࠕ記᠈ࠖとྥき合う場

㸫目取┿ಇࠕỈࠖを高ᰯのᩍᐊで読む㸫

ᰗ ㈗ኈ 

<A1A, TaNashi 
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題となる㆟論を見つけていった。各ࢢループで練り上げ

た意見や感想をⓎ表し、その場でさらなる意見や問の

換を行っていった。以ୗ、ࢢループごとのⓎ表とಶࠎ

人の感想をみてみたい。 

 ࠺きྜྥ࠸Ỉࠖࠕ.�

ᖾ⏣の報告にあるࠕᡓதのᝒさをいいたかったのだ

ろう とࠖいう画一的な感想が、本授業でもከくみられた。

それはࠕᡓதは行なうべきではない （ࠖA࣭6（注 ᡓதࠕ、（（�

はたくさんのᝒと苦しみを生み出す （ࠖ+ ᡓதをࠕ、（0࣭

行わなかった日本のᡓ後は≉筆すべき （ࠖ( 0࣭）だという

ものだ。ᩍ᮲的に、内容を問うことなく繰り返される言

葉には意味が見出せない。にみられたࠕ᠇法は見┤す

べき （ࠖ0࣭ <）という意見と、ࠕᡓதは行なうべきでないࠖ

の間をᇙめるための具体的なイ࣓ージはᢤけ落ちている。

ᝒや苦しみがいかなるかたちで、作ရの読み手である

生ᚐに฿᮶するかは、テクストのいかなる言葉に❧ちṆ

まるかによるのである。ここでは୕点に問題を限定して

報告していく。 

 ᡓதࠖࠕ �.�

テクストにはࠕᚨ正のྑ足が✺然⭾れ出したのは、භ

᭶の半ばࠖとある。ᗈᓥと長ᓮの原⇿ᢞୗ、終ᡓの日を

知る生ᚐもἈ⦖ᡓが終結したබ的な日ࠕභ᭶二୕日ࠖ

には知㆑が及ばなかった。あるࢢループが問を持ちㄪ

べたように、∵ᓥ㌷ྖ௧ᐁがᦶ文ோにある㌷ྖ௧ቸで自

害をした日がභ᭶二୕日であった（注 �）。Ἀ⦖ᡓが終結に

ྥかいながら、ఫẸをᕳきこんだከ大な≛≅に┤面して

いることがඵ⌜ある中の୕つのࢢループによりⓎ表され

た。ࠑここ࣭中心ࠒというᅛ定的な概念では理解できない

Ꮡᅾがあることに目をྥける記述としてࠕභ᭶半ばࠖは

機能している。 

Ἀ⦖ᡓについてのᥥに注目しながら、ᚨ正がᢪえた

᠈記ࠕ にࠖついて意見がわされた。ࠕᮧから二人だけ㤳

㔛の師⠊学ᰯに進み、㕲⾑ⓚ㝲員として行ືを共にし

た▼ᕊが、ูれた時のままのጼで❧っていたࠖという箇

所に注目し、師⠊学ᰯに進学したᚨ正が、ᮧ落における

リートであること、それなのにᡓ後にỴして㇏かな生࢚

άができなかったことの同情が挙げられた。 

 Ỉࠖࠕ �.�

ᚨ正の足からὶれるỈについて意見が出された。 

ᚨ正はἈ⦖ᡓのࠕ記᠈ をࠖ語れない。ኪ、現われるࠕර

㝲㐩ࠖについてテクストではࠕとっくにẼ࡙いていなが

ら認めまいとしてきたことが、はっきりとした形を取っ

て意㆑に上ってくる。㸭ර㝲たちは、あのኪ、ቸにṧさ

れた者㐩だったࠖと記される。その中で人の▼ᕊに出

会う。ᚨ正が▼ᕊとの間にᢪえたࠕ記᠈ࠖとは何か。 

あࡩれたỈが㢏をఏわるのを目にした▐間、ᚨ正は

ᡃ៏できなくなって、Ỉ⟄にཱྀをつけ、むさࡰるよ

うにỈを㣧んだ。ᜥをついた時、Ỉ⟄は✵になって

いた。Ỉの⢏Ꮚが࢞ラスの⢊ᮎのように③みをえ

ながら全身にᗈがっていく。ᚨ正はࡊࡦまずいて、

ᶓたわる▼ᕊのጼを═めた。㜌とἾỈがࡺっくりと

ᾐ㏱し、もう起こすこともできないほど重くなった

ように見える。ቸの中のኌが聞こえなくなっていた。

✵のỈ⟄を⭜のあたりに⨨いた（40 頁）。 

 テクストに記されたࠕỈ はࠖ、࢞ࠕラスの⢊ᮎのように

③みをえ るࠖものであった。ࠕᡓத中に、௰間からዣっ

たỈで生きࡠいたᚨ正が、Ỉのᧁをཷけた （ࠖK࣭A）、

Ỉはᚨ正の⨥ᝏ感に通じているとᛮったࠕ （ࠖA 6࣭）とい

う意見があり、またỈの持つ二つのイ࣓ージについて指

したものもあった。ᚨ正のᚑᘵΎ⿱はࠕỈࠖがもた

らす生的側面に╔目し、⎼ワめにしてᮧ人に高್で

る。ᚨ正の足からるࠕỈࠖはẟ生えやⱝさをもたらす

ものでもある（注8）。 

 Ỉはᗃ㟋を⒵すᙺと同時に、生きている人間にຠ

果をもたらしている。だが、ᗃ㟋が⒵されたとき、

人ࠎのຠ果がきれてしまい、Ύ⿱が࣎コ࣎コにさ

れるのが面ⓑい。（<࣭(）

 Ỉはを㇟ᚩしているとᛮう。Ṛ者のῬきをうるお

すことでᚨ正がᩆわれている。（5࣭K）

Ỉࠖが単なる⒵しとして機能しているわけでないことࠕ

を解㔘し、ࠕỈ がࠖ何に起因してるようになったのかを

考えることが重要であることは言うまでもない。ࠕᚨ正の

␗変は何が原因か分からなかった。だが、その␗変がᗃ

㟋や▼ᕊをびこんだことは分かった。⚾たちはᗃ㟋は

いないと考えた。だからᗃ㟋はᚨ正が生み出したものだ

とᛮう。でも、それを生み出したỈはどこから᮶たのか

分からなかった ループࢢࠖ） &）という意見にᑐして、ࠕỈ

は࢞ラスの⢊ᮎのような③みを、ずっとᚨ正にえ⥆け

ていたのではないか。その③みがᚨ正のなかで◚して

しまった。Ỉのὶれだす原因は、ᡓத中に▼ᕊからうば

ったところにあると考えた ループࢢࠖ） (）という意見が

換された。また、ࠕỈ にࠖついて考えることでஸ㟋のᏑ

ᅾがᾋ上してきた。 

 ၥ㢟࠺࠸ࠖ᠈グࠕර㝲㐩ࠖ̿̿ࠕ 3.�

ḟに୕点目、ࠕර㝲㐩 にࠖついてみていく。ᚨ正のỈ

を㣧みに᮶る者たちは何者なのだろうか。大きな問で

あり、意見が換されたのはこの点であった。ࠕᡓதで見

ẅしにしてしまった௰間たちを、༑ᖺの時間を経て⒵

すことができた （ࠖ0 A࣭）、ࠕஸ㟋はᚨ正の⨥ᝏ感が生み出

したものなのではないか （ࠖA࣭ Ꮚ౪たちに語るᚨ正ࠕ、（+

のᡓதのヰにはჴがあって、そのことがஸ㟋をよびよせ

たのではないか （ࠖT࣭,）という意見がわされた。 
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このࠕර㝲㐩࣭ࠖ ஸ㟋は、ᚨ正において自ら体験したᡓ

தにྥき合わせるᏑᅾとなる。身体に重യを㈇い、Ḟᦆ

の⃭しいࠕර㝲㐩ࠖはṚ者でありながら、ື的な生の場

にྊႏされる。だがその生の場は、ඛのࠕỈ とࠖは違い、

ᚨ正にしか感知されない場である。 

 ᚨ正はᡓத中に、ࢶࢭからΏされたỈを㣧んでしま

った。▼ᕊΏしてほしかったというࢶࢭのᛮいを

踏みにじってしまったことが⨥ᝏ感としてṧって

いて、それがᗃ㟋をよびよせたとᛮった。（A࣭K） 

 ᚨ正はᡓதの体験をᏊ౪たちにヰす機会をもって

いるが、そこでは大⿃⿸にㄪᏊにったヰとして語

っている。ጔのウシがࠕᡓ場のယれでඈけ事しよる

と罰⿕るよ とࠖ言っていたことが、ᚨ正の␗変とし

てあらわれたのだ。（+࣭0） 

 自分が体験したことを正┤にヰすことはとても困

難なことだ。ᛮい出しながら語ることで、᫇の出᮶

事が生ࠎしくフラッシュバックされるからだ。だか

らᚨ正はありのままをヰすことができなかったの

ではないか。そして、ヰせない理由には㐩を見ᤞ

ててしまったという苦しいᛮいがあるとᛮう。見ᤞ

ててしまった▼ᕊがあらわれてỈを㣧むことで、チ

してもらえたのだとᛮった。（ࢢループ '） 

 ᚨ正じいさんがヰしたことは、聞く人たちがồめて

いた内容と一⮴していたのではないか。だからおヰ

は人Ẽがあり、お♩のお㔠までもらえた。だけどウ

をヰしている⨥ᝏ感があり、ᗃ㟋による罰をうけࢯ

たのだと考えた。（ࢢループ (） 

ᩍᐊでは࠙ᚨ正がᡓத体験についてヰすࠚЍ࠙内容に

は⬮Ⰽされた㒊分がある Ѝࠚ࠙ ⨥ᝏ感として✚されるࠚ

Ѝ࠙ᗃ㟋（ර㝲㐩）の罰をཷけるࠚというやや単⣧さ

れたᵓ㐀（読み）が提示された。一方、ᚨ正がᢪえたࠕ記

᠈ࠖを重どするಶ人、ࢢループもある。 

 ▼ᕊやࢶࢭを切ったᛮい出は語られなかった。ᡓ

தが終わってからずっと内⥴にしていたᛮい出が

あࡩれだしたのだとᛮった。（5࣭6） 

 ⚾たちはࠕなࡐ自分がこんな目に合わなければなら

ないのか。ᚨ正は日に何༑回もそうჃいたが、理由

を考えようとはしなかった。いったん考えጞめれば、

この༑ᖺవの間に⬚のዟに⁀まったものが、とめ

どもなく⁄れ出すようなẼがしてᜍろしかった とࠖ

いうところに注目しました。本当は理由は分かって

いるから、考えないようにしたのだとᛮいます。௰

間を切ったというᚨ正の記᠈こそがこの≀語の

ループࢢ）。になっていると考えましたࢠ࢝ A） 

 本当のことは語ることができない。ᚨ正はウࢯを言

うのではなく本当のことを㞃していることで苦し

いᛮいをしていたとᛮう。それは生きていくうえで

仕方がないことだ。だけど、ᚨ正はその苦しみにᢲ

しつぶされてしまった。それがᗃ㟋がỈを㣧みに᮶

たということだとᛮった。ᚨ正だけが持っている記

᠈はのⓏ場人≀にはఏわらず、ᚨ正だけがᗃ㟋を

とおして、記᠈とྥき合った≀語なのだと考えた。

ループࢢ） )）

 ᚨ正のࠕ記᠈ࠖがテクストに語られる。読み手はそれ

を≀語として知ることができた。ࠕこの༑ᖺవの間に⬚

のዟに⁀まったもの がࠖᄇ出することを回避するために、

ᚨ正はࠕ記᠈ࠖから目を㐓らしてきた。そのࠕ記᠈ࠖを

㇟ᚩするᏑᅾの▼ᕊがỈを㣧みに᮶ることで、ᚨ正は

記᠈ࠖとᑐᓖすることになる。そのᑐᓖとはᚨ正だけࠕ

の内的で、ウシやΎ⿱には不可どなものであり、そのᑠ

さなடはᡓதというಶ人にとって不可避な事㇟から生

成された。 

 新ᇛ㑳ኵはᚨ正がࠕර㝲㐩ࠖとྥき合う場面について

Ṛ者とのὶと言えばいかにもክ≀語のようだが、ᚨࠕ

正はᖖに㗦くぬめた意㆑の中で事の᥎⛣を見つめている。

╀りからぬめるという行Ⅽのを通じて、ᗃ㨣たちと

┤᥋触れ合うのであって、ᐁ能的ですらある⓶感ぬが、

非現実的なストーリーのᒎ㛤にࠑいま࣭ここࠒという現

場性をえているࠖと指する（注 �）。ᚨ正がᢪえたࠕ記

᠈ࠖはᙼのఫむ共同体やጔのウシとも共᭷されるもので

はない。ᚨ正は㔠ᇛというⱝいᩍ師の要ㄳにᚑい、聞き

手にᛂするかたちのヰᆺを身につけることになる。語

りᚓない、語ることがᚷ避されたࠕ記᠈ࠖはᢸಖされた

まま、ᚨ正は語りの場に㐃れ出され、語りᚓる体験を⬮

Ⰽしながら語るのである。▼ᕊのࠕ記᠈ࠖは触れえない

ものであるが、そのࠕ記᠈ とࠖの㊥離はᚨ正の内㒊で様ࠎ

に変しただろう。それがᚨ正のᡓ後の言葉にしえない

༑ᖺవという⭾大な時間であった。 

3.ゎ⬟の⪅ฟ࠺ 

しࡰ⁛⨥今度はර㝲㐩のῬきをいやすことが၏一のࠕ

のようなẼがして、ぶ指を྾われることに႐びさえぬえ

た。しかし、今はましくてならなかった （ࠖ28 頁）。こ

の点に注目し、日ᖖ性に㑏元される③みについて指し

たࢢループがあった。ᙼらはᡓ後にᚨ正が生きた時間が、

記᠈ࠖに起因した③みをかかえることと同時に、それࠕ

をᣑᩓし↓しなければ生きること自体が困難だったと

指した。ࠕᚨ正がᛀれようとするとᛮい出され、それで

も毎日を生きる中でᛀれているような記᠈が、ࠕ༑ᖺの

ယれ だࠖと考えた ループࢢࠖ） %）という意見は、ࠕᩍᐊࠖ

でも共感された。 

Ỉ⟄とパンをΏし、自分の⫪に手を⨨いたࢶࢭの

㢦がᾋかんだ。ᝒしみとそれ以上のᛣりがいてき

て、ࢶࢭをṚに㏣いやった㐃中をᡴちẅしたかった。

同時に、自分の中に、これで▼ᕊのことを知る者は

いない、というᏳሚのẼ持ちがあるのを認めずには
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おれなかった。（43 頁） 

ッドにᐷたまま、༑ᖺవごまかしてきた記᠈と࣋

Ṛࡠまでྥかい合い⥆けࡡばならないことがᜍかっ

た。㸭ࠕイシミネよ、㉧してとらせ……  ࠖ（43 頁） 

၁が離れた。人ᕪし指で㍍くཱྀをᣔい、❧ち上がっ

た▼ᕊは、༑ṓのままだった。正面から見つめる

╰の長い目にも、⫗のⷧい㢏にも、ᮒⰍの၁にもᚤ

➗みがᾋかんでいる。ࡩいにᛣりがいた。㸭ࠕこ

の༑ᖺのယれ、お前が分かるか （ࠖ44 頁） 

 この点はከくのࢢループが╔目した箇所であった。ᚨ

正のẼ持ちの変は、࠙記᠈をごまかして語ることの⨥

ᝏ感 Ѝࠚ࠙ ▼ᕊのㅰ⨥ Ѝࠚ࠙ ▼ᕊのⱝさのᛣり㸭ࠕ

༑ᖺのယれࠖࠚ と理解されたが、自らの⪁いにᢠできな

いᚨ正と、ⱝさをಖったまま目の前に現われたṚ者の▼

ᕊとの間の᩿⤯を読むことは重要であった。 

テクストでは会ヰ文が、ࠕええ、おじい、時間ど。起
う
き

みೃれ
そーり

࿈Ẽࠕࠖ
あつき

さみよう㸟 Ṉ
く
の足

ひさ
や何

ぬー
やが なࠖどと表記

されている。一方で、▼ᕊがⓎした言葉はࠕありがとう。

やっとῬきがとれたよࠖというࠕきれいな標‽語ࠖだっ

た。Ἀ⦖における標‽語の問題は、所ㅝ⌰⌫ฎ分後のἈ

⦖学ົㄢ⦅⧩ࠗ Ἀ⦖ᑐヰ な࠘どの標‽語ᩍ本を用いたࠕᩍ

⫱ࠖの問題と㛵わる。㌷㝲での標‽語をヰすṚ者の▼ᕊ

は、時間の経過がዣされたᏑᅾである。その▼ᕊを

びᐤせたのはならないᚨ正のࠕ記᠈ࠖに㛵㐃した複ᒙ

的な感情だったはずだ。ᚨ正のࠕ記᠈ࠖやᡓ後の時間を

ᫎしたᗄᒙものᛮいが、ࠕර㝲㐩 、ࠖとりわけ▼ᕊに

ᫎされているだろう。だとしたら▼ᕊがᏑᅾすることを

るすのも、またᾘしཤるのもᚨ正の内的な問題なのかࡺ

もしれない。ࠕ༑ᖺのယれ にࠖ㇟ᚩされるᚨ正のᛮいは

簡単に了解できるものではなく、そのྥこう側にはᗈ大

な時間がある。ࠕỈ はࠖ語ることが困難な出᮶事をᢅう

現ᅾ形の≀語なのである。そして了解不能の者と出会

い、考える場としてࠕỈࠖテクストは読まれた。 

ᩍᐊでࠕỈࠖを読むことは、一定の解㔘を共᭷する

ことではなく、例えばᚨ正に見られるடや複ᒙ的な感

情のࡦだにࡩれることであり、またᡓத（Ἀ⦖ᡓ）を語

るᑠ説テクストにྥき合いながら、読み手の画一され

がちな言葉に具体性をえる機会であった。 

 ࡾࢃ࠾.4

ᒸ┿理はᫎ画ࠗ プライ࣋ート࣭ライアン （࠘スティーࣦ

ン࣭スピルバー1、╩┘ࢢ��8 ᖺ）のෑ㢌のᡓ㜚場面をᢈ

ุ的にとらえている（注10）。ࣀル࣐ンࢹィー上㝣のᡓ㜚場

面がࠕリアルࠖにᥥされたシーンは確かに見ごたえが

ある。だがそれは▐間的な③みを観る側にえるだけで、

一✀のアトラクションとしてὶ通しているようにᛮえる。

実際ᩍᐊで観㈹した際には、ᫎ画的なᥥࡺえに、ㄡの

ど点からこの場面に㐼㐝しているのかが不明░であるこ

とを࣏イントとして挙げる生ᚐもいた。ㄡにとってのࠕリ

アルࠖか分からない、ࠕ見たことがありそうなࠖᫎീを、

自らの体験として⨨࡙けてしまうことで理解したẼに

なってしまう。アトラクションとしてᾘ㈝されるのでは

なく、㊧としてṧᏑするテクストに出会うこと。ࠕỈࠖ

を読むヨみは、Ⓩ場人≀を⚾と者の間に様式的に了解

することを目的とするものではなかった。 

あるいはṚ者のୡ⏺をࠕある㸭ないࠖという二分法で

᩿することはᑠ説テクストをࠕ読むࠖ際に重要ではな

い。ᛮいもよらない出᮶事とのᑐ面による読み手の

㊧をⓎ見していくことこそがᩍᐊでࠕỈࠖを読むこと

であった。それは✵Ὕしたࠕᡓதᑐ やࠖࠕୡ⏺平ࠖ

という言葉に内実をえる機会となるかもしれない。 

本授業ではࠕ記᠈ࠖの問題に↔点を⨨き指してきた

が、ウシやΎ⿱、ᮧ落共同体のにࡂやかさなどに注目し

Ⓨ表したಶ人、ࢢループもあった。自らの❧つࠑここ࣭

中心ࠒという≉ᶒ性にẼがつくこと、者が自らのᯟ内

で了解しᚓないᏑᅾであること、ከくのẼきをえる

テクストとしてࠕỈࠖは読まれた。 

ὀ 

1 授業では単行本ࠗ Ỉ（࠘文⸤⛅、1���.�）所のࠕỈ

ࠖを用いた。本論での頁数はこれによる。 

2 ࠗ文⸤⛅ （࠘1���.� ≉ูྕ） 

3 ᖾ⏣国ᗈࠕࠕ༑ᖺのယれ とࠖྥき合う̿̿ࠗ Ỉ （࠘目

取┿ಇ）ᩍᮦのヨみ （ࠖࠗ 日本文学࠘1���.2） 

4 ᒣ中正ᶞࠕ㏆௦日本文学◊✲上のㄢ題と第୕項論の意

⩏に㛵する⚾論̿̿その序説 （ࠖࠗ 日本語日本文学࠘

2015.3） 

5 ⏣中実ࠕ読むことのࣔラリティ （ࠖࠗ ⚄ዉᕝ大学ホ論࠘

200�.11） 

� アルフ࣋ット表記は生ᚐのイࢽシャルを示す。 

� ᔱὠᚿはࠕභ࣭二୕㸻ᑗ㌷自害㸻Ἀ⦖ᡓのᝒとい

う定式によって、さまࡊまなἈ⦖ᡓの実┦がかきᾘ

されてしまうこと ࠗ）の༴を指するࠖ Ἀ⦖ᡓを考

える࠘ࡦる1、♫ࡂ�83.5）。 

8 授業ではᮧ上㝧Ꮚ（ࠕᚠ⎔するỈ̿̿目取┿ಇࠕỈࠖ

論ࠖࠗ 日本㏆௦文学࠘200�.5）の指を参考にした。 

� 新ᇛ㑳ኵࠕࠕỈ 論ࠖ （ࠖࠗ Ἀ⦖文学というて̿̿ⴱ⸨

する言語࣭身体࣭記᠈࠘インパクト出∧会、2003.10）

10 ᒸ┿理ࠗ記᠈㸭≀語 （࠘ᒾἼ書ᗑ、2000.2） 
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 ࡵࡌࡣ.�

 本学ᩍ⫱学⛉の 1 ᖺ生が㸪理⛉ᩍ⫱に㛵する内容には

じめてࡩれるのは後期のࠕ初等理⛉ࠖである。ヲ⣽は後

述するが㸪2022 ᖺ度ᩍ⫱学⛉ධ学生の �2㸣は文⣔出身

であり㸪ከくの学生が高ᰯの理⛉基♏⛉目を 3 ⛉目前後

ᒚ修し㸪それ以㝆の理⛉専門⛉目はᒚ修していない。ᑗ

᮶㸪ᑠ学ᰯᩍ員となるための知㆑࣭ᢏ能等はそれでも༑

分なのかも知れないが㸪それは㸪それまでの学習内容が

必要な観ᐹ࣭実験ࠖをྵみ確実に実され㸪定╔してࠕ

いる場合である。 

 著者は本学に 2022 ᖺ度に╔任したが㸪ᩍ⫱学⛉生の

高ᰯまでの理⛉⛉目のᒚ修≧ἣ等が不明であったため㸪

初ᖺ度の講ᗙは著者のこれまでの◊✲成果や実ົ経験等

から授業内容をᵓ⠏し㸪シラバスを作成した。その際㸪

本学の初ᖺḟᩍ⫱に㛵する㛤タ⛉目等も⇍知しておらず㸪

高ᰯまでにᒚ修しておくべき理⛉⛉目について㸪リ࣓ࢹ

ィアルᩍ⫱（補習授業）等の講ᗙはないものとして作業

を進めた。 

 初ᖺḟᩍ⫱の重要性についてはいくつかの◊✲や実践

例が見られるが 1),2)㸪本学の理⛉ᩍ⫱について見過ごせ

ない㒊分がある。それは㸪ᩍ⫱学⛉生のこれまでの理⛉

観ᐹ࣭実験経験である。観ᐹ࣭実験経験については過ཤ

に㢮ఝのㄪᰝ報告等が見られたが㸪著者はそれらの報文

は本学の 2022 ᖺ度ᩍ⫱学⛉ධ学生の実ែを表していな

い可能性があることを指した 3)。≉にᩍ員の長時間労

ാ問題が㢧著になった㏆ᖺにおいては㸪理⛉観ᐹ࣭実験

の‽ഛの時間が取れなくなったり㸪◊修会などで理⛉観

ᐹ࣭実験の知㆑やᢏ能をྥ上させる機会がῶったりする

ことなどで㸪本᮶㸪実すべき内容が間引かれているこ

とも༑分ண想されることを指した 4)。 

1 ᖺ生必修⛉目の初等理⛉においては㸪それらのこと

を考៖した授業内容のᵓ⠏が必要であると考えた。 

�.���� ᖺᗘのึ➼⌮⛉ 

�.� ���� ᖺᗘึࠕ➼⌮⛉ࠖᵓ⠏ࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡅྥ

本学のシラバスは㸪前ᖺ度の 12 ᭶㡭に作成する必要

があり㸪ᩍ⫱学⛉生に最㐺な内容をᒎ㛤するためのࢹー

タを持ち合わせなかったため㸪これまでの経験等をもと

にシラバスをᵓ成し㸪前期のࠕ理⛉ᩍ⫱法Ϩࠖで 1 学ᖺ

上のᩍ⫱学⛉生のᒚ修経験等のࢹータを᥇取し㸪後期の

初等理⛉ࠖにその結果の一㒊をᫎさせるという手法ࠕ

をとった。以ୗにその時⣔ิを記す。 

ձ2021 ᖺ 12 ᭶ 2022 ᖺ度のシラバス作成 

ղ2022 ᖺ 4 ᭶ ࠕ理⛉ᩍ⫱法Ϩ（2 ᖺ生）ࠖ 㛤ጞ 

理⛉⛉目ᒚ修≧ἣㄪᰝ（2 ᖺ生） 

ճ2022 ᖺ � ᭶ 理⛉観ᐹ࣭実験経験ㄪᰝ（2 ᖺ生） 

մ後期ࠕ初等理⛉ࠖの内容等の⣽㒊をᵓ成 

յ2022 ᖺ � ᭶ ࠕ初等理⛉（1 ᖺ生）ࠖ 㛤ጞ 

�.� ���3 ᖺᗘึࠕ➼⌮⛉ࠖᵓ⠏ࡳ⤌ࡾྲྀࡓࡅྥ

 ᮶ᖺ度のシラバス作成および授業内容ᵓ⠏にྥけて㸪

さらにࢹータ᥇取および分ᯒを行った。以ୗにその時⣔

ิを記すが㸪ㄪᰝ結果から一㒊の観ᐹ࣭実験の内容につ

いて㸪2022 ᖺ度のものからᕪし᭰えるண定である。 

ձ2022 ᖺ � ᭶ 理⛉⛉目ᒚ修≧ἣㄪᰝ（1 ᖺ生） 

ղ2022 ᖺ 12 ᭶ 2023 ᖺ度のシラバス作成 

ճ2023 ᖺ 1 ᭶ 理⛉観ᐹ࣭実験経験ㄪᰝ（1 ᖺ生） 

մ᮶ᖺ度の授業内容の⣽㒊をᵓ成 

3.⌮⛉⛉┠のᒚಟㄪᰝࡽ 

3.� ���� ᖺᗘ � ᖺ⏕のㄪᰝ㸦4 ᭶ᐇ㸧

 理⛉ᩍ⫱法Ϩ（2 ᖺ生）の講ᗙ中に㸪各自がこれまで

ᒚ修してきた理⛉⛉目についてり返りを行った。 

 これらのㄪᰝは㸪学習⣔⤫ᅗ（ᑠ学ᰯ 3 ᖺから高ᰯま

での理⛉の全⛉目の内容等が⣔⤫ูに記載されている）

を用い㸪これまでのᒚ修⛉目や学習内容等のり返りも

目的として㸪2 ᖺ生 104 人をᑐ㇟に行った（表 1㹼3）。こ

のㄪᰝ人数は表 �（Ḟᖍのため 103 人）以外のすべての

2 ᖺ生のㄪᰝについて同じであり㸪3 ᖺ生以上のᒚ修者

を削㝖した数್である。ཷ験用⋡は大学ධ学共通テス

トなど㸪すべての大学ධヨにおいてཷ験⛉目として用

したものの合である。 

表 1 からᆅ学基♏を㝖く基♏⛉目はᒚ修⋡こそ高いが㸪

ཷ験用⋡は大きくపୗすることがわかる。理⛉基♏⛉

目は高ᰯ 1 ᖺḟのᒚ修であることがከいが㸪大学ཷ験で

用した⛉目は㸪その全⠊ᅖを習し㸪内容を理解して

理⛉⛉目ᒚ修ㄪᰝと理⛉観ᐹ࣭実験経験ㄪᰝの結果を

踏まえたឡ知ῄᚨ大学ᩍ⫱学⛉の初ᖺḟ理⛉ᩍ⫱

ᾏ⪁ᓮ ຌ 

(%,6AK, ,sao 
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いる可能性がある。これらについてはリ࣓ࢹィアルᩍ⫱

は不要であろうが㸪ᆅ学基♏はもちろん≀理基♏の内容

についてはྫྷ味する必要がある。 

表 2 の理⛉専門⛉目は理⣔に限らず文⣔生ᚐでもᒚ修

する可能性があるが㸪ᒚ修⋡࣭ཷ験用⋡ともにపい。 

表 3 のᒚ修⛉目数からはከくの学生が基♏⛉目を 3 ⛉

目程度ᒚ修しているが㸪専門⛉目は �4 人が 1 つもᒚ修

していないことがわかる。本学ᩍ⫱学⛉生のከくは文⣔

出身ということがけられる㈨ᩱの一つである。 

⾲ � ᒚಟ≧ἣ㸦� ᖺ⏕࣭⌮⛉ᇶ♏⛉┠➼㸪༢㸸�㸧 

  ≀理基♏ 学基♏ 生≀基♏ ᆅ学基♏ 
⛉学と 

人間生ά 

ᒚ修⋡ 82.� ��.2 �8.1 1�.2 �.� 

ཷ験 

用⋡ 
2.� 34.� 45.2 �.�  

⾲ � ᒚಟ≧ἣ㸦� ᖺ⏕࣭⌮⛉ᑓ㛛⛉┠㸪༢㸸�㸧 

  ≀理 学 生≀ ᆅ学

ᒚ修⋡ �.� 1�.3 20.2 0.0 

ཷ験 
用⋡ 

4.8 �.� 2.� 0.0 

⾲ 3 ⌮⛉ᒚಟ⛉┠ᩘ㸦� ᖺ⏕㸧 

  基♏⛉目等 専門⛉目 合計 

平ᆒ⛉目数 3.04  0.4�  3.50  

1 ⛉目  14 人  

2 ⛉目 5 人 14 人 3 人 

3 ⛉目 �1 人 2 人 �5 人 

4 ⛉目 � 人 0 人 21 人 

5 ⛉目 1 人  12 人 

� ⛉目以上   3 人 

3.� ���� ᖺᗘ � ᖺ⏕のㄪᰝ㸦� ᭶ᐇ㸧

 初等理⛉（1 ᖺ生）の講ᗙ中に㸪各自がこれまでᒚ修

してきた理⛉⛉目についてり返りを行った。前期のㄪ

ᰝと同様に学習⣔⤫ᅗを用い㸪これまでのᒚ修⛉目や学

習内容等のり返りも目的として㸪1 ᖺ生 114 人をᑐ㇟

に行った。このㄪᰝ人数は表 8（Ḟᖍのため 113 人）以

外のすべての 1 ᖺ生のㄪᰝについて同じであり㸪2 ᖺ生

以上のᒚ修者を削㝖した数್である。 

⾲ 4 ᒚಟ≧ἣ㸦� ᖺ⏕࣭⌮⛉ᇶ♏⛉┠➼㸪༢㸸�㸧 

  ≀理基♏ 学基♏ 生≀基♏ ᆅ学基♏ 
⛉学と 

人間生ά 

ᒚ修⋡ 82.5 ��.1 �8.2 1�.5 �.0 

ཷ験 

用⋡ 
0.� 41.2 48.2 5.3  

⾲ � ᒚಟ≧ἣ㸦� ᖺ⏕࣭⌮⛉ᑓ㛛⛉┠㸪༢㸸�㸧 

  ≀理 学 生≀ ᆅ学

ᒚ修⋡ 10.5 12.3 14.� 0.� 

ཷ験 
用⋡ 

5.3 5.3 0.� 0.0 

⾲ � ⌮⛉ᒚಟ⛉┠ᩘ㸦� ᖺ⏕㸧 

  基♏⛉目等 専門⛉目 合計 

平ᆒ⛉目数 3.04  0.42  3.4�  

1 ⛉目  12 人  

2 ⛉目 4 人 10 人 4 人 

3 ⛉目 101 人 4 人 �� 人 

4 ⛉目 � 人 1 人 1� 人 

5 ⛉目 0 人  11 人 

� ⛉目以上   � 人 

表 1㹼� の 2 ᖺ生と 1 ᖺ生のㄪᰝ結果の全ࢹータにつ

いて㸪) 検定の後㸪等分ᩓを仮定した 2 標本による t 検

定を行ったが㸪すべて n.s.となり᭷意ᕪは見られなかっ

た。この結果から㸪ここ数ᖺおよび今後数ᖺの本学ᩍ⫱

学⛉生の高ᰯでの理⛉⛉目のᒚ修≧ἣは㸪概ࡡ表 1㹼� の

結果に㏆いものであると᥎定してⰋさそうである。 

 なお㸪1 ᖺ生については数学⛉目のᒚ修ㄪᰝも行った

が㸪数学Ϫのᒚ修⋡はわずか 8�ほどであり㸪2022 ᖺ度ᩍ

⫱学⛉ධ学生の �2�は文⣔出身であるといえる。 

4.⌮⛉ほᐹ࣭ᐇ㦂⤒㦂ㄪᰝࡽ 

4.� ⌮⛉ほᐹ࣭ᐇ㦂⤒㦂ㄪᰝ

 2022 ᖺ � ᭶理⛉ᩍ⫱法Ϩ（2 ᖺ生）㸪2023 ᖺ 1 ᭶初等

理⛉（1 ᖺ生）の講ᗙ中に㸪各自が高ᰯまでに経験して

きた理⛉観ᐹ࣭実験についてり返りを行った。理⛉ᩍ

⫱法Ϩでは 2� 項目㸪初等理⛉では 40 項目についてㄪᰝ

したが㸪これらはᑠ学ᰯのᩍ⛉書に掲載されている観ᐹ࣭

実験や⛉学ᕤ作㸪および㸪Ⓨᒎ的な内容として中学ᰯの

内容もྵみ㸪それࡒれの講ᗙの中で実したものの一㒊

である。⣬面の㒔合ですべてを掲載できないので㸪௦表

的ないくつかについて以ୗに記す（表 �㹼8）。 

なお㸪理⛉観ᐹ࣭ 実験経験とはࠕಶู実験ࠖࠕ⌜ู実験ࠖ

₇示実験（ᩍ員による）ࠕ のࠖいずれかであり㸪ᫎീ等を

見ただけのものはྵまない。 

これらからࣚࠕウ⣲ࢹンプンᛂ 中ᛂࠕࠖ %T%ࠕࠖ ᾮ

を使った実験ࠖなど㸪当然実されているとᛮわれるも

のでもわずかだが経験していない学生がいることがわか

る。またჾ具がᏳ౯で一度㉎ධすれば◚ᦆのᜍれも少な

いため㸪ᑠ学ᰯの足⋡が高いとᛮわれるࠕ㔠ᒓの⇕⭾

張の実験ࠖも 3 以上の学生がᮍ経験である。手回しⓎ

㟁機やコンࢹンサーを使った実験は 2011 ᖺ実のᑠ学

ᰯ学習指導要㡿で新たに加わった内容であるが㸪そのた
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めに国は大規ᶍண⟬を配分し㸪全国のᑠ学ᰯにそれらの

実験ჾ具が配ഛされたはずのものである。手回しⓎ㟁機

は中学以㝆でも使用するため経験⋡は高いが㸪ᑠ学ᰯで

のコンࢹンサーと組み合わせた経験⋡は � に␃まる。 

⾲ 7 ⌮⛉ほᐹ࣭ᐇ㦂⤒㦂㸦�ᖺ⏕㸪༢㸸�㸧 

観ᐹ࣭実験の内容 学ᰯ ⛉学㤋等 経験↓し

ࣚウ⣲ࢹンプンᛂ ��.0 2.� 1.0 

%T% ᾮ用実験 �8.1 1.� 1.� 

▼⅊Ỉが &22でⓑ⃮ �8.1 1.� 1.� 

手回しⓎ㟁機（分㔝は限らず） �3.2 10.� 3.� 

㇋㟁⌫をࢯケット↓しで点ⅉ 80.� �.8 15.5 

/(' をᴟ性に注意して点ⅉ ��.� 3.� 1�.5 

᭶の‶ちḞけ実験 �4.8 3.� 22.3 

コンࢹンサーで㇋㟁⌫を点ⅉ �2.8 5.8 25.2 

コンࢹンサーを手回しⓎ㟁機で㟁 �0.� �.8 2�.2 

コンࢹンサーで /(' を点ⅉ �0.� 3.� 28.2 

内ᝨᫍのࣔࢹル実験（㸰つの⌫用） 41.� 4.� 5�.3 

ン⭷の㑅ᢥ㏱過（半㏱⭷）ࣁロࢭ 35.� 1.� �3.1 

バーサルヨ験⣬ࢽࣘ 34.0 2.� �4.1 

プラネタリウム（ᩍᐊ平面ᢞᙳྵむ） 28.2 �1.2 2�.2 

྾Ỉ࣏リ࣐ー �.� �.� 83.5 

ペルチ࢙⣲Ꮚ 2.� 4.� �2.2 

⾲ 8 ⌮⛉ほᐹ࣭ᐇ㦂⤒㦂㸦�ᖺ⏕㸪༢㸸�㸧 

観ᐹ࣭実験の内容 学ᰯ ⛉学㤋等 経験↓し

中ᛂ �8.2  2.�  0.�  

%T% ᾮ用実験 ��.3  3.�  0.�  

ⅆᒣ⅊の観ᐹ 83.�  2.�  15.2  

㟢点測定（㔠ᒓ࢝ップ用） 82.1  4.5  15.2  

㢼ຊⓎ㟁（㢼でⓎ㟁機を回す） �0.5  1�.0  22.3  

㔠ᒓリンࢢと㔠ᒓ⌫（⇕⭾張） ��.1  �.3  30.4  

✵Ẽ◙ 34.8  51.8  31.3  

ⓑ⇕⌫と⺯ග⌫等のⓎ⇕の違い 33.�  4.5  �4.3  

スライム作り 30.4  52.�  34.8  

ᾋỿᏊ 1�.0  1�.1  �1.4  

ルミࣀーバ（ග実験） 15.2  10.�  ��.8  

イクロスケール実験࣐ 12.5  1.8  8�.�  

↻ᖸしの解๗ �.8  0.0  �0.2  

スンプ法（㢮ఝ手法をྵむ） 8.�  1.8  8�.3  

ኤ↝けの実験 5.5  3.�  �0.�  

示 インクを使ったᑐὶ実験 5.4  0.�  �3.8  

◙Ẽ✵ࠕ  面ⓑ実験ࠖにࠕるࡺスライムࠖなどのいわࠕࠖ

ついては学ᰯでの実も見られるが㸪ࠕプラネタリウムࠖ

とあわせ㸪⛉学㤋等のᙺも大きいことがわかる。 

ー࣐リ࣏྾Ỉࠕ ⣲Ꮚ࢙ペルチࠕࠖ ーバࣀルミࠕࠖ  示ࠕࠖ

インク なࠖどのẚ㍑的新しい⣲ᮦの経験⋡はపく㸪また㸪

㏆ᖺの⎔ቃᩍ⫱や 6'*s のᗈがりの中㸪それらに配៖し

た内容である࣐ࠕイクロスケール実験ࠖも学ᰯ現場にᾐ

㏱していないことがわかる。 

4.� ゎ๗ᐇ⩦ㄪᰝ

 解๗実習についてはこれまでࠕ実習ᮦᩱ㈝不足ࠖࠕ‽ഛ࣭

∦けの時間不足 ᩍ員の解๗経験不足ࠕࠖ 㭜等の㇜∵ࠕࠖ

感ᰁ ඣ❺生ᚐやಖㆤ者のᚷ避感ࠕࠖ なࠖどで㸪学ᰯ現場

での実が༴ぶまれてきた内容である。 

初等理⛉で実したࠕ↻ᖸしの解๗ࠖはそれらのᩆୡ

主となりᚓるものであるが㸪その経験⋡も不明であった

ことから実習時間の一㒊を使い㸪これまでの解๗実習の

経験についてり返りを行った（表 �）。 

あわせてࠕこれまでに経験したヨᩱ（複数㑅ᢥ可）と

ᩍ員になってやってみたいヨᩱ（㸯つ㑅ᢥ）（表 10）ࠖ㸪

そのヨᩱを用いた解๗をやってみたいとᛮったかࡐなࠕ

（表 11）ࠖ についてもㄪᰝした。 

⾲ � ゎ๗ᐇ⩦の⤒㦂㸦� ᖺ⏕㸪༢㸸�㸧 

ᑠ学ᰯで経験 �.1  

中学ᰯで経験 38.�  

高ᰯで経験 1�.�  

⛉学㤋等で経験 5.4 

これまで解๗の経験なし 3�.�  

⾲ �� ⤒㦂ࡓࡋヨᩱᑗ᮶࠸ࡓࡾࡸヨᩱ㸦� ᖺ⏕㸧 

これまでに経験 � ᑗ᮶やりたい �

イ࢝ 3�.3  イ28.8 ࢝  

↻ᖸし 5.3  ↻ᖸし 20.�  

目⋢㢮（∵㸪㇜等） 4.4  㨶㢮 18.0  

ル࢚࢝ 4.4  ㈅㢮 �.3  

手⩚ඛ   �.ル 3࢚࢝  1.8

㈅㢮 0.�  手⩚ඛ 2.�  

㭜の㢌 0.�  その 1�.8  

⾲ �㸦⏤⌮ࡓࡗᛮ࠸ࡓࡾࡸ �� ᖺ⏕㸪༢㸸�㸧 

解๗ᫎീを見てできそうだから（イ࢝） 22.5  

初等理⛉でやったから（↻ᖸし） 21.�  

過ཤにやった経験があるから（イ࢝） 10.8  

よく㣗べる࣭身㏆であるから（㨶㢮） 8.1  

➽⫗や⭝の確認ができるから（手⩚ඛ） 2.�  

過ཤのඛ生の解๗ヰが面ⓑかったから 1.8  

その（↻ᖸしの一段上㸪ಶ人的興味等） 33.3  
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 イ࢝については講ᗙの中でࠕはさみだけで解๗でき㸪

簡単だが専門的な内容まで▷時間で探✲できるࠖという

ື画を用いてヲしく解説したこともあり㸪興味とあわせ

実可能という自ಙを持ったようである。 

㨶㢮についてはこれまでの解๗経験は 0�であったが

ᩍ員になってやりたいࠖがࠕ 18.0�とᛴ増している。こ

れは㸪↻ᖸしの解๗経験からࠕ↻ᖸしは⇱しているの

でᔂれやすかったが㸪㨶㢮のだいたいのつくりはわかっ

た。ḟは生の㨶でやってみたいࠖというものと㸪初等理

⛉の講ᗙを通してᙉㄪしたࠕ日ᖖ経験重ど㸪身㏆な⣲ᮦ࣭

ヨᩱを使うࠖということから㸪日ᖖよく㣗べていてᚷ避

感も少ない㨶㢮に注目したようである。 

このㄪᰝ結果で重要なのはࠕ講ᗙで見た㸪解説を聞い

た 講ᗙで経験したࠕࠖ ᑠ中高の授業等で経験したࠖをࠕࠖ

合わせると 50㸣を㉸えている点である。過ཤに自分で経

験し㸪講ᗙで学習した内容についてはࠕᑗ᮶㸪ᩍ員とな

った時にやってみようࠖというື機けになっている可

能性が高い。 

�.⌮⛉ዲ᎘ᗘㄪᰝࡽ 

理⛉離れ㸪理⛉᎘いについてはこれまでもヰ題にされ

てきたが㸪国❧ᩍ⫱ᨻ⟇◊✲所ࠕ平成 15 ᖺ度ᑠ࣭中学ᰯ

ᩍ⫱ㄢ程実≧ἣㄪᰝࠖによると㸪理⛉だけが᎘いにな

るのではなく学ᖺが上がるにつれ学習全⯡が᎘いになる

知離れࠖのᙳ㡪が大きいことが指されている。そしࠕ

て㸪知離れの中にあって㸪ᑠ࣭中学生にとって理⛉はㄪ

ᰝ⛉目の中ではࠕ最もዲきな⛉目ࠖであることもわかっ

ている 5)。 

 では本学ᩍ⫱学⛉生はどうであろうか。理⛉のዲ᎘度

について 5 件法でㄪᰝした（表 12）。分ᩓ分ᯒの結果㸪

ᑠ中高と進むにつれ数್が 1�Ỉ‽で᭷意にపୗした。ୗ

検定の結果㸪ᑠЍ中㸪中Ѝ高のいずれについても 1�Ỉ

‽で数್がపୗした。 

ᩍ⫱学⛉生のከくが文⣔出身であることからも㸪この

結果は仕方がないことかも知れないが㸪この数್のまま㸪

ᑗ᮶㸪ᑠ学ᰯのᩍ員として学ᰯ現場に㏦り出してⰋいの

だろうか。 

⾲ �� ⌮⛉ዲ᎘ᗘ 

 ᑠ学ᰯ 中学ᰯ 高ᰯ  

2 ᖺ生

平ᆒ್
4.1 3.3 2.5 

 
ᑠЍ中 
中Ѝ高 

1 ᖺ生

平ᆒ್
4.1 3.3 2.� 

 
ᑠЍ中 
中Ѝ高 

5 ዲきЋ4ややዲきЋ3どちらでもないЍ2やや᎘いЍ1᎘い

 p �0.01 

 ࡾࢃ⤊.�

 ู報 3)にも記したが㸪ᑠ࣭中学ᰯ時௦の理⛉経験が⛉

学ᢏ⾡にᑐする㛵心に大きなᙳ㡪をえることが文㒊⛉

学┬ ⛉学ᢏ⾡࣭ 学⾡ᨻ⟇◊✲所が実したㄪᰝ結果から

明らかになっている �)。このことからもඣ❺࣭生ᚐの理

⛉や⛉学ᢏ⾡等の興味㛵心にᙳ㡪するものとしてࠕᩍ員

自身が理⛉ዲきであるかࠖも大きな要因ではないだろう

か。今回の理⛉ዲ᎘度ㄪᰝからはᝒ観的な見通しと言え

そうだが㸪初等理⛉や理⛉ᩍ⫱法Ϩを通して理⛉ዲ᎘度

をᨵၿさせることは可能である。また㸪ᒚ修ㄪᰝ結果な

どからも本学ᩍ⫱学⛉生について㸪≀理基♏やᆅ学基♏

の内容や⣔⤫㸪および㸪ᑠ࣭中学ᰯ等で実されている

観ᐹ࣭実験等について経験⋡がపい内容などは㸪初等理

⛉や理⛉ᩍ⫱法Ϩの講ᗙなどで✚ᴟ的に取りධれるべき

だと考える。ᗙ学中心の講ᗙではࠕ観ᐹ࣭実験をしない࣭

できないᩍ員の生⏘ࠖに加ᢸするᜍれもあり㸪さらに

学ᰯ現場で観ᐹ࣭実験がῶることがᠱ念される。 

以上のことから㸪ḟᖺ度以㝆の初等理⛉および理⛉ᩍ

⫱法Ϩについて㸪ḟのような方㔪とする。 

ձ1 ᖺ後期ࠕ初等理⛉ࠖは初ᖺḟᩍ⫱の要⣲もྵみࠕ理 

⛉をᴦしむࠖことに重点を⨨く。そして㸪ከくの観ᐹ 

࣭実験㸪⛉学ᕤ作等を体験する。 

ղ2 ᖺ前期ࠕ理⛉ᩍ⫱法Ϩ はࠖࠕ初等理⛉ にࠖ引き⥆きከ 

くの観ᐹ࣭実験を体験するが㸪それらをᴦしみながら 

も学習指導要㡿やᩍ⛉書等との㛵㐃を探っていく。 

この方㔪は㸪結果論ではあるが 2022 ᖺ度のシラバス

に記載したᩍ⛉の概要࣭目標と概ࡡ同じである。本学の

ᩍ⫱学⛉では理⛉観ᐹ࣭実験を実できる知㆑やᢏ能だ

けでなく㸪それらを学生自身もᴦしみ㸪Ꮚども㐩にᴦし

くᒎ㛤できる㈨質も身にけてḧしいと㢪っている。 
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⪷学㝔大学論ྀ㸪第 2� ᕳ第 1ྕ㸪2014. 

2)⸨⏣ဴஓ㸪初ᖺḟᩍ⫱の目的と実際㸪リ࣓ࢹィアルᩍ 

⫱◊✲㸪第 1 ᕳ第 1 ྕ㸪200�. 

3)ᾏ⪁ᓮຌ㸪観ᐹ࣭実験学習のための⎔ቃᩚഛ㸪学び⯋ 

̿ᩍ⫋ㄢ程◊✲̿㸪第 18 ྕ㸪ឡ知ῄᚨ大学㸪2023. 

4)ᾏ⪁ᓮຌ࣭ᕝᮧᗣ文࣭㐲ᒣ一㑻㸪ᩍ員の長時間労ാお 

よびᩍ員චチ᭦新制のᗫṆが理⛉ᩍ員を目指す大学生 

にえるᙳ㡪についてのㄪᰝ㸪人間ᩍ⫱学◊✲ 8 ྕ㸪 

日本人間ᩍ⫱学会㸪2022. 

5)ᾏ⪁ᓮຌ㸪中学ᰯの理⛉離れの現≧とᑐ⟇㸪理大⛉学 

フ࢛ーラム第 2� ᕳ 11 ྕ㸪ᮾி理⛉大学㸪2012. 

�)᪩ᕝ㞝ྖ㸪国Ẹの⛉学ᢏ⾡にᑐする㛵心と⛉学ᢏ⾡に 

㛵する意㆑との㛵㐃㸪文㒊⛉学┬ ⛉学ᢏ⾡࣭学⾡ᨻ⟇ 

◊✲所 第 2 ㄪᰝ◊✲ࢢループ㸪2014. 
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 ࡵࡌࡣ.�

学生は、これまでの学習の中でከかれ少なかれ、Ỵめら

れたトピックで意見や考えを論述する࣏ࣞートやㄢ題な

どの作成に取り組んだ学習経験を持っている。しかし、筆

者がᢸ当しているࠕ英語でリサーチペーパーを書く授業

（Academic :riting 6Nills）ࠖ では、学期中、あるいは学

期ᮎに提出する࣏ࣞートではなく、自身の問題意㆑の中

からㄢ題を探し、トピックをỴめ、そのトピックについて

の主張、仮説をたて、各自リサーチをして主張、仮説を論

証するアࢹ࢝ミックリサーチペーパー（◊✲論文）を書く

ことを目指している。 

筆者はこの授業をᢸ当し3ᖺ目にධるが、毎ᖺ␗なる学

生がཷ講しても、リサーチペーパーの執筆にあたっての

問題点や難しい事項には共通しているものがある。本稿

では、学生にとってリサーチペーパーを書くにあたって

の問題点や難しい事項について、アンケートの結果をも

とに指導する上で重要なこと、そして指導者として学生

 。の手助けとして可能な3つの提案について述べる

 ⛬ᇳ➹の㐣࣮ࣃ࣮࣌ࢳ࣮ࢧࣜ.�

 ࢺࢫ࢟ࢸࢬࢧࢫࣛࢡ �.�

このクラスでは半期ごとにリサーチペーパーを書くた

めの指導を行うクラスである。ᑐ㇟の学生は 2ᖺ生で、初

めてリサーチペーパーを書く学生で、前期は 1�名、後期

は 18 名のⓏ㘓で前期、後期各 15 回の授業で、半期ずつ

の授業Ⓩ㘓も可能である。授業をⓏ㘓している学生は、

前期では 800語から �00語前後、後期では 1200 語前後の

リサーチペーパーを仕上げていった。テキストは %asic 

:riting 5esearch Papers (2018、以ୗ、テキストと記す)

を使用した。テキストの内容は、ࠕリサーチペーパーとは

何かࠖからጞまり 1�のࣘࢽット（8nit）から成る初心者

にとってもわかりやすいテキストと言える。8nit1� 以㝆

は実験࣏ࣞートの書き方が中心であった。ᢸ当のクラス

では実験をకう内容のリサーチペーパーを執筆するண定

がなかったため、筆者のクラスではリサーチペーパーの

修正の方法を学ぶ8nit15 までを学習した。 

テキストは基本的には 8nit1 から順に学習したが、序

論を執筆する段階で引用文献を使用する可能性があるた

め、引用の仕方、剽窃の問題については᪩い段階に学んだ。

また、引用文献のリスト（APA形式）の作成も文献が出て

くるたびに加筆を行うように指導した。引用文献のリス

トを提出期限前に▷時間で間違いなく書くことは大変困

難な作業であると講師がุ᩿した結果である。その結果、

各自が何度も文献リストに目を通して作成していくこと

ができたので、APA形式の書き方においての間違いがḟ第

になくなった。 

 ⛬のᤵᴗ㐣ࡵࡓᇳ➹の࣮ࣃ࣮࣌ࢳ࣮ࢧࣜ �.�

�.�.�  ࡚࠸ࡘのỴᐃࢡࢵࣆࢺ

 前期では、初回の授業で各自が興味あるトピックに

ついて学生に 3 つの案を出してもらい、講師がḟの㐌

までトピックの㞟計を行い、大きく 4 つの分㔝にしࡰ

った。トピックの分㔝をしࡰった理由は、学生にとって

初めて英語で書くリサーチペーパーであるため、文献

検⣴など、困った時に同じトピックを㑅ᢥした学生た

ちが┦ㄯし合うことができるようにすること、また講

師も文献の内容を把握しやすくするためでもあった。4

つのトピックは⎔ቃ問題、╧╀に㛵㐃するᗣ問題、㣗

事とᗣ、㡢ᴦ（主にK-P2P）であった。リサーチペー

パーの執筆に取り組むために文献を探し、執筆可能な

トピックの内容⤠り㎸みをጞめた。 

 後期のリサーチペーパーのトピックについては、学

生が自由にỴめた。前期で学んだことを元に、限られた

期限内で各自が興味あるトピックについて、前期より

もより深いリサーチを行って書くことを目標にした。 

ᅔ㞴ࡀ⏕Ꮫ࡛ୖࡿࡍ➹ᇳࢆ࣮ࣃ࣮࣌ࢳ࣮ࢧࣜ.3

 ၥ㢟Ⅼࡓࡌឤࡔ

この章では、テキストで学習する項目を 8つに分け、各

項目で出てきた問題点について述べる。また、第 14回目

の授業で行ったアンケートで、学生がリサーチペーパー

の執筆過程で困難だと感じた事について記述があった

箇所はそれについても言及する。 

3.� ⱥㄒ࡛書ࡇࡃの㞴ࡉࡋ 

日本の学生は中学、高ᰯの�ᖺ間一つのᩍ⛉として英語

を学習しているが、高ᰯ༞業までに、授業中ライティンࢢ

を練習する時間が༑分にはなかったのが実情である。長

い文章を書くことをほとんどしたことがない学生にとっ

て、自分の主張を論証するための文章を英語で書くこと

英語リサーチペーパー執筆࣭指導のあり方

̿問題点から提案̿

㯮⃝ ⣧Ꮚ 

K8526A:A -unNo 
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は大変に難しい≧ἣであったと言える。英語という非母

国語で論理的に考えることの難しさに加え、それを英語

で書くことは大きな障害になったことは間違いない。

6chramm-Possinger&PoZers (2015) の言葉を引用すれば、

非母国語で書くという行Ⅽは、論理的にᛮ考して書くこ

とのࠕ言語のጉ害ࠖ(͆language ElocN͇, p.�.) になっ

ていたことはྰ定できない。 

3.� ᙇ㸦7KHVLV VWDWHPHQW㸧 

 リサーチペーパーで、thesis statement は自分の主

張をはっきりと述べ、それを論理的に検証していくため

の᰿ᖿとなる㒊分である。thesis statement を読むこと

で、読者はリサーチペーパーが何についてのものかがわ

かる。そのため、thesis statement を書く時は᭕な表

現を避け、明確な文にすることが重要だ。テキストでは

thesis statement を書く上での注意点として、ྃࠕではな

く文にすること、問文にしないこと、࢚クスクラ࣓ーシ

ョン࣐ークを使用しないことࠖとある（Kluge &Taylor, 

2018, p. 3�)。 

アンケートでは、ࠕthesis statement を考えること自体

は難しいと感じなかった とࠖいう記述が大ከ数だった。し

かし、ࠕ主張をࡦとつにまとめて、言い切るのが難しい 、ࠖ

英語での表現方法がうまくᛮいつかなかったࠖというࠕ

意見が補足されていた。また、ࠕthesis statement を書い

たことがないため、言葉の㑅ᢥに苦労した とࠖいうコ࣓ン

トもクラスの⣙ 3分の 1あった。 

 ࣥࣛࢺ࢘ 3.3

Thesis statement を書き、その主張を論証していくた

めの論点のὶれを組み❧てる段階である。授業で使用し

ているテキストでは、8nit �で thesis statement の修正

とアウトラインを考えることを同時に学んだ（Kluge 

&Taylor, 2018, p. 4�）。授業内では、以前書いた thesis 

statement を元に、各自の thesis statement とアウトラ

インが┦に結びつくまで内容を修正していった。 

実際には、この時点で thesis statement を論証してい

くための文献がᥞっていない学生が大半であった。その

結果、学生は文献の検⣴を進める一方で、文献の使用可能

性の可ྰを考えながらアウトラインの修正を行った。 

アンケートのコ࣓ントでは少数ではあるが、ࠕ自分の主

張、仮説をどのように論じていくかのὶれはの項目よ

りもẚ㍑的困難なく進めることができたࠖという記述が

あった。 

3.4 ᙇࢆࡿࡅ文献᳨⣴ 

前期、後期の୧授業において、引用文献は本、ジャーナ

ル、新聞、インターネットに出ている情報など自由に㑅ん

でよいことにした。ただし、インターネット上の情報や文

献にだけ೫ることを避けるため、本（日本語、あるいは英

語）の文献を 1ྵめることを必㡲᮲件とした。また、イ

ンターネット上の文献についても、┬ᗇ、学会などಙ㢗で

きるサイトに掲載されている文献を参考にするように指

示した。 

実際、学生が使用する文献は前期、後期共に大半がイン

ターネット上のものであった。今、学⾡専門雑誌や学会

誌がࢹジタルされていることがከい中、ಙ㢗できる情

報源かどうかを見ᴟめるために、学生が自身でุ᩿でき

ない時は、授業中に講師が必要にᛂじて学生と一⥴に考

える場面がከࠎあった。さらに、授業が 5回終了した時点

で文献一ぴを学生に提出してもらい、講師が文献の記述

の仕方の確認と同時に、使用可能な文献かྰかの確認を

行った。 

アンケートのコ࣓ントでは、ほࡰ全員がࠕキー࣡ードを

使ってインターネットでの検⣴は簡単だったが、自分の

主張をけしてくれる文献かどうかを確認する時間か

かって大変だったࠖと記述していた。

3.� ᗎ論㸦ࣥࣙࢩࢡࢲࣟࢺࣥ㸧 

説 ᚓຊ のあ る序論 とは、 ,nteresting 2pening, 

%acNground, Thesis 6tatement, Plan sentence の 4つの

㒊分（Kluge &Taylor, 2018, p. �2) から成っている。

授業では、主張（thesis statement）を元に、その主張を

論証していくための手順として plan sentence をしっか

り書くことに重きを⨨いて指導した。しかし、イントロダ

クションを学生に提出してもらったところ、前期、後期の

୧学期においてリサーチペーパーでは学生の主張やリサ

ーチによって検証していく内容を明確にしていない学生

がከくいた。序論の後半㒊分では、リサーチペーパーでㄪ

べていく内容を⤂する、あるいは自分の主張とリサー

チした結果の内容をẚ㍑する、という文章で終わってい

る学生が大半であった。 

リサーチペーパーを執筆する中で、自分の主張につい

て検証する（e[amine）、分ᯒする（analy]e）、㆟論する

（discuss）、解明する(clarify)などの重要なືモが使用

されておらず、その結果、読み手側からするとリサーチペ

ーパーというよりも࣏ࣞートの序論のように⥾めくくっ

ている༳㇟をཷけた。 

アンケートのコ࣓ントの中で複数の学生が回答してい

た内容を以ୗに挙げる。ࠕ読み手に興味を持ってもらえる

ような書き出しの一文を書くのに時間がかかった リࠕࠖ、

サーチペーパーの導ධに必要な⫼ᬒ知㆑をධれて書く難

しかった 問題提起、問題のアプローチのど点の述べ方ࠕࠖ、

を簡₩に英語でまとめることが難しかったࠖが大半の学

生の感想だった。 

3.� ✼ࢆ㑊ࡿࡅ引用の方 

文㒊⛉学┬(n. d.)の定⩏によると、盗用とはࠕの◊

✲者のアイࢹィア、分ᯒ࣭解ᯒ方法、ࢹータ、◊✲結果、

論文ཪは用語を、当ヱ◊✲者の了解もしくは㐺切な表示

なくὶ用すること でࠖある。授業ではこの定⩏を念㢌にධ
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れること、また盗用した場合の罰則は授業だけではなく、

大学の中でいかに厳しく罰せられるかについての説明を

実例を挙げて行なった。 

引用の出典を記すことで 盗用は避けることができる。

専門家の文献なしではリサーチペーパーにおいて自身の

主張や仮説を証明していくことは不可能であるため、正

しい引用、あるいは出典を記して言い換えをすることは

リサーチペーパーを書く上で重要である。 

授業ではテキストを使用し、具体的に文献引用の情報

をリサーチペーパーの本文に引用する方法を学んだ。テ

キストにある32の例文（pp.100-103）すべてを確認した。

その後ジャーナルに掲載された論文のコピーを配布し、

練習問題として引用の仕方の練習を5題行った。最後に、

各自のリサーチペーパーの中で文献の引用や、引用の表

記は正しくできているかの確認を行なった。練習問題で

はクラスの全員が同じ問題に取り組むため、正しく引用

できていたが、各自のリサーチペーパーでの確認では練

習で理解していたはずのことができなくなっている場合

もあった。テキスト上での理解と実践には乖離があった

ため、引用の仕方を学ぶ時間を増やすことが必要だと感

じた。またこの段階で、学生本人だけでなく指導者が注意

をして確認を行うことが必要だと実感した。 

アンケートでは、学生全員が今まで盗用や剽窃 

(plagiarism)という概念を持っておらず、その重要性に

ついて知らないことがわかった。その原因は、学生にとっ

て今までリサーチペーパーを書く機会がなかったため剽

窃について、あるいは引用の情報源を明確に示すことの

重要性を深刻に考えていなかったことがわかった。 

3.7 引用文献の書き方 

APA 形式で引用文献の書き方の例はテキストを元に学

び、補足のために配布したプリントを参考にして、実際学

生が使用する可能性の高い文献（インターネット上のサ

イト、本、学会誌、オンライン新聞、オンライン辞書など）

のリストを作成した。基本となる文献リストを作成した

後はリサーチペーパーを書き進める過程で必要になった

文献は随時加えていくことを目標とした。最後にすべて

の文献を一から作成することは大変な仕事となる可能性

があり、また間違いを探すことも困難になるためである。  

問題点は、文献リストの例を見て理解しているつもり

でも、実際各自が文献リストを作成してみると、著者名の

あとのピリオド、本や雑誌名をイタリックにしていない、

ページの書き落とし、ホームページを明示していない、な

ど枚挙にいとまがないほどのミスがあった。作成の過程

で文献リストの提出を最終原稿提出前に2回行なったが、

上記の内容のミスが毎回すべての学生に複数件あった。

講師が同様の間違いを何度修正しても、執筆者が自分で

ミスを見つけることができなければどうしようもないこ

とがわかり、添削指導は 2回で終了した。 

3.8 結論 

結論では、序論で述べた主張を本論で文献を示し証明

したこと、そしてそれらをまとめ上げる場である。その時、

主張を同じ言葉で繰り返すのでなく、表現を変えて述べ、

興味深い結論にすることが必要である (Kluge &Taylor, 

2018)。しかし、非母国語の英語で書くということが障害

となり、主張の言い換えや表現を変えることが難しいと

感じる学生が大半だった。さらに、本論で書いた内容の重

要な箇所をまとめて述べることにも学生は苦労していた。

実際に、本論で述べたことには触れずに簡単に結論を

書いて終了しているリサーチペーパーも半数ほどあった。

中には、イントロダクションで述べたthesis statement

について言及することもなく、自身の希望的観測や意見

を 3 行から 5 行にまとめて結論としていたリサーチペー

パーも後期の授業の 18人のうち 4件あった。このような

結果につながる大きな理由は、リサーチペーパー執筆の

経験が少ないために起こるリサーチや授業外での文献の

読み進めの遅れ、執筆時間の不足、規定の語数や提出期限

の制限により結論を簡単に終わらせたからである。その

結果、テキストで述べられているような理想的な結論を

書くことができなかった学生もいた。しかし、初回の授業

で最終稿の提出日はもちろん、アウトライン、イントロダ

クション、引用文献リスト（2 回）、第一稿の提出日の期

限は書面で告知してあったので、そのスケジュールに則

り、リサーチの計画を進めていくことは学生にとって大

きな責任でもあると考える。 

以上、授業の内容を総括し、かつ 14回目に行ったアン

ケートによる学生の回答を検討すると、リサーチペーパ

ーを書く過程で各学習項目に共通している問題は、言語

が英語で論理的に書くことが一番困難であったことがわ

かった。非母国語で 1200 語前後の長さのものを執筆した

ことがない学生にとってはこの結果は当然と言える。 

4.結論 

前頁まではリサーチペーパーを執筆する過程順に学生

が学んだ内容、そして困難に感じたことについて項目ご

とに述べた。それらを踏まえ、ここの章では、学生が書き

たいと考えているリサーチペーパーに仕上げていくため

に、指導者ができる 3つの提案について述べる。 

一つ目の提案として、指導者は授業中に学生の質問に

平等に答えること、また指導者側からも学生の質問を促

すことである。可能であれば、その場でアドバイスを行う

ことが重要である。毎回の授業を大切にしていくことを

心がけ、学生が書こうとしているリサーチペーパーの内

容についてより深く考えることができるような指導者側

からの手助け（scaffolding（注1））が必要だ。 

二つ目の提案として、草稿執筆の途中段階での原稿提

出とフィードバックを行うことを提案する。これにより、

指導者は学生がどこまでリサーチを行い、どのような執

筆段階にいるかを把握することができる。 
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また時間的に可能であれば、1ᑐ 1のಶ人指導の時間を

とり、学生各自が必要とする指導やアドバイスを行いた

いと考える (+arris, 0. Teaching 2ne-to-2ne� The 

:riting &onference) 。 その理由としては、ᩍᐊ内を講

師がᕠ回してಶูの質問にᑐする指導やアドバイスも可

能ではあったが、すべての学生が自Ⓨ的にアドバイスを

ồめることができるわけではないことがわかった。の

学生がいる中で質問することに㐲៖があるかもしれない

からである。ಶ人指導の一つの方法として、今ᬑ及して

いるオンラインによるಶ人指導で学生にとって ͆a 

risN-free classroom enYironment͇ (:illiams, 2001, 

p. �52) の⎔ቃを提౪できることも今後のㄢ題として考

えたい。また、指導をཷけている学生と指導者の会ヰが࿘

㎶にいる学生の原稿執筆のጉげになることも今後考៖す

べきことだ。 

最後の提案として、࢝リキュラムについてのㄢ題を挙

げる。リサーチペーパーを書く授業の前に、学生はライテ

ィンࢢの学習を授業の内外で༑分にしておくことは必要

である。授業で学習する場合は、書いたものにᑐしてフィ

ードバックが༑分なされる授業が望ましい。その後、初ᖺ

度ᩍ⫱としてのリサーチペーパーを書く授業が 1 つだけ

で終わるのではなく、ḟᖺ度以㝆も⥅⥆してリサーチペ

ーパーを書く㑅ᢥ⛉目がある࢝リキュラムが必要だと考

える。 

そして、毎回の授業で✚み上げたことを基♏として、

学生が自らのຊで、今後自分がたてるテー࣐のඛ行◊✲

や文献ㄪᰝにさらに一Ṍ踏み㎸みながら、専門家の意見

を自分の考えと⤡ませ㆟論できるリサーチペーパーのⰋ

き書き手になれるように、⚾たち講師は指導者として、ま

たⰋきアドバイࢨー(1icosia, A. &6tein, /., 1���)と

してのᙺをᢸっていきたい。

ὀ 

1 元᮶はᘓ⠏用語（意味㸸ᘓ⠏現場などの足場、足場ᮦᩱ）

であるが、ᩍ⫱ではࠕ初心者、あるいはᮍ⇍な生ᚐが一

人で฿㐩できない、解Ỵできないことを⇍練者（ᩍ師）

が手助けをして生ᚐを฿㐩ᆅ点や問題解Ỵに導く過程ࠖ

(%oyd & 0aloof, 2000, p. 185) のことを指す。 
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⾲ � ᤵᴗࢫࣂࣛࢩ㸦༙ᮇ㸧 

授業の回数 授業内容 

第㸯回 トピックをỴめる 

第㸰回 リサーチの方法、Thesis statement を考

える   

第㸱回 Thesis statement の修正、アウトライン 

第㸲回 5eference /ist の作成、Plagiarism に

ついて 

第㸳回 アウトラインの修正、タイトルを考える 

第㸴回 ,ntroduction を書く 

第㸵回 %ody（本論）を書きጞめる、同時に

5eference /ist の修正、㏣加 

第㸶回 度 Plagiarism について、引用の仕方

の練習、%ody の執筆 

第㸷回 Accuracy, /ogic, 5eleYanceについて 

第㸯㸮回 &onclusion 

第㸯㸯回 &onclusion と ,ntroduction とのᩚ合性 

第㸯㸰回 5eference /ist の最終確認 

第㸯㸱回 プࣞࢮンテーション 

第㸯㸲回 ಶ人指導（一人 5分） 

第㸯㸳回 プࣞࢮンテーション 

Kluge, '. (. &Taylor, 0. A. (2018). %asic 6teps to 

:riting 5esearch Papers からの学習内容を㑅ᢥした。
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2022ᖺ度 基ᖿ⛉目ࠕ違いを共に生きる࣭

ライフࢨࢹインࠖ授業実践報告

�㸬 㛤ㅮ≧ἣ 

時間 

コード
学㒊（クラス） 学⛉࣭専ᨷ ᒚ修者数

ᒚ修者数ͤ

（ᒚ࣭⦅ධ）

ᒚ修者 

総数
ᢸ当者

���������� 文学㒊ձ
国文 ����

�� ���� 中ᮧభ⾰
総合英語 ���

���������� 文学㒊ղ
ᩍ⫱ ����

�� ���� 外㒊講師 

（㔠ඃ㈗）総合英語 ���

���������� 㐀表現ձ
作表現 ����

�� ���� 中ᮧభ⾰
ᘓ⠏࣭ インテリアࢨࢹイン ���

���������� 㐀表現ղ ュースࢹィアプロࢹ࣓ ���� �� ���� 㕥ᮌᓫኵ

���������� ᗣ་⒪⛉ձ

どぬ⛉学 ���

�� ���� 㕥ᮌᓫኵ 
言語⫈ぬ学 ���

ス࣏ー࣭ࢶᗣ་⒪⛉学 ����
ᩆᛴᩆ学 ���

����������
⚟♴㈉献

♫会⚟♴ ���
�� ���� ᮌୗዉὠ⣖Ꮚども⚟♴ ���

ᗣ་⒪⛉ղ ᗣᰤ㣴 ���

���������� 心理 心理 ���� �� ���� 㕥ᮌᓫኵ

���������� 人間情報 人間情報 ���� ��� ���� 外㒊講師 

（高℈ඃᏊ）

���������� ジネスձࣅ 現௦ࣅジネス ���� �� ���� ᮌୗዉὠ⣖

����������
ジネスղࣅ ジネスࣅローバルࢢ ���

�� ���� 外㒊講師 

（中㔝実㔛）ࢢローバル࣭

コミュࢽケーション

ローバル࣭ࢢ

コミュࢽケーション
���

���������� ὶ文ձ ランࢤージ ���� �� ���� ᮌୗዉὠ⣖

���������� ὶ文ղ 国際ὶ࣭観ග ���� ��� ���� 外㒊講師 

（中㔝実㔛）

ͤ㸸ᒚ修者および⦅ධ学者は、所ᒓするキャンパス㛤講の自身の所ᒓ学⛉㸭専ᨷの時間コードにᒚ修Ⓩ㘓することを原則とした。 
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�㸬ᤵᴗᐇせ㡯 

�.� ᤵᴗの┠ⓗ 

本基ᖿ⛉目ࠕ違いを共に生きる࣭ライフࢨࢹイン はࠖ、

㸯ᖺḟ全学必修⛉目である。ឡ知ῄᚨ大学の理念ࠕ違い

を共に生きるࠖとは何かを、一人一人が自分事として見

つめ、考えることを通して、ឡ知ῄᚨ大学生としてのア

イࢹンティティを持ち、㸲ᖺ間の大学生άと学修を最大

限実したものにできるようその基┙をᇵう。 

現௦♫会には、国⡠、言葉、文、性ู、ᖺ㱋、障が

いの᭷↓など、ከ✀ከ様な違いがᏑᅾする。本授業では、

実♫会でこれらの違いとᐦ᥋に㛵わりのある㸴つの分㔝

Ꮚ⫱てࠕᆅᇦ࡙くりࠖࠕከ文共生ࠖࠕබ共ဴ学ࠖࠕ）

ᨭࠖࠕ労ാᩍ⫱ࠖࠕ㜵⅏ࠖ）を取り上げ、各分㔝の専

門家をᣍ⪸し講⩏を⫈く。その上で、今を生きる当事者

としてཷ講生各自がそれࡒれのㄢ題について考え、アク

ティ࣭ࣈラーࢽンࢢによって自らの౯್観や考えを者

と換し合いながら、新たなど点やẼ࡙きをᚓることで、

生ᾭにわたるライフࢨࢹインの形成につなげていく。 

授業での学びを通して、本学理念ࠕ違いを共に生きるࠖ

の理解を深め、10ᖺඛ20ᖺඛのᑗ᮶を見ᤣえて、自ら✚

ᴟ的に人生を㏦るための人間的基┙を⠏くことが目的で

ある。 

 ࣒ࣛࣗ࢟ࣜ࢝ �.�

 2022 ᖺ度は、過ཤ 2 ᖺ間の新ᆺコロナウイルス感ᰁ

ᑐᛂのオンライン授業の成果とㄢ題を踏まえ、࣏ス

トコロナを見ᤣえてࣁイࣈリッド形式（ᑐ面 8 回࣭オ

ン࣐ࢹンド � 回の計 15 回）で授業を行った。 

 オン࣐ࢹンド配ಙによるテー࣐講⩏をඛ行させ、ಶ

ู学習によって知㆑や理解を深め、⩣㐌にᩍᐊのᑐ面

授業でアクティࣈラーࢽンࢢによるࢢループ࣡ーク

でㄢ題の把握や問題解Ỵの検討を行い、それがࠕ違い

を共に生きるࠖとどうつながるのかを考えるというὶ

れで実した。いわࡺる、㌿授業（⁁上 201�）の

形式である。 

 第㸯回 オリ࢚ンテーション（ᩍᐊᑐ面） 

 第㸰回 大学理念࣭学㒊理念（講⩏配ಙ） 

 第㸱回 大学理念࣭学㒊理念（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第㸲回 テー࣐Ϩࠕබ共ဴ学 （ࠖ講⩏配ಙ） 

 第㸳回 テー࣐Ϩࠕබ共ဴ学 （ࠖ㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第㸴回 テー࣐ϩࠕከ文共生 （ࠖ講⩏配ಙ） 

 第㸵回 テー࣐ϩࠕከ文共生 （ࠖ㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第㸶回 テー࣐Ϫࠕᆅᇦ࡙くり （ࠖ講⩏配ಙ） 

 第㸷回 テー࣐Ϫࠕᆅᇦ࡙くり （ࠖ㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第 10 回 テー࣐ϫࠕᏊ⫱てᨭ （ࠖ講⩏配ಙ） 

 第 11 回 テー࣐ϫࠕᏊ⫱てᨭ （ࠖ㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第 12 回 テー࣐Ϭࠕ労ാᩍ⫱ （ࠖ講⩏配ಙ） 

 第 13 回 テー࣐Ϭࠕ労ാᩍ⫱ （ࠖ㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 第 14 回 テー࣐ϭࠕ㜵⅏ （ࠖ講⩏配ಙ） 

 第 15 回 テー࣐ϭࠕ㜵⅏ （ࠖ㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼） 

 ඛにも述べたが、本⛉目はཷ講生各自がそれࡒれの

ㄢ題について当事者として考え、自らの౯್観や考え

を者と換し合いながら、新たなど点やẼ࡙きをᚓ

ること、そしてそれを日ࠎの行ືにᫎさせていくこ

とが重要な⨨࡙けとしている。学期ᮎには、ࡩりか

えりㄢ題をオン࣐ࢹンド形式（)orms をά用）にて必

㡲ㄢ題としてㄢし、本⛉目のཷ講をとおしてᚓたẼ࡙

き、学び、また本学理念ࠕ違いを共に生きるࠖにᑐす

る解㔘変などがあったかについて、ࡩりかえって記

述させた。 

�.3 ㅮ⩏ᅇྛ࣐࣮ࢸのෆᐜࢺࢫࢤࡧࡼ࠾ㅮᖌ 

 2022 ᖺ度に取り上げた分㔝（テー࣐）とそれࡒれの

講⩏容、およびࢤスト講師は以ୗの通りである。 

 テー࣐Ϩ㸬බ共ဴ学 

 ってࠖࡄ国Ẹࠖをめࠕ共に生きるබ共ဴ学̿ࠕ 

㤿原₶二（୕重大学） 

 テー࣐ϩ㸬ከ文共生 

ーのᏊどもたちの現≧とㄢ題を通して見࣐࢝ューࢽࠕ 

えてくる␗文理解ࠖ

オチャンテ࣭ᮧ࣭ロサ࣭࣓ルࢹࢭス（᱈ᒣ学㝔ᩍ⫱大学） 

 テー࣐Ϫ㸬ᆅᇦ࡙くり

ከ様性が㍤くᆅᇦ࡙くりを目指した取組ࠥᏊどもたࠕ

ちのᨭを通して見るᆅᇦの共生のㄢ題と意⩏ࠥࠖ

ఀᮾίỤ（≉定非Ⴀάື法人トルシーダ）

 テー࣐ϫ㸬Ꮚ⫱てᨭ 

ᆅᇦ♫会でᏊ⫱てࠖࠕ 

 中ᜨ⨾（認定≉定非Ⴀάື法人Ꮚ⫱てᨭの 132まめっこ）

テー࣐Ϭ㸬労ാᩍ⫱ 

労ാ法は、あなたの味方㸟̿学ぶ、ാく、生きる̿ࠖࠕ 

㇂典Ꮚ（≉定非Ⴀάື法人参画プラネット） 

 テー࣐ϭ㸬㜵⅏ 

⅏害からとᑛ厳とάຊをᏲるためにࠥできることࠕ 

からはじめようࠥࠖ

ᾆ㔝ឡ（認定≉定非Ⴀάື法人ࣞスキューストックࣖード） 

各回、講⩏ື画をど⫈した上でリアクションペーパー

を提出させた。

 ࡚࠸ࡘᅇ㸦ᑐ㠃㸧のᐇࢢࣥࢽ࣮ࣛࣈࢸࢡ 4.�

 アクティࣈラーࢽンࢢ回はᑐ面でのಶ人࣡ーク、ࢢル

ープ࣡ーク、全体Ⓨ表（共᭷）を中心とする学修άືで

ᵓ成した。まずは、前㐌のオン࣐ࢹンド配ಙによるࢤス

ト講師のテー࣐講⩏を踏まえ、ࣀートや࣓ࣔを参↷しな

がらಶ人࣡ークシートのㄢ題に取り組む。それを基に、
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ッションをしながら、ㄢ題の把握や࢝ィスࢹループでࢢ

問題の解Ỵにྥけた検討、さらにはಶ人の見解などにつ

いてヰし合う時間を持つ。最後には、ࢢループでクラス

全体にྥけて、どのようなヰし合いがなされたか、どん

なᖐ結をᚓたかをⓎ表する。 

オン࣐ࢹンド形式の授業形ែは、アクティ࣭ࣈラーࢽン

、を実するという点においては困難がకう。とはいえࢢ

ᖺ度の経験を踏まえ、オン࣐ࢹンド形式の制⣙をཷけ

ながらも、学生の主体的な学びを可能な限り出できる

よう、࣡ークシートㄢ題ではテー࣐についての自ᕫ内┬

（経験や身㏆な今をࡩりかえる）や実行ືのకう࣡ーク

ができるようᕤኵをした。各回の࣡ークシートㄢ題の

内容は以ୗ通りである。 

テー࣐Ϩ㸬බ共ဴ学

࣭ බ共を成すᆅᇦのᵓ成員とは

࣭ 共に生きるࠖために重要ࠕ国家ࠖが␗なる者とࠕ

だと考えること

テー࣐ϩ㸬ከ文共生

࣭ 外人ࠕ 外人さんࠖという言葉についての考えࠕࠖ

࣭ 外国につながりのあるᏊどもの初期㐺ᛂᨭを自

分の学ᰯ生ά経験から考える

テー࣐Ϫ㸬ᆅᇦ࡙くり

࣭ 㒓にධれば㒓にᚑえࠖをᅋᆅの生άから考えるࠕ

࣭ ᆅᇦにおけるከ様性を㇏かさにつなげるために必要

なことを考える

テー࣐ϫ㸬Ꮚ⫱てᨭ

࣭ ஙᗂඣを持つぶの困難やࣁードルを考える

࣭ 大学生としてᆅᇦでできるᏊ⫱てᨭを考える

テー࣐Ϭ㸬労ാᩍ⫱

࣭ 24ࠕント࣭࣡ーク実現のためのࢭィーࢹ のㄢ題ࠖに

ついて理解する

࣭ ��のㄢ題ࠕ のࠖ中で自分にとって意味の大きいもの

を考える

テー࣐ϭ㸬㜵⅏

࣭ 避難所における⅏害㛵㐃Ṛについて考え、もしもに

ഛえて大学生としてできるサ࣏ートを考える。

࣮࣏ࣞࠊㄢ㢟ࢺ࣮ࢩࢡ࣮࣡ࠊ࣮ࣃ࣮࣌ࣥࣙࢩࢡࣜ �.�

 ࡚࠸ࡘㄢ㢟ࢺ

 本授業では、リアクションペーパー（講⩏回）、࣡ ーク

シート（㺏㺖㺡㺆㺪㺼㺵㺎㺤㺻㺖㺼回）、全体のࡩりかえりㄢ題（)orms

をά用）をᒚ修者にㄢした。リアクションペーパーは

&ampus6Tuare で提出をཷけ、授業ᢸ当者が内容を確認し、

ḟ回のᑐ面授業時に▷いフィードバックを行った。一方、

各ࢤスト講師にも全てを㏦し、ࢤスト講師からも専門

的な見ᆅからフィードバック（⣬面）をཷけ、それを

&ampus6Tuare にて全クラスに配ಙを行った。 

�.� ᡂ⦼ホ౯ 

 成⦼は、リアクションペーパー、࣡ークシート、全体

りかえりㄢ題の提出≧ἣ、提出されたㄢ題の内容を総ࡩ

合的にุ᩿しホ౯した。ただし、記述された内容のホ౯

においては、各ཷ講者のᛮ想をホ౯することがないよう

༑分配៖し、本授業の目的である各テー࣐を自分事とし

て見つめ、考えられているか、ࠕ違いを共に生きる をࠖ主

体的に解㔘しようとするጼໃが見られるかの点からホ౯

を行った。 

3㸬ᩍᮦసᡂ 

 のసᡂࢺࢫ࢟ࢸࣝࢼࢪࣜ࢜ �.3

 本講⩏ではᖺ度ごとにオリジナルテキストを作成して

いる。2022 ᖺ度については、オン࣐ࢹンドとᑐ面のࣁイ

リッド形式による㌿授業のᩍ⫱的ຠ果を最大限に高ࣈ

められるよう、テキストのᵓ成を全面的にᨵゞした。 

 クラスᢸ当ᩍ員より、ᒚ修の学生からテキストが過

ཤのものより使いやすくなったというዲホコ࣓ントがあ

ったという報告もཷけた。 

4㸬ᤵᴗሗ࿌ 

4.� ༢ಟᚓ⋡ 

 2022 ᖺ度の単修ᚓ⋡（㸯ᖺ生のみ）は、全学平ᆒ ��㸣

であった。学㒊ごとでは、文学㒊 �8�、人間情報学㒊 ���、

心理学㒊、���、㐀表現学㒊 ���、ᗣ་⒪⛉学㒊 ���、

⚟♴㈉献学㒊���、ὶ文学㒊�4�ジネス学㒊ࣅ、���、

ケーション学㒊ࢽローバル࣭コミュࢢ �5�であった。

4.� యのࡽࡾ࠼ࡾࡩ 

 第 15 回の後、学期ᮎに実した全体ࡩりかえりㄢ題の

回答内容から、本⛉目におけるཷ講生の学修≧ἣを以ୗ

に示す（学期ᮎࡩりかえりㄢ題の全回答のうち授業ᨵၿ

等におけるࢹータの使用に同意がᚓられた 1��1 件のみ

をᢅう）。 

4.�.�㸧ᤵᴗのᡂᯝ

1. ධ学┤後の 4 ᭶時点と半期間を過ごした 8 ᭶時点

の͆違いを共に生きる͇に解㔘の変があったと

感じるかについて 

 ከくのཷ講生が本学理念ࠕ違いを共に生きるࠖにつ
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いて考え、ධ学┤後からの半ᖺ間でከくの学生（⣙ �0�）

に解㔘の変が起きていることがわかる。変がなか

ったという回答の中には、ධ学前から♫会におけるከ

様性や共生に意㆑の高い学生もいて、それで変がな

いという場合もあるので、単⣧に解㔘することはでき

ない。 

2.（1 でࠕ変があったࠖと回答した学生（n 11�1））

どのような変があったと感じるかについて 

 ศᯒࡿࡼ࣮ࣝࢶࢢࣥࢽ࣐ࢺࢫ࢟ࢸ ࣮࣮ࣝ࢝ࣟࢨ࣮ࣘ

テキスト࣐イࢽンࢢによる分ᯒからわかるように、

まずはከくの学生がࠕ違いを共に生きるࠖという言葉

に触れたということ、つまりឡ知ῄᚨ大学の理念に主

体的に触れたということができる。ᢳ出された語をရ

モูに見ると、名モではࠕ理解 手┦ࠕࠖ 国⡠ࠕࠖ 解㔘ࠖࠕࠖ

大切ࠕ 意見ࠕࠖ なࠖどが㢖回出現として見られ、ື モで

はࠕ生きる 考えるࠕࠖ 知るࠕࠖ 感じるࠕࠖ できるࠕࠖ ཷࠕࠖ

けධれる Ẽ࡙くࠕࠖ  。認めるࠖなどがあるࠕࠖ

この分ᯒ結果を踏まえて考えると、ඛ述した本⛉目

の目的やࠕ知り、考え、Ẽ࡙き、行ືするࠖをつなࡄ

という࢝リキュラムのࡡらいをある程度㐩成できてい

ると言うことができる。 

4.�.�㸧ᤵᴗのᙧែ࡚࠸ࡘ

1. コロナ感ᰁの≧ἣを踏まえたࣁイࣈリッド形式

（ᑐ面8回࣭オン࣐ࢹンド�回）の授業について 

 回答結果から、ࠕとてもよかった まあまあよかっࠕࠖ

たࠖの回答者で �2�となっており、今ᖺ度初めてのヨ

みではあったもののほとんどの学生にとってཷ講しや

すく、学修の進めやすい授業形式であることがうかが

える。回答の理由についてもたずࡡているが、ここで

は⣬ᖜの㛵ಀでឡする。 

2. 今ᖺ度ࠕ違いを共に生きる࣭ライフࢨࢹインࠖを

ཷ講した経験を踏まえて、望ましい授業形ែにつ

いてどう感じるか（ḟᖺ度の意見） 

 結果を見ると、�8�の学生が今ᖺ度実したࣁࠕイࣈ

リッド形式ࠖが本授業の望ましい形ែであると回答し

ている。ḟいで、12�がࠕ全面ᑐ面形式 とࠖ答えている。

合わせると � の学生がᑐ面でᩍ員やのクラス࣓イ

トとの㛵わりのある授業形式を望んでいることがわか

る。 

 そのの回答では、ࠕ全面ᑐ面式で、ඛ行㐌はオンࢹ

スト講師の講⩏ື画をࢤンド配ಙではなく、ᩍᐊで࣐

見る形式ࠖというものも見られた。ูのその回答と

しては㐠Ⴀ上実現可能でないものであったためឡす

る。 

�㸬ࡵࡲ 

、ストコロナを見ᤣえた今ᖺ度の新たな取り組みは࣏

ཷ講学生のࡩりかえりや授業にᑐするホ౯を見るとおお

むࡡⰋዲであるように見ཷけられる。 

ᑐ面回で学生の㢦や様Ꮚが見られる分、クラスの㞺ᅖ

Ẽや理解度を確かめながら授業を進めていくことができ

るのは大きな࣓リットである。また㏫に、学生もᑐ面授

業の際にᩍ員に質問をしたり、問い合わせをしたりする

ことができるのも㸯つのᏳ心感をえることができる。 

 ཷ講者規ᶍが大きい分、全ての学生が‶足できる内容

形式でというのは困難であるが、後期㛤講で少人数規ᶍ

のⓎᒎ₇習⛉目ࠕ探✲࣭違いを共に生きるࠖの᥋⥆も

ྵめ、前期のとりわけアクティࣈラーࢽンࢢ回（ࢢルー

プ࣡ーク）で༑分な‶足がᚓられなかった学生をさらに

ケアしていけるとよいと感じる。 

最後に記となるが、ᢸ当ᩍ員にとっては、ࣁイࣈリ

ッド形式はࠕᑐ面ࠖとࠕオン࣐ࢹンドࠖを同時に（同じ

時限コ࣐に 2 クラス）ືかしていくことになる。どのク

ラスもཷ講者人数がከく㈇ᢸがᴟめて大きいため、࣐ン

パ࣡ーが増やせない限りは、㐠Ⴀ上のຠ⋡を一ᒙᅗっ

ていくことが大きなㄢ題といえる。 

以上 

       （㕥ᮌᓫኵ）
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1.㛤タ⛉┠ࡧࡼ࠾㛤ㅮ≧ἣ

レベル 科目名 必選のู 㛤ㅮ期 担当者
㛤ㅮ

コマ数

ᒚ修

者数
ഛ考

基♏ 日本語表現㸯 必修

1 年

前

ஂ保⏣一・㏆⸨さやか

㎷本ᱜᏊ・ཎ ⨾⠏

ᯇཎஂᏊ・ᯇ本明日㤶

中ᮧభ⾰・小᳚愛Ꮚ

㐲⸨⨾㔛・ஂ保⏣ᶞ

ᕝᮧ♸ᩯ・中す⏤㤶㔛

ᯇ本⨾⪨・大ᚿẸᙬຍ

80 2,116

1後-4 後

㏆⸨さやか・㎷本ᱜᏊ

ཎ ⨾⠏・ᯇཎஂᏊ

ᯇ本明日㤶

7Ѝ9 171

単ᮍ修得者ᑓ用

Ⓩ㘓ᕼ望多数

のため 2コマ増

ᛂ用 日本語表現㸰
学科ᑓᨷẖに

必修/選択

1 年

後

ஂ保⏣一・㏆⸨さやか

㎷本ᱜᏊ・ཎ ⨾⠏

ᯇཎஂᏊ・ᯇ本明日㤶

中ᮧభ⾰・㐲⸨⨾㔛

大ᚿẸᙬຍ

49Ѝ44 918

ᒚ修者数の多少により

2コマ増・7コマ㛢ㅮ

ᒚ修率 43㸣

(年度 55㸣)

2前-4 後 ᳃本ಇஅ 2 29 単ᮍ修得者ᑓ用

発ᒎ

日本語表現 A1
ࠒングライテࠑ

選択
2-3 年

前・後
᳃本ಇஅ 2 46

日本語表現 A2
ࠒング࢟スピーࠑ

選択
2-3 年

前・後
ዟᮧ⏤実・安⏣᭸Ụ 2Ѝ1 23

㛤ㅮ᭱少ᒚ修者数に
‶たず 1コマ㛢ㅮ

日本語表現 A3
ࠒングーデࣜࠑ

選択
2-3 年

前・後
బࠎᮌள⣖Ꮚ 2 37

日本語表現 B1
ࠒングライテࠑ

選択
2-3 年

前・後

㧗ᐑ㈗௦⨾・ᵽ口㈗Ꮚ

୕⿱⨾・ྜྷ⏣ᬛ⨾
10 341

Ⓩ㘓ᕼ望多数

のためᢳ選

日本語表現 B2
ࠒング࢟スピーࠑ

選択
2-3 年

前・後
ᵽ口㈗Ꮚ 6 114

日本語表現 C1
ࠒングライテࠑ

選択
2-3 年

前・後
బࠎᮌள⣖Ꮚ・᭹部ᕥྑ一 3 75

日本語表現 C2
ࠒング࢟スピーࠑ

選択
2-3 年

前・後
ⴗཎ༓ᜨ 4 71

ィ 167Ѝ163 3,941

今年度より「日本語表現科目」の新ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࣒が㐺用

された。新ࣗ࢟ࣜ࢝ラ࣒の下では、「基♏Ѝᛂ用Ѝ発ᒎ」

の㐃続ᛶを明確にすべく、従来の「日本語表現 T1」「日本

語表現 T2」「日本語表現 A・B・C」が、それぞれ「日本

語表現㸯」「日本語表現㸰」「日本語表現㸱」という科目名

で㛤ㅮされる。「日本語表現㸱」は 2 年次以㝆の科目であ

るため、実働は 2023 年度からである。

᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ.2 ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸰ࠖᤵᴗሗ࿌ࠕࠖ

᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ 2.1 㸦ࠖᏛᚲಟ㸧

大学における学修の基┙となる文❶力（①実をṇ確

にかつ分かりやすく説明する力、②論理的に⮬分の意見

を述べる力）を、3 回の小論文作成を通して実践的に学ࡪ

（今年度テーマは、①࢟ャンパス⤂、②「新聞は必要な

い」という意見にᑐする㠀、③コン࢚ࢽࣅンスストアの

レジ⿄有料化にᑐする㠀）。

ཷㅮ前とཷㅮ後に同一問題のテストを実してཷㅮ後

2022 年度 初年次教育部門ࠑ全学日本語教育ࠒάື報࿌
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の฿㐩度を測る「プレポストテスト」のᖹᆒ得点に、26.2

点（年度 25.6 点）の上᪼が認められた。

2.2 ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸰ࠕ 㸦ࠖᩥᏛ㒊ࠊ㐀⾲⌧Ꮫ㒊ࠊᗣ་⒪

⛉Ꮫ㒊ゝㄒ⫈ぬᏛᑓᨷࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࣭ࣝࣂ࣮ࣟࢢࠊ

ࣥᏛ㒊ᚲಟࢀࡑࠊ௨እ㑅ᢥ㸧

レポートのライテングス࢟ルを中心とした日本語の

「読む・書く・話す・聞く」技術の総合的な養成を目ᶆと

する。具体的には、テーマの選ࡧ方からレポート成まで

の学修手順を、༙期 15 回で実践的に学ࡪ。授業はࣜ࢜ジ

ナルテ࢟ストを使用し、全クラス同一内容で実した。

3.ᩍᮦసᡂ

3.1 ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯ࠕ のᨵゞࢺࢫ࢟ࢸ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸰ࠖࠕࠖ

今年度の学修成果・課題に基࡙いて、「日本語表現㸯」

（第 15 版、2023年 3 ᭶ 1 日発行、2023 年 4 ᭶から使用）、

「日本語表現㸰」（第 12 版、2022 年 9 ᭶ 15 日発行、2022

年 9 ᭶から使用）をᨵゞした。

㔜要なᨵゞとしては、「日本語表現㸯」テ࢟ストにて、

授業での学修が不分な技術、授業で取り上ࡆていない

技術を示し、学修の次なるステップを具体化した。このᨵ

ゞにより「日本語表現㸰」との㐃続ᛶをより明░に示すこ

とができた。

4.᳨ᐃヨ㦂のᐇ

4.1 ࠙↓ᩱࠚ᪥ᮏㄒ᳨ᐃ㸦≉ู㠀Ⴀάືἲே ᪥ᮏㄒ᳨

ᐃጤဨ㸭ᩥ㒊⛉Ꮫ┬後㸧

実 2022 年 11 ᭶ 12 日

ᑐ㇟ ᕼ望者のみ（ཷ᳨者 292 人）

結果 「10.2 各✀᳨定ཷ᳨」「10.3 ཷ㈹実⦼」を参↷。

付記 ライテングサポートデスクで「日本語᳨定直

前ᑐ⟇ㅮᗙ」（11 ᭶ 7 日～11᭶ 11 日）を㛤ㅮし

た。

5.ᤵᴗᨵၿ

5.1 ᤵᴗࢺ࣮ࢣࣥ㸦㒊㛛⊂⮬㸧のᐇ

「日本語表現㸯」「日本語表現㸰」では、教員の指導ᨵၿ

と、本授業の意⩏およࡧ学修成果の追認およࡧ学修内容

の⥅続的な実践をཷㅮ生にಁすため、部門⊂⮬の授業ア

ンケートを実した。

実 2022 年 7 ᭶（前期ㅮ⩏᭱⤊㐌）

2023 年 1 ᭶（後期ㅮ⩏᭱⤊㐌）

ᑐ㇟ 「日本語表現㸯」「日本語表現㸰」ཷㅮ生全員

結果 㹙付㹛「2022 年度「日本語表現㸯」「日本語表現

㸰」ཷㅮアンケート集ィ結果」を参↷。

6.Ꮫಟᨭ

6.1 㸦WSD㸧の㛤ᐊࢡࢫࢹࢺ࣮࣏ࢧࢢࣥࢸࣛ

学生の文❶作成をᨭするデスクを㛤ᐊし、個ู相ㄯ、

ᐊ内ᶵჾഛရ・࣑ーテングス࣌ースの用、関㐃図書の

㜀ぴ・㈚ฟ、ライテング・ࣜ࢜ジナル教ᮦの提౪、見学

ーンの実（4-7࣌ャン࢟ ᭶）、日本語᳨定直前ᑐ⟇ㅮᗙ

の㛤ദ（11 ᭶）をおこなった。詳細は、本ㄅ「2022 年度

「ライテングサポートデスク（WSD）」άື報࿌」を参

↷。

期間 2022 年 4 ᭶～2023 年 3 ᭶（8-9 ᭶と 3 ᭶は時間

を▷⦰して㛤ᐊ、2 ᭶は㛢ᐊ）

場ᡤ 㛗ஂ手：8 ྕᲷ 4 階共同研究ᐊ 7

    ᫍがୣ：5 ྕ館 1 階初年次教育部門共同研究ᐊ 2

用 用者数のべ 4,520 人

7.ᩍ⫱◊✲ᡂᯝのබ⾲

7.1 ᩍ⫱ᐇ㊶࣭◊✲Ⓨ⾲のᐇ

基ᖿ科目を中᰾とする初年次教育部門の学修ᨭと、

各学科・ᑓᨷの導入教育ならࡧに初年次教育との㐃ᦠに

資することを目的とした「初年次教育部門 教育実践・研

究発表（通⟬第 11 回）」を下記の日程で㛤ദした。

実 2023 年 3 ᭶ 2 日

場 㛗ஂ手࢟ャンパス 324 教ᐊ

₇題 既有知識の共有がࣜーデングにཬࡰす学⩦効

果についての調査̿初年次学生をᑐ㇟として̿

（ᯇཎஂᏊ）

初年次修了を㏄える大学生はレポート課題にᑐ

してどのような作成プࣟࢭスをᥥくか

（ஂ保⏣一）

日本語表現初年次における小論文タイトルの分

析と考ᐹ̿���� 年度前期「࢟ャンパス⤂文」

をᑐ㇟に̿

（㏆⸨さやか・ཎ⨾⠏・中ᮧభ౫）

7.2 ࠗឡ▱ῄᚨᏛึᖺḟᩍ⫱◊✲ᖺሗ࠘7 ྕのⓎ⾜

本学における初年次教育のあり方についての提言、入

学試㦂や各教育組⧊との᥋続に関する問題提㉳などの研

究成果を報࿌し、学内外での議論や意見の➃⥴とす

ることを目的とした『研究年報』第 7 ྕを発行した。

ᵓ成 A4 ุ 30 ージ࣌

目次 第 1 部 論文

初年次日本人大学生が作成した発表資料の形式

に関する問題点（㎷本ᱜᏊ）

ライテングサポートデスクにおけるࢭッࣙࢩ

ンのᕤኵ̿アクࣙࢩン・ࣜサーࢳによる⿵ຓ教

ᮦ作成およࡧά用をとして̿（ໃ力㯞ᮍ）

㠀ᑐ面でのピア・レスポンスの効果と課題 「̿基

♏₇⩦」での実践を通して̿（中ᯘᚊᏊ）
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「用語の定⩏を調べる」㐣程のふりかえりから

⮬ᚊ的学修をಁす初年次教育の試み̿アクテ

ングの効果に╔目してࢽラーࣈ （̿㕥ᮌᓫኵ・ᯇ

本⨾⣖）

㡑ᅜにおける初年次教育の現≧̿「思考と表現」

に関する科目を中心として̿（ᮌ下ዉὠ⣖）

第 2 部 άື報࿌

2021 年度 基ᖿ科目「㐪いを共に生きる・ライフ

デࢨイン」授業実報࿌

2021 年度 初年次教育部門ࠑ全学日本語教育ࠒά

ື報࿌

2021 年度「ライテングサポートデスク（WSD）」

άື報࿌

2021 年度 初年次教育部門ࠑ㧗大㐃ᦠ教育ࠒάື

報࿌

発行 2022 年 5 ᭶ 1 日

部数 700 部（本学教員、全ᅜの大学・㧗ᰯ等に㓄付）

ͤ愛知淑徳大学ࣜポジトࣜ「ASKA-R」、初年次教育部

門࣍ー࣒࣌ージでබ㛤

8.ᗈሗ

8.1 ឡ▱ῄᚨᏛึᖺḟᩍ⫱㒊㛛ࠕࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ のࠖ㐠Ⴀ

බ式 HPで本部門の組⧊・άືを学外にᖜᗈく⤂した。

࠙URLࠚhttp://www.aasa.ac.jp/shonenji/

8.2 ࢫࣃࣥࣕ࢟ࣥࣉ࣮࢜ࠕ のཧຍ2022ࠖ

実 2022 年 6 ᭶ 12 日（第 1 回）

2022 年 7 ᭶ 23・24 日（第 2回）

2022 年 9 ᭶ 18 日（第 3 回）

場 㛗ஂ手：8 ྕᲷ 4 階共同研究ᐊ 7

    ᫍがୣ：5 ྕ館 1 階初年次教育部門共同研究ᐊ 2

内容 WSD ックレット「⮬ᕫࣈジナルࣜ࢜ PR 文・ᚿ

望理⏤書の書き方ࠑ㧗ᰯ生編ࠒ」㓄付

   WSD 体㦂「あなたの文❶ デ᩿します㸟」

   ᒎ示「日本語表現ࣜ࢜ジナルテ࢟スト」など

来場 909 人（2021 年度 897人）

9.ྲྀᮦ࣭ぢᏛ࣭ㅮ₇࣭Ⓨ⾲➼

9.1 ぢᏛ

9.1.1㸧㛵すᏛ㸦2022 ᖺ 11᭶ 25 ᪥㸧

部門のライテング教育・教ᮦの説明、ライテング

サポートデスク設の見学、相ㄯ内容、研修ࢩステ࣒・

㐠Ⴀの説明、授業との㐃ᦠについて説明

（ゼ問者：関す大学ライテングラ࣎教員 3 人）

9.2 ㅮ₇

9.2.1㸧㜰㇂Ꮫᩍ⫱Ꮫ㒊ᩍ⫱Ꮫ࣮ࢼ࣑ࢭ

㛤ദ日 2022 年 12 ᭶ 16 日

 場 大㜰大㇂大学

₇ 題 学⩦者の視点・教員の視点から考える文❶

上㐩法̿に小論文について̿

ㅮ₇者 ஂ保⏣一

10.Ꮫእࡿࡅ࠾Ꮫ⏕のᏛಟᡂᯝ

10.1 ᪂⪺➼ᢞ✏ᩥᥖ㍕ᐇ⦼

「日本語表現㸯」「同㸰」で修得する文❶作成ス࢟ルを

άかすᶵとして、新聞などのᢞ✏をዡບしている。今

年度はヱ当者がなかった。

10.2 ྛ✀᳨ᐃྜ᱁ᐇ⦼

「日本語表現㸯」「同㸰」で修得する日本語㐠用ス࢟ル

をάかすᶵとして、各✀᳨定のཷ᳨をዡບした。報࿌

のあったཷ᳨結果（合᱁者数）は、下記の通り。

10.2.1㸧᪥ᮏㄒ᳨ᐃᩥࠑ㒊⛉Ꮫ┬後ࠒ

㸦≉ᐃ㠀Ⴀάືἲே᪥ᮏㄒ᳨ᐃጤဨ㸧

  2 ⣭ࠑ大学༞業レベル18ࠒ 人（年度 38 人）

  3 ⣭ࠑ㧗ᰯ༞業レベル175ࠒ 人（年度 98 人）

  Ѝ「10.3 ཷ㈹実⦼」

10.2.2㸧᪥ᮏ₎Ꮠ⬟ຊ᳨ᐃ

    㸦බ┈㈈ᅋἲே᪥ᮏ₎Ꮠ⬟ຊ᳨ᐃ༠㸧

  2 ⣭ࠑ大学・一⯡レベル20ࠒ 人（年度 23 人）

10.3 ཷ㈹ᐇ⦼

2022 年度第 2 回日本語᳨定で、本学が「<ᅋ体表ᙲ>日

本語᳨定ጤ員特ู㈹」をཷ㈹した。

以上

（ஂ保⏣一）
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�.ㄪᰝのᴫせ 

�.� ┠ⓗ  

当ヱ⛉目の学習内容࣭指導方法ᨵၿの指㔪とする。 

学生にཷ講の意⩏を㏣認させ、以後の⥅⥆学修を促す。

当ヱ⛉目の成果およびㄢ題を学内外に報告する。 

�.� ᐇ⛉┠  

日本語表現 1（基ᖿ⛉目、1 ᖺ前期㛤講、全学必修） 

日本語表現 2（1 ᖺ後期㛤講、一㒊学⛉専ᨷのみ必修）

�.3 ㄪᰝᑐ㇟ 

ཷ講生全員（1㸸2,11� 人、2㸸�18 人） 

�.4 ᅇ⟅方ἲ࣭㡯┠ᩘ  

:(% アンケート形式（0icrosoft )orms）、㑅ᢥ式（1㸸38

項目、2㸸30項目）࣭ 記述式（1㸸�項目、2㸸�項目）ే用 

�.� ㉁ၥෆᐜ  

࣭学習スキルの定╔に㛵する質問 

࣭学習スキルのά用に㛵する質問 

࣭授業外学習の取り組みに㛵する質問 

࣭学習の記㘓に㛵する質問 Ѝ報告┬␎ 

࣭学習の成果とㄢ題に㛵する質問 Ѝ報告┬␎ 

 ᐇ᪥ࢺ࣮ࢣࣥ �.�

講⩏第 15 㐌 1㸸2022 ᖺ � ᭶ 25㹼2� 日 

       2㸸2023 ᖺ 1 ᭶ 1� 日㹼30 日 

�.7 ᭷ຠᅇ⟅ᩘ  

1㸸1,832 人（全ཷ講生の 8�.�㸣） 

2㸸81� 人（全ཷ講生の 8�.2㸣） 

⌧⾲᪥ᮏㄒࠕ.� �ࠖ㞟ィ結ᯝ 

�.� Ꮫ⩦ࣝ࢟ࢫのᐃ╔㛵ࡿࡍ㉁ၥ̿ཷㅮ๓ཷㅮᚋの

ẚ㍑ 

ၥ �㸧文❶సᡂ๓ࢆࢹᗈࡇࡿࡍࡾࡓࡵ῝ࡾࡓࡆ 

ၥ �㸧⮬ㄝのᙇᑟࡃ文❶ᒎ㛤㸦ࣥࣛࢺ࢘㸧࠼⪄ࢆ

 ࡇࡿ

ၥ 3㸧⮬ㄝのᙇ㐺ࡓࡋ᰿ᣐࢆ᥈ࡋᥦ♧ࡇࡿࡍ 

ၥ 4㸧ᐇពぢ㸦ศᯒࡸᙇ㸧ࢆศࡇࡿ࠼⪄࡚ࡅ 

ၥ �㸧ࣇࣛࢢࣛࣃのᙺ࡚ࡋ⏕ࢆ文❶ࢆ書ࡇࡃ 

ၥ �㸧ពの㏻࠸ࡍࡸࡾ⡆₩࡞文ࢆᕤኵࡇࡿࡍ 

ၥ 7㸧Ꮫ⾡ⓗ文❶㐺ࡓࡋゝⴥࡸ文యࢆᕤኵࡇࡿࡍ 

ၥ 8㸧ᖖ用₎Ꮠࢆṇࡃࡋㄞࠊࡳ書ࡇࡃ 
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ၥ �㸧ࣉ࣮ࣝࢢάື࡛✚ᴟⓗពぢࠊࡋⓎᒎⓗ࡞ 

結論ᑟࡇࡃ 

�.� Ꮫ⩦ࣝ࢟ࢫのά用㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧ࡇのᤵᴗ࡛Ꮫࡇࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇのᤵᴗ௨እのሙ㠃࡛

 㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧ࡓࡋ⏕

ၥ ��㸧ࡇのᤵᴗ࡛Ꮫࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇᚋのᏛಟάືࡸ♫

⏕ά࡛⏕ࡍᛮ࠺㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧 

�.3 ᤵᴗእᏛ⩦のྲྀࡳ⤌ࡾ㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧௨ୗのᤵᴗእᏛ⩦の⛬ᗘ✚ᴟⓗࡔࢇ⤌ࡾྲྀ

ᑠテ㸸ᑠテストのヨ験ຮᙉ 

ㄢ題㸸提出ㄢ題（ᑠ論文など）の作成 

ண習㸸上記以外の、授業に㛵する自主的なண習࣭習 

検定㸸学外学習（検定ཷ検、新聞ᢞ稿など） 

タ㸸ᅗ書㤋やライティンࢢサ࣏ートࢹスクなど学内タ

のά用

⌧⾲᪥ᮏㄒࠕ.3 �ࠖ㞟ィ結ᯝ 

3.� Ꮫ⩦ࣝ࢟ࢫのᐃ╔㛵ࡿࡍ㉁ၥ̿ཷㅮ๓ཷㅮᚋの

ẚ㍑ 

ၥ �㸧文献の✀㢮ࡸ≉ᚩࢆ⌮ゎࢺ࣮࣏ࣞࠊࡋのసᡂẁ㝵

 ࡇࡿࡍ㑅ᢥ࣭㞟㐺ษ࡚ࡏࢃྜ

ၥ �㸧㞟ࡓࡋ文献のせⅬࢆⓗ☜ࡇࡴࡘ 

ၥ 3㸧㈨ᩱࢆᢈุⓗ᳨ウࡇࡿࡍ 

ၥ 4㸧どぬッࡿ࠼Ⓨ⾲㈨ᩱࢆసᡂࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧ヰࡋ方㓄៖ࠊࡋศ࠸ࡍࡸࡾㄝ᫂ࡇࡿࡍࢆ 
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ၥ �㸧ࣞ  ࡇࡿᏲࢆ࣮ࣝࣝ࡞ᇶᮏⓗ࡚࠸ࡘの書ᘧࢺ࣮࣏

ၥ 7㸧引用の┠ⓗࢆ⌮ゎ࣮ࣝࣝࠊࡋᇶ࡙࡚࠸㐺ษ⾲⌧

 ࡇࡿࡍ

ၥ 8㸧᪥ᮏㄒ㐠用の▱㆑ࢆ㌟ࠊࡅࡘ㐺ษά用ࡇࡿࡍ 

ၥ �㸧ࣉ࣮ࣝࢢάື࡛✚ᴟⓗពぢࠊࡋⓎᒎⓗ࡞結論

 ࡇࡃᑟ

3.� Ꮫ⩦ࣝ࢟ࢫのά用㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧ࡇのᤵᴗ࡛Ꮫࡇࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇのᤵᴗ௨እのሙ㠃࡛

 㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧ࡓࡋ⏕

ၥ ��㸧ࡇのᤵᴗ࡛Ꮫࢆࣝ࢟ࢫࡔࢇᚋのᏛಟάືࡸ♫

⏕ά࡛⏕ࡍᛮ࠺㸦ᡂ⦼ホ౯ู㸧 

3.3 ᤵᴗእᏛ⩦のྲྀࡳ⤌ࡾ㛵ࡿࡍ㉁ၥ 

ၥ ��㸧௨ୗのᤵᴗእᏛ⩦の⛬ᗘ✚ᴟⓗࡔࢇ⤌ࡾྲྀ

ᑠテ㸸ᑠテストのヨ験ຮᙉ 

ㄢ題㸸提出ㄢ題、ࢢループⓎ表、࣏ࣞートの作成 

ண習㸸上記以外の、授業に㛵する自主的なண習࣭習 

検定㸸学外学習（検定ཷ検、新聞ᢞ稿など） 

タ㸸ᅗ書㤋やライティンࢢサ࣏ートࢹスクなど学内タ

のά用

以上 

(ᯇ本明日㤶) 
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1.㛤ᐊᮇ㛫

前期：2022 年 4 ᭶ 19 日～2022 年 9 ᭶ 23 日

*ኟఇみは期間を㝈定して㛤ᐊ。

後期：2022 年 9 ᭶ 26 日～2023 年 3 ᭶ 31 日

*ఇみは期間を㝈定して㛤ᐊ。

2.㛤ᐊ㛫

9:30（1 㝈）～16:40（4 㝈）

個ู相ㄯは 1 時㝈を前༙と後༙とに分け、1 回 30 分（㸩

前後処理 10 分）の相ㄯᯟを 1日 8 ᯟ設けた（表 1）。

3.ሙᡤ

㛗ஂ手：8 ྕᲷ 4 階共同研究ᐊ 7

ᫍがୣ：5 ྕ館 1 階初年次教育部門共同研究ᐊ

ࣇࢵࢱࢫ.4

WSD スタッフは、すべての個ู相ㄯにᛂじる「アࣂࢻイ

日本」ࡪングの基♏を学ックライテ࣑デ࢝ー」と、アࢨ

語表現㸯」（1 年前期㛤ㅮ）・「同㸰」（1 年後期㛤ㅮ）に関

する個ู相ㄯのみを担当する「ࣗࢳーター」とに分かれて

いる（表 2）。今年度は、2019年度ࡪりに学部 2 年生の᥇

用を㛤した。

学生ࣗࢳーターは、個ู相ㄯを担当できる「ࣗࢳーター

A」と、ཷ付やデータ入力などの⿵బ業ົに従する「ࢳ

ࣗーターB」とに分かれる。新つ᥇用者は「ࣗࢳーターB」

からスタートし、一㐃の業ົを⩦得しながらᡤ定の研修

をཷけ、ᑂ査に合᱁した者から順次「ࣗࢳーターA」に᪼

᱁するしくみである。Ѝ5.5ࠕ ಟ◊ࣇࢵࢱࢫ 。ࠖ

⾲ 2 （カッコ内は昨年度実績）ᩘࣇࢵࢱࢫ

✀ู 人数

アࣂࢻイࢨー

ຓ教 1（1）
ຓ手 1（1）

⮫時⫋員 2（3）
㠀ᖖㅮᖌ 7（6）
大学㝔生 1（1）

ーターࣗࢳ
大学㝔生 1（1）
学部生 18（7）

合ィ 31（20）

5.ᴗົ

5.1 ಶู┦ㄯࢢࣥࢸࣛ

全学部学生・大学㝔生をᑐ㇟に、日本語文❶作成（作

物を㝖く）の個ู指導をおこなった（1 回あたりの相ㄯ時

間 30 分、ᘏ㛗可）。相ㄯの形ែとしては、Web 相ㄯと来ᐊ

相ㄯの 2✀㢮を用意している。相ㄯのཷ付方法としては、

Web 予約サーࣅス（(ᰴ)ࢩステ࣒サポート「TEC-system」）

を㐠用している。

࠙URLࠚhttps://wsd.aasa.ac.jp

5.2 の㛤ദࢺࣥ࣋

5.2.1㸧ࠕ᪥ᮏㄒ⾲⌧㸯 ㄯ┦ࢽ࣑㸰ࠖྠࠕࠖ

ఇみに、学生ࣗࢳーターがཷㅮ経㦂を生かし「日本

語表現㸯」「同㸰」ཷㅮ生に 5～10 分間の学修アࣂࢻイ

スをおこなった。前予約不要。

5.2.2㸧ࣛࢢࣥࢸ⿵ຓᩍᮦの㓄

ッࣈングㅮᗙジナル⿵ຓ教ᮦ「日本語ライテࣜ࢜

クレット」3 ྕ（⮬ᕫ PR 文・ᚿ望理⏤書の書き方）、同

4 ྕ（レポート作成の「困った㸟」タイプูࣄント集）

をᕼ望者に㓄付した。

5.2.3㸧᪥ᮏㄒ᳨ᐃ┤๓ᑐ⟇ㅮᗙ

11 ᭶ 12 日実「日本語᳨定」ᅋ体ཷ （᳨2 ⣭・3 ⣭）

にྥけ、2022 年 11 ᭶ 7 日～11 ᭶ 11 日の期間で、ジャ

ンルู（ᩗ語、文法、語ᙡ、総合）のᑐ⟇ㅮᗙ（1回 40

分）を㛤ㅮした。ㅮᖌは WSDアࣂࢻイࢨー。

5.3 ᶵჾഛရ࣭ᅗ᭩のᐊෆ⏝

パソコン・プࣟジ࢙クターなどᶵჾഛရのᐊ内用、ラ

イテング関㐃図書の㜀ぴおよࡧ㈚ฟ、࣑ーテングス

。ースの㛤ᨺなどをおこなった࣌

⾲ 1 ಶู┦ㄯཷ㛫

相ㄯᯟ 時間

1 㝈
前༙ A 09:30～10:10
後༙ B 10:15～10:55

2 㝈
前༙ C 11:10～11:50
後༙ D 11:55～12:35

3 㝈
前༙ E 13:30～14:10
後༙ F 14:15～14:55

4 㝈
前༙ G 15:10～15:50
後༙ H 15:55～16:35

2022 年度「ライテングサポートデスク(WSD)」άື報࿌
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5.4 ᗈሗάື

5.4.1㸧࣮ࣜࢺࢵࣞࣇのసᡂࡧࡼ࠾㓄

「WSD 用内（ࣜーフレット）」を作成し、4 ᭶に新

入生全員と教⫋員（㠀ᖖㅮᖌ含む）に㓄付した。

5.4.2㸧ࡿࡼࢪ࣮࣒࣮࣌࣍ෆ࣭άືのබ㛤

初年次教育部門࣍ー࣒࣌ージに「ライテングサポ

ートデスク」の用内、年間άື記㘓、学生ࣗࢳータ

ーのά㌍などをබ㛤した。

࠙URLࠚhttp://www.aasa.ac.jp/shonenji/

5.4.3㸧ࠕWSD のぢᏛ࣮ࠖࣥ࣌ࣥࣕ࢟のᐇ

2022 年 4 ᭶ 19 日～7 ᭶ 1 日の期間で、WSD に初めて

来ᐊする学生・教⫋員をᑐ㇟とした見学を実し、

設⤂、ᨭ内容、用方法などを説明した。

5.4.4㸧Ꮫのබᘧ SNS ✏のᢞ

大学のබ式 Instagram およࡧ LINE にࣗࢳーターの

άືのᵝᏊなどをᢞ✏し、ᥖ㍕された。

5.5 ಟ◊ࣇࢵࢱࢫ

年度より、ᑐ面と Web（Microsoft Teams）とを組み

合わせて研修の実を図っている。

5.5.1㸧ࣛࢢࣥࢸᨭᢏ⾡⩦ᚓのࡓめの◊ಟ

アࣂࢻイࢨーも含めた全員に、A～H まで 8 テーマの

研修࢝ーࢻを用意して研修をおこなっている。A「業ົ

基本㡯」からጞまり、D「ཷ付ᑐᛂ」や E「ࢭッࣙࢩン

⿵ຓ」といった段階を㋃み、F「N1・N2 教ᮦ研究」、G「ࢭ

ッࣙࢩンの基本」を経て H「ス࢟ルアップ」と続く。

文❶指導に関する研修について、Fでは「日本語表現㸯」

「同㸰」の研修用⣲ᮦ文❶のデ᩿と修ṇの᳨ウをし、

研修࢝ーࢻに書き㎸む。G には 4 段階があり、G-1 では

他者のࢭッࣙࢩンの記㘓を確認し、G-2 では実㝿のࢭッ

ンを見学する。G-3ࣙࢩ はᶍᨃࢭッࣙࢩンである。そし

て、個ู相ㄯの担当が可⬟なࣗࢳーターA に᪼᱁するた

めのᑂ査を G-4 で実する。G-4 は、ࣗࢳーターA、アࢻ

ーにᑐしても、5ࢨイࣂ 回目ᑂ査、10 回目ᑂ査、༙年ᑂ

査というかたちで定期的に実している。

研修の実方法に関しては、他のスタッフと共におこ

なうのが基本だが、上記 F など単⊂でおこなえるものも

ある。一方で、㛗ஂ手࢟ャンパスとᫍがୣ࢟ャンパスと

をࣅデ࢜通話でつなࡄことにより、ࢩフト内の࣓ンࣂー

を増やし、研修の㉁ྥ上やὶᶵの増ຍを図っている。

これら単⊂研修・共同研修を、相ㄯᑐᛂの有↓や研修㐍

ᤖ≧ἣによって使い分け㐠用している。

スタッフ同ኈのコࢽ࣑ࣗケーࣙࢩンはࢩフト内にと

どまらない。その日のົの感想を Teams 上にᢞ✏し、

他のスタッフがそのᢞ✏に㏉ಙすることとしている。こ

こで個ࠎのスタッフがかかえるᝎみや㐼㐝した問題が

全スタッフ間で༶時共有され、な情報共有・問題ゎ

Ỵ、ࢩフトᯟを㉸えての相ゐ発の場となっている。

通ᖖࢩフト内での研修は教員導であるが、学生が

体となる場も用意している。それが、ఇみのࢩフトと、

ング（᭶ーテ࣑ーター全体ࣗࢳ 1 回、ఇみ）である。

これら学生たちの場は、それぞれの率直なᝎみが共有さ

れ、そのゎỴ⟇として、各⮬の実践知や教員から得た学

。がᗈく共有される場としてᶵ⬟しているࡧ

5.5.2㸧⤌⧊㐠Ⴀのཧ⏬

研修の一⎔として、組⧊㐠Ⴀに関わる業ົにࣗࢳー

ターを参⏬させている。えば、前期はじめの「見学࢟

ャン࣌ーン」での説明担当は「WSD という設」につい

て理ゎを῝めるᶵとなり、また、後期ᮎでは、新つス

タッフເ集の説明を考える㐣程をとおして「WSD という

仕」の意⩏を確認するᶵとなっている。その他の㐠

Ⴀ業ົとしては、「日本語表現㸯」相ㄯᑐᛂのための、

小論文テーマูデータ集のᩚഛを担当させた。

5.6 タの㐠Ⴀࣝࣕࢳ࣮ࣂ

2020 年度より、Teams にてබ㛤ࢳー࣒を㛤設し、設⤂

ື⏬、࢜ンライン相ㄯ用内、ライテング⿵ຓ教ᮦ

などをබ㛤している。2023 年 1 ᭶ᮎ現ᅾ、教⫋員・学生

合わせて 1,570 人の用Ⓩ㘓がある。

5.6.1㸧ࣛࢢࣥࢸ⿵ຓᩍᮦ

相ㄯ業ົからᇉ間見える学生の文❶作成の͆ちࡻっ

とした困りࡈと͇をサポートするࣜ࢜ジナル⿵ຓ教ᮦ

を Teams 上でබ㛤している。テーマは「文⊩の᥈し方」

「問いの立て方」「実と意見の༊ู」「論点のᩚ理」「ᢈ

ุ的読ゎ」「ᗎ論の書き方」「パラグラフ・ライテング」

「引用の基本」「要約の方法」「プレࢮン資料作成のルー

ル」「間㐪えやすいᩗ語表現」「࣓ール文のマナー」など、

全 58 ✀㢮。1 テーマ 1,2 ージ、図表とイラストを多࣌

用することで、通ᖖのマࣗࢽアル本より使いやすさと

ぶしみやすさをᙉ調している。今年度（～2023 年 1 ᭶

31 日）の総㜀ぴ回数は 2,085回。

6.⏝≧ἣ

6.1 2022 ᖺᗘ⏝⪅ᩘ(㹼2023 ᖺ 1 ᭶ 31 ᪥)

用者数はのべ 4,520 人（参考：全学生数 8,337 人）

で、うち相ㄯ用はのべ 1,321人であった（表 4）。「見学」

「イベント」の用者数は、新ᆺコࣟナ࢘イルス感ᰁᣑ

大以前（2019 年）の数್にᡠったが、「相ㄯ」「設用」

の用者数は、ᐊ内の人数制㝈・用制㝈のᙳ㡪を大きく

ཷけ、コࣟナ以前から大ᖜにῶ少したままである（図 1）。

「相ㄯ」については、個ู相ㄯᑐᛂが可⬟なスタッフの

人数もῶ少し、コࣟナ以前とは相ㄯཷ入の࢟ャパࢩテ

に大きな差がある。えば、2019 年度前期の相ㄯཷ入可

⬟௳数は 3,027 ௳分であったが、今年度前期は 2,131 ௳

分（来ᐊ：1,049 Web：1,082）であった。相ㄯཷ入可⬟

௳数の少なさが用のし࡙らさにつながっているようで
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ある。個ู相ㄯは 1 日 8 の時間ᯟを設けているが（表 1 参

↷）、今年度前期⦾ᛁ期（5 ᭶ 30 日～7 ᭶ 22 日）の総時間

ᯟのうち、来ᐊ相ㄯが「‶ᖍ」となった時間ᯟは約 7 

（67%）に㐩し、時間ᯟの約 9（88%）が「‶ᖍ」となる

㐌もあった。相ㄯཷ入≧ἣに関しては、ᨵၿをồめるኌが

用者からあがっている。Ѝ7ࠕ.⏝ࢺ࣮ࢣࣥ 。ࠖ

6.2 ᭶ู⏝≧ἣ

後期よりも前期の用が多い（図 2）。4～5 ᭶に設見

学した新入生が、6～7 ᭶で個ู相ㄯを用するഴྥがあ

る。ኟఇみ・ఇみは Web 相ㄯのみཷけ付けており、用

者が多いとはいえないが一定の㟂要はある。

ᙧែู⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.3

2021 年度は、授業期間中に Web 相ㄯのみをཷけ付ける

時期（感ᰁᣑ大の⥭ᛴែᐉ言期間中）があったため

Web 相ㄯの合が㧗かったが、来ᐊ相ㄯ・Web 相ㄯの୧形

ែともに授業期間中の中Ṇがなかった今年度は、8 ᑐ 2 程

度の用比率となった。

6.4 Ꮫᖺู⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ

来ᐊ相ㄯは 1 年生の用者が大部分を༨めているが、

Web 相ㄯは 3,4 年生の合も大きく、上⣭生にとって౽

ᛶが㧗かったことがうかがえる（図 4）。

6.5 ෆᐜู⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ

相ㄯ内容の大༙は「レポート・小論文」「プレࢮン」「༞

論」といった大学のㅮ⩏・研究に関するものが༨めている

（図 5）。他方、ᑵ⫋άື・␃学・࣑ࢮ選考のᚿ望ືᶵ書な

ど「࢚ントࣜーࢩート（ES）」のᨭにも一定の㟂要があ

る。Web 相ㄯのほうが「ES」の合が㧗いのは、ඛ述した

上⣭生の用率の㧗さと関ಀすることであろう。

6.6 㐍⾜≧ἣู⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ

来ᐊ相ㄯのほうが Web 相ㄯよりも、比㍑的᪩い㐍行段

階で用されている（図 6）。このഴྥは、協同的なやり

とりのしやすさや用のࣁーࢻルのపさ、また、上述した

相ㄯ内容のഴྥとも関ಀすることであろう。
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レポート・小論文 プレࢮン ༞論 ES その他

⾲ 4 2022 ᖺᗘ⏝⪅ᩘ㸦ே㸧

前期 後期 合計

見学
長

計
1,261

1,717
3

3
1,264

1,720
星 456 0 456

相談

長

計

489

779

459

542

948

1,321星 150 40 190

Web 140 43 183

施設
利用

長
計

68
138

148
178

216
316

星 70 30 100

イベ
ント

長
計

46
59

369
467

415
526

星 13 98 111

バーチャル施設登録増加数 637

合計 2,693 1,190 4,520

ᅗ 2 ᭶ู⏝⪅ᩘ㸦ே㸧
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Ꮫ㒊ู⏝≧ἣࠒಶู┦ㄯࠑ 6.7

各学部の学年ู用௳数と、ᅾ⡠学生数に༨める合

を、表 5 と図 7 に示した。「文学部」の用率が᭱も㧗い

が、これは年どおりのഴྥである。

⾲ 5 Ꮫ㒊࣭Ꮫᖺู⏝௳ᩘ㸦௳㸧

学部 1 年 2 年 3 年 4 年

文 318 9 20 14
人間 41 8 15 49
心理 63 4 8 28
㐀 91 8 12 23
ᗣ 62 4 3 5
⚟♴ 46 1 2 3
ὶ 116 8 9 15
ジࣅ 35 0 5 7
GC 8 0 0 0
合ィ 780 42 74 144

7.⏝ࢺ࣮ࢣࣥ⤖ᯝ㸦୍㒊ᢤ⢋㸧

2022 年 7 ᭶ 25 日～8 ᭶ 5 日の期間で、WSD 前期用者

をᑐ㇟に Microsoft Forms を用した Web アンケートを

実した（↓記名、選択・記述式併用）。結果බ表の同意

が得られた 279人分の回答を集ィした結果を以下に示す。

ᨵၿが要ồされている点として、相ㄯのᶵ、㛗さとい

った「㔞」に関するものが多い。「予約ࢩステ࣒」の要望

に関しては、アクࢭス不Ⰻの問題が生じていたことから、

相ㄯᶵに関するᨵၿ要望だと理ゎできる。

ᅗ 8 ᑐヰࡽࡀ࡞ࡋࢆ┦ㄯࢆ㐍め࡚ࡓ࠸㸦㸣㸧

ᅗ 9 ㄝ᫂ࡣศࡃࡍࡸࡾ⣡ᚓのࡶࡃ࠸のࡓࡗࡔ㸦㸣㸧

ᅗ 10 Ꮫࢆࡧᚓࡓ㸭ᡂ㛗ࡓࡋᐇឤࡓࡗ࠶ࡣ㸦㸣㸧

ᅗ 11 యࢆと࡚ࡋ࠾ಶู┦ㄯ‶㊊ࡓࡋ㸦㸣㸧

ᅗ 12 ᨵၿࢆồめࡇ࠸ࡓと㸦」ᩘᅇ⟅ࠊᅇ⟅⪅ 217 ྡ㸧

8.ᡂᯝと課題

年度と同ᵝに Web 上での࢟ャンパスᶓ᩿研修は有効

であったが、学部 2 年生の᥇用を㛤しスタッフ数が大

ᖜに増えた今年度は、研修࣓ンࣂーの多さが大きな㈇担

となる側面もあった。研修㐠Ⴀ上のᨵၿが必要である。

個ู相ㄯの㟂要の大きさに分にᛂえられていないよ

うである。研修（㉁）とのࣂランスを考៖しつつ、相ㄯཷ

入数について᳨ウしたい。  

以上
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�. 㧗㐃ᦠ᥎㐍ᥦᦠᰯྥࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡅ 

�.� ᥦᦠᰯのゼၥάື࣭㐃ᦠάື 

例ᖺは、提ᦠᰯ༞業生の┤㏆の成⦼や༞業後の進㊰に

ついての報告を目的としたࠕ定期ゼ問 をࠖ行っているが、

学ᅬ内のឡ知ῄᚨ高ᰯを㝖き、ᖺ度に引き⥆き新ᆺコ

ロナウイルスのᙳ㡪でゼ問が困難であったため、௦᭰方

法としてオンライン面ㄯを実した。また、提ᦠᰯからの

要ㄳに基࡙き、新ᆺコロナ≧ἣୗにおいて可能な⠊ᅖで

。イダンスࠖなどを提౪した࢞進㊰ࠕ

ឡ▱ῄᚨᏛ Ꮫ⏕⏕άሗ࿌ࠕ�.� ����ࠖの㛤ദ 

提ᦠᰯを༞業したᅾ学生を各ᰯ 2㹼3 名㑅出し、後㍮に

あたる生ᚐをᑐ㇟に、実際の進学体験やධ学後の学生生

άについて報告してもらう取組である。今ᖺ度は提ᦠᰯ

の要望にᛂじて、ᑐ面、または事前にᙳした報告ࢹࣅオ

をオン࣐ࢹンド配ಙする形で実した。

ឡ▱ῄᚨᏛ ධ㛛ㅮᗙࠕ3.� ����ࠖの㛤ദ 

提ᦠᰯからの指定ᰯ制᥎⸀ධヨによるධ学ண定者をᑐ

㇟とした講ᗙを実した。実概要は以ୗの通りである。

年月日 時限 時間 内容 

第 1 日目

2023 年 

3 月 15 日 

(水) 

1 11:10-12:40 「大学で学ぼう」 

2 13:30-15:00 「6 年後の自分の名刺を作ろう」 

＊最初の 20 分間はワークブックから出

題の試験（英語） 3 15:10-16:40 

第 2 日目

2023 年 

3 月 16 日 

(木) 

1 11:10-12:40 「大学における情報・知識の獲得」 

2 13:30-15:00 「グループワークに取り組んでみよう」 

＊最初の 20 分間はワークブックから出

題の試験（日本語） 3 15:10-16:40 

ධ学┤前のఇみ中に㛤講することで、大学生άのス

ムーࢬな⛣行を促すことが目的である。今回の参加者は

�5 名であった。ཷ講者にはධ門講ᗙ実日の⣙ 3 ࣨ᭶前

から新聞を毎日読んでもらい、1 つのテー࣐に㛵する記事

を � つ以上ࣀートにスクラップし、まとめの考ᐹをけ

るというㄢ題をㄢした。提出されたㄢ題はコ࣓ントをつ

けて返༷し、2 日目のࢢࠕループ࣡ークに取り組んでみよ

うࠖの学習άືで使用した。 

�.㧗㐃ᦠᩍ⫱ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ 

�.� ᑓ㢪ไ᥎⸀ධヨࡿࡼධᏛ⪅のධᏛ๓ㄢ㢟 

ձ テキストの配

ࠗឡ知ῄᚨ大学 日本語基♏࣡ークࣈックᨵゞ∧࠘と

ࠗឡ知ῄᚨ大学 英語基♏࣡ークࣈックᨵゞ∧ を࠘、2022
ᖺ 12 ᭶に㏦した。

ղ 提出と᥇点

ධ学ண定者は 3 ᭶ 23 日（ᮌ）必╔でࠕ解答用Ꮚࠖを

提出。提出されたㄢ題は、3ࠥ4 ᭶にかけて業者による᥇

点࣭コ࣓ントがされ、5 ᭶に行われる新ධ生面ㄯ時にア

ドバイࢨーから返༷される。

�.� Ꮫ㒊࣭Ꮫ⛉࣭ᑓᨷ⊂⮬のධᏛ๓ㄢ㢟 

上記のテキストⓎ㏦にあわせ、学㒊࣭学⛉࣭専ᨷ⊂自の

ධ学前ㄢ題をເった。今ᖺ度は、国文学⛉、総合英語学⛉、

人間情報学⛉、心理学⛉、作表現専ᨷ、どぬ⛉学専ᨷ、

ᗣᰤ㣴学⛉、⚟♴㈉献学⛉、ࢢローバル࣭コミュࢽケー

ション学㒊が⊂自のධ学前ㄢ題を実した。 

�.3ࠗAS  ࠘ࣝࣇࣥࢨࢹࣜࣕ࢟

ࠗAS キャリアࢨࢹインフイル を࠘新ධ生全員に配布

した。新ධ生面ㄯやキャリアアドバイࢨー面ㄯにおいて

ά用されている。

�.4ࠗᏛ⏕のࡵࡓのㄞ書ෆ ධ㛛⦅ ���3࠘の⦅㞟࣭Ⓨ

⾜ 

ࠗ大学生のための読書案内 ධ門⦅ 2022 に࠘新しい原稿

（12 名）を加えて、ᨵゞ∧をⓎ行した（3 ᭶ 1 日）。全

新ධ生に配され、学⛉࣭専ᨷにおける導ධᩍ⫱ᩍᮦ、学

生の自主学修のための㈨ᩱとしてά用される。

以上 

（⊦⊁英⨾）

2022 ᖺ度 初ᖺḟᩍ⫱㒊門ࠑ高大㐃ᦠᩍ⫱ࠒάື報告
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